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散 村江通之 先生 略歴

明治43年3月7日生

昭和11年 3月 熊本医科大学を卒業

昭和11年4月 東京帝国大学伝染病研究所技手

昭和16年 5月 陸軍軍医大尉

昭和22年 3月 熊本医科大学助教授

昭和22年 7月 米子医学専門学校教授

昭和23年 7月 米子医科大学教授

昭和26年4月 鳥取大学医学部教授

昭和32年 3月 鳥取大学付属図書館医学部分館長

昭和39年11月 第8回中国四国産業医学会会長

昭和40年11月 第30回日本民族衛生学会会長

昭和45年11月 第17回日本学校保健学会会長

昭和50年 3月 鳥取大学停年退官

昭和57年4月 (叙勲)勲三等旭 日中授賞

平成14年2月 死去,(叙位)正四位
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故 村江通之先生を偲んで

本学会名誉会員の村江通之先生は,平成14年2月7日にご逝去されました.

村江先生は,昭和11年熊本医科大学を卒業されてから,東京帝国大学伝染病研究所に研究員とし

て従事され,伝染病学,衛生学の研究に従事されました.昭和16年から昭和20年まで陸軍軍医 (陸

軍大尉)として従軍されました.昭和22年3月熊本医科大学衛生学教室助教授に就任されるととも

に,｢赤痢ワクチンの研究｣論文により東京帝国大学医学博士の学位を授与されております.
昭和22年7月鳥取大学医学部前身の米子医学専門学校教授に就任され,以後米子医科大学,鳥取

大学医学部教授として28年間にわたり在任されました.鳥取大学医学部初代教授として教育 ･研究

並びに地域住民疾病予防の推進など,多くの業績を残されました.当時は結核患者対策を始めとし

て,寄生虫感染者なども多く,学校生徒対象の回虫保有者発見の検便が大学の協力により行われて

いました.

特に学校保健分野では,村江先生自らが学校に出かけて児童 ･生徒対象に健康教育並びに健康棉

談を実施されており,その成果を学会で報告されています.

現在では日本を初め世界において先進諸国では ｢ポリオ｣の流行が観察されていない現状ですが,

昭和37年日本全国において,世界で初めて生ポリオワクチン接種が実施されました.米子市では村

江先生指導のもとに,学校医 ･教室教官の協力により乳児 ･児童を対象に予防接種が実施されたの

です.その生ポリオワクチン接種対象者に対して,1年後乳児 ･児童の抗体並びに母親のポリオ抗

体を測定し,生ポリオワクチン接種効果が親にまで抗体ができていることが,中和抗体測定結果か

ら評価が判明しました.鳥取県弓ヶ浜半島から島根県大根島にかけてワイル病が流行していたので

すが,その予防対策を行政 ･住民対象にすることで,それなりの成果を上げられている業績が報告

がされています.産業衛生分野では,日立金属 ･佐藤造機 (現在三菱農機)における職場環境を改

善するための騒音環境改善 ･微量金属汚染防止など積極的に職場現場を観察する中で,それらに適

した対策を指示しておられました.特に,鋼制作では適正温度を確保するためには金属溶解温度で

保たれていたので,金属のベイパー,ヒュ-ム測定が大変な仕事でしたが,その指導を村江先生が

しておられました.学校保健分野では昭和45年11月に第17回日本学校保健学会会長をされました.

また,昭和57年には勲三等旭日中受賞を受けられました.先生のご逝去は,私ども後輩にとってか

けがえの無い損失であり,哀悼の意を禁じ得ない気持ちでいっぱいです.ここに謹んで先生のご冥

福をお祈りいたします. (元島根医科大学副学長 多田撃)
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藩 地域看護学領域における学校保健 ･看護の捉え方

小 西 美智子

ThePositionofSchoolHealthNursinginCommunityHealthNursing

MichikoKonishi

日本地域看護学会は地域看護教育 ･研究者,

地域看護の実践者,産業看護や学校保健の関係

者を含む多数の方々の賛同を得て,1997年10月

15日に発足しました.7年間が経過した現在で

は,会員数は1,000名を越え,学術集会年1回

開催,学会誌年2回刊行も順調に進み,第19期

日本学術会議への登録が認められました.本学

会は,地域看護学の学術的発展と教育 ･普及を

図り,人々の健康と福祉に貢献することを目的

にしています.地域看護学は地域で生活してい

る様々な健康レベルやライフサイクルにある

人々を対象に,健康レベルやQOLの向上に寄

与する応用性の高い学問領域と考えています.

地域看護領域は,保健所や市町村保健センター

において展開されている公衆衛生看護活動,衣

宅療養者 ･要介護者を対象にした在宅看護活動,

産業の場で働く労働者を対象にした産業保健 ･

看護活動,児童生徒を対象にした学校保健 ･看

護活動と幅広い領域を網羅しています.近年,

地域看護活動内容は保健所法が地域保健法に改

正され,また介護保険法や健康増進法が新規に

制定されたことにより,健康の保持,疾病の予

防,在宅療養者のケア,集団および個人のヘル

スプロモーションへと拡大し,そのあり方につ

いても多様性が求められています.地域看護が

対象とする人々の生活拠点は,学校生活,労働

生活,住民生活,在宅療養生活のいずれかであ

り,国を中心とした保健 ･医療 ･福祉政策を基

に,人々の健康保持に役立つ保健事業を企画 ･

実施し,人々のセルフケアを育成するという共

通点があります.そのためには人々が生活して

いる多様な場所において人々の健康に関する

ニーズを的確に把握し,疾病の発症を予防し健

康を保持し,また疾病や障害があっても人々が

自分の価値観をもって質の高い生活を維持して

いかれるように支援するために,学校保健,塞

業保健,地域保健,在宅ケアの4領域での看護

実践活動について共通目標の設定と展開方法に

関する情報交換が必要であり,連携が不可欠と

考えます.例えば学校保健が対象とする児童生

徒は,地域社会における家庭構成員の一員であ

る事から地域保健と関連があり,保護者は産業

看護の対象となる労働者が多く,家族構成員と

して在宅療養者も含まれます.児童生徒の保健

行動は学校生活と共に家族の影響を受ける事か

ら,児童生徒の健康管理やセルフケア能力を育

成するには,産業保健 ･看護,地域保健 ･公衆

衛生看護,在宅ケア･在宅看護との連携は重要

であると言えます.

第1回から2004年までの日本地域看護学会学

術集会の発表演題812題中,学校保健 ･看護に

関する演題数は39題4.50/Oと少ないのですが,

その主な内容は養護教諭として児童生徒へのカ

ウンセリング,生活習慣病予防教育,飲酒 ･喫

煙防止教育,性 ･性病予防教育,結核発症予防

教育等の展開方法とその評価,さらに児童生徒

の虐待事例発見と連携の取り組み,不登校児へ

の介入事例,児童生徒の発達段階から見た心身

の愁訴の分析とその対応,児童生徒の保護者へ

の精神的支援のあり方,慢性疾患のある児童生

徒の学校生活における医療管理方法の検討等で

す.児童生徒が学校生活の目標を達成するため

には心身の健康保持が必要であること,また学

校への訪問看護活動も始まった事から,日本地

域看護学会はこれからも地域看護学という大き

い枠組みの中で,児童生徒の健康問題の解決に

寄与できる様に研究を推進していきたいと思い

ます. (日本地域看護学会理事長)
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原 著 山口県における小学1年生の

学校不適応行動の実態

-AD/HDおよびODDの診断基準となる行動との比較一

中 村 仁 志*1,木 戸 久美子*1

林 隆*1,芳 原 達 也*2

食l山口県立大学看護学部

*2山口大学医学部公衆衛生学教室

SchooIMaladaptationBehaviorsoftheFirstGradersinYamaguchiPrefecture

-ComparisonwithActionUsedastheDiagnosticCriteriaofAD/HDandODD-

HitoshiNakamura*lKumikoKido*lTakashiHayashi*1TatsuyaHobara*2

串-yamaguchiPrefecturalUnivel･SitySchoolofNursing

*2DepertmentofPubllCHealth,YamaguchiUnwersitySchoolofMedt'cine

ChildrenwithAttention-De丘cit/HyperactivityDisorder(AD/HDhereafter)tendtosuf-

ferfrommaladaptationingroup,especiallyschool,situations.Theirbehaviorischaracter-

izedbylackofattention,restlessness,impulsiveandviolentactions,andlearningdisability.

Theirproblemsare,however,inadequatelyunderstoodnotonlylnschoolbutalsoattheir

homeandintheircommunity.Whenthesechildrenarenotdealtwithproperly,theirseiト

esteemtendstobecomelowerandsecondaryproblemsensue.

Inthisresearch,weconductedatwo-Stagestudy-thebasicstudyandfollow-upstudy-

onthecharacteristicsofthefirstgraderswhohavemaladaptionproblemsinclassroomsand

onthereactionofotherchildrenandteachers.Theintervalbetweenthefirststageandthe

secondstagewasfourmonths.Wepaidparticularattentiontothecharacteristicsthatre-

qulreSpecialattentionforthepurposeofearlyintervention.

Inthe丘rststagestudy,wefoundthatmostoftheteachers,priortOthestudy,hadaト

readyhadsomeexperiencedealingwithchildrenwhoposedchallengestoteachers'in-

struction.Manyoftheseteacherscitedbehavioralproblemssuchashyperactivityandag-

gression.

Mostofthechildrenwhocausedproblemsinclassroomsmetthebehavioritemsofthedi-

agnosticstandardforAD/HDaccordingtotheDSM-ⅠⅤ.Nearly60% ofthesechildren

causeddisruptionintheclassroominstructionandnegativelyin且uencedotherchildren.The

childrenwhohadmettheAD/HDandOppositionalDeBantDisorder(ODDhereafter)ac-

Cordingtothebehavioritemsofthediagnosticstandards,inparticular,causedtheseprob-
lems.

Incomparingthemaladaptionbehaviorsofthechildrenbetweenthebasicandthefollow-

upstudies,wefoundsigni五CantdifferencesinthethreeitemsofAD/HDcarelessness,three

itemsofAD/HDhyperactivity-impulsiveactivityandfouritemsofOI)D.Onthewhole,im-

provementswereobservedincalmness,interpersonalrelationships,andlearIllng.Interms



346 学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

ofbehavioralchange,weobservedteacherspraisingfavorableactionsandefBcacyofother

children'shelp.

Itwaswhenteachers'instructionwasnotlistenedtoorcarriedoutinanorderlymanner

thattheteachersfelttheneedforinterventionsbyspecializedagencies.Thebehaviorssuch

aschildrenleavingtheirseatsorrunningaroundintheclassroommightnotleadtoteach-

ers'resorttospecialagencies.Finally,rebelliousbehaviorswerenotconsideredadecisive
factortowarranttheinterventions.

Keywords:TendencyofAD/HD(Attention-DeBcit/HyperactivityDisorder),

TendencyofODD(OppositionalDe丘antDisorder),maladaptation,

firstgradersofprimaryshool,teachers'reaction

AD/HD(注意欠陥/多動性障害)の傾向､ODD(反抗挑戦性障害)

の傾向､不適応行動､小学1年生､教師の対応

Ⅰ 緒 言

注意欠陥/多動性障害 (Attention-Deficit/

Hyperactivity Disorder:以下AD/HD)のチ

ビもたちは注意散漫,落ち着かない,衝動的で

暴力的な行為,学習などの問題によって集団場

面,特に学校場面で不適応状態を起こしやすい.

AD/HDはとりわけ小学校において不適応行

動が目立ってくるため小学校教師の十分な理解

が必要となるが,AD/HDの子どもは,通常苧

級に在籍しているものも多く,すぐに認識でき

る障害や知的な遅れが少ないために,"授業や

遊びなどの集団活動の邪魔をする,行儀が悪

い"チビもととらえられることも多い.教師も

学校場面で出会う不適応行動だけで障害として

とらえて良い問題なのか,その判断が付きにく

いのも事実である.特にわが国においてAD/

HDはここ数年の間に急激に注目されてきた障

害であり,障害としての認知度は高くなってい

るものの,まだまだ学校や家庭また地域社会で

十分理解されているとはいえない.

こうした子どもたちへの適切な対応がなされ

ないと,自己評価が低くなり,自尊感情が損な

われ,社会的問題が生じることが指摘されてい

る1).

AD/HDはアメリカ精神医学会による精神疾

患の診断統計マニュアル (DiagnosticandSta-

tisicalManualofMentalDisorders)第4版 (以

下DSM-ⅠⅤ)2)において反抗挑戦性障害 (Opposi-

tionalDefiantDisorder:以下ODD)や行為障

害 (ConductDisorder:以下CD)と共に注意

欠陥および破壊的行動障害 (DisruptiveBehav-

iorDisorder:以下DBD)に分類され,それぞ

れ関係を持つ疾病概念であり,合併および移行

しやすい とされている.原 田3)ばAD/HDに

ODDが並存するプロセスに①心理的社会的要

因②生物的要因に加えて(釘低い自己評価を上げ,

劣等感が低く自己評価が低いAD/HD児は容易

に敵意を抱 くとしている.斉藤ら4)はAD/HD

が基盤にありODDを合併したものが,CDに移

行し,ついには反社会性人格障害 (Anti-social

PersonalityDisorder)に変遷していく過程を

アレルギーマーチの概念にならってDBDマー

チと呼称 し,その連鎖をおこさないために

AD/HDへの対応の重要性を述べている.

Foleyら5)はAD/HDへの早期介入は,反社会

的行動の発生を減少させることを可能にし,原

田6)はODDの積極的治療はCDの発症を防ぐこ

とを報告している.

そこで本研究では,先ず,児童の不適応行動

に対する教師の認識と小学校 1年生で不適応行

動の見られる児童の実態について調査した.ま

た,入学直後に不適応行動の見られた児童につ

いてAD/HDの診断基準となる行動との関連を
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見るために,不注意および多動性一衝動性の18

の行動およびODDの8の行動と照らし合わせ

て分析した.さらに,4ケ月後の行動および教

師の対応の変化について調査を行った.その結

果をもとにAD/HDの行動特徴の診断基準を満

たすAD/HDの傾向のある児童が二次的な障害

を併発しないような早期介入のための注目すべ

き行動特徴について検討を行った.

本研究ではDSM-ⅠⅤに示されているAD/HD

の症状継続期間が6ケ月以上および7歳以前の

存在については把握がなされていないため,行

動項目で診断基準が満たされていても,AIi/

HDおよびODDの確定診断として検討したもの

ではない.

Ⅱ 方 法

山口県内に設置されている公立小学校 (国立

は除く)で,1年生を担任している教師を対象

に 【基本調査】を行い,【基本調査】によって

不適応行動の見られた児童を対象として 【追跡

調査】を行った.

1.【基本調査】

1)対象

山口県内に設置されている公立小学校 (国立

は除く)で1年生を担任している教師に回答を

求めた.

2)調査項目

(1) 【学級調査票】

(∋ 回答者の属性(年齢･性別･教職歴など)

(夢 学校･学級の属性(児童数･男女比など)

(彰 不適応行動の見られる児童の実態 (人

数 ･行動傾向など)

(2) 【個別調査票】:(不適応行動のみられる

児童について)

① 児童の属性 (性別など)

② 児童の特性 (行動の特徴 ･行動内容 ･

DSM-ⅠⅤのAD/HDおよびODD診断基準

となる行動など)

③ 指導 ･支援 (指導の留意点,相談状況,

相談機関の利用など)

347

3)調査期間

平成11(1999)年6月10日～6月30日

4)調査方法

質問紙郵送法

2.【追跡調査】
1)対象
基本調査 (平成11年6月)において,何らか

の不適応行動が見られるとの回答があった児童

を対象に,その児童の担任教師に 【追跡調査】

の回答を求めた.

2)調査項目

【個別調査票】:(不適応行動の見られた児童

について)

① 児童の属性 (性別など)

(夢 児童の特性 (行動の特徴 ･行動内容 ･

DSM-ⅠⅤのAD/HDおよびODD診断基準と

なる行動など)

③ 指導 ･支援 (指導の留意点,相談状況,

相談機関の利用など)

3)調査期間

平成11(1999)年10月10日～10月30日

4)調査方法

質問紙郵送法

Ⅲ 結 果

1.【基本調査】結果

1)【学級調査】について

平成11年度山口県の国立を除く公立小学校

363校,1年生567クラスのうち322クラス (回

収率56.8%)の教師から回答を得た.教師の内

訳は,女性教師279人 (86.7%),男性教師37人

(ll,5%),不明6人 (1.9%)であった.平均

年齢は38.1±7.2歳,経験年数は15.6±7.0年で

あった.このうち,277人 (86.0%)の教師が,

教育や指導に困難を感じさせる児童を受け持っ

た経験を持っていた (図1).

教育や指導に困難を感じた児童の状態像は,

｢多動｣が177人で最も多く,知的障害や不登

校などの問題が続いたが,多数の教師は多動や

攻撃的といった行動に問題のある児童に対して

指導困難を感じる経験を持っていた (図2).
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n=322

(人)

図1 教育や指導に困難を感じさせる児童を受け

持った経験

n=322

(人)

図2 困難を感じた児童の状態像 (複数回答)

指導が困難な児童 ･行動に問題がある児童に

関する意見について自由記述で回答を求めたと

ころ101件の意見があり,7つのカテゴリーに

分けられた.家庭を中心に連携の必要性を記載

したものが最も多く,次に問題の理解のカテゴ

リーにまとめられる意見が多かった (表1).

2)【個別調査】について

【個別調査】では,86人 (26.5%)の教師か

ら回答があった.そのうち不適応行動の見られ

る児童98人を分析対象とした (n-98).性別

はほぼ4:1で男児が多かった.

彼らに見られる不適応行動とDSM-ⅠⅤによる
AD/HDおよびODDの診断基準となる行動との
関連を見るために,行動特徴26項目 (AD/HD
18項目,ODD8項目)を4段階評価 (ほとん
どない0-よく当てはまる3)によって回答を

求めた.AD/HDおよびODDの診断は多角的に

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

診断されるものであり,行動の項目だけで診断

されるものではない.当然結果は,現時点での

行動特徴が,AD/HDおよびODDと診断される
行動特徴と類似しており,AD/HDおよびODD
の行動傾向があるかどうかの評価でしかない,

AD/HDの診断基準となる行動18項目に対し
て,不注意項目9項目のうち6項目,また多動

性一衝動性項目9項目のうち6項目のどちらか

を満たすものは90人 (91.8%)であった.同様

にODDの診断基準とされる行動8項目のうち
4項目を満たすものは50人 (51.0%)であった.

AD/HDおよびODDの診断基準となる行動項目
をともに満たすものは47人 (48.0%)であった.

AD/HDの下位分類として不注意項目と多動
悼-衝動性項 目をともに満たす混合型63人

(64.3%),不注意項目のみの不注意優勢型21

人 (21.40/a),多動性-衝動性項目のみの多動

性-衝動性優勢型が6人 (6.10/a)であった.

こうした児童のうち,授業を成り立たせない

ような行動を ｢頻繁に起 こす｣ものは7人

(7.1%),｢時々起こす｣ものは51人 (52,0%)
で6割近くのものが授業の不成立状態を招いて

いた.

同じクラスの他児の反応や態度は,手助けを

する64人 (65.3%)が最も多く,続いて迷惑が

る49人 (50.0%),他児も一緒に騒ぐ36人

(36.7%),おびえる8人(8.2%)と続いた(図3).

【基本調査】時点で専門機関を利用している

児童は17人 (17.3%),過去に利用していて現

在は利用してないもの9人 (9.2%),利用して

いないもの66人 (67.3%),教師には利用状況

がわからないもの2人 (2.0%)だった.教師

が現在の状態から,専門機関を利用させたほう

がよいと思われるものは19人 (19.4%),思わ

れないもの45人 (45.9%),判断が付きにくい

もの32人 (32.7%)だった.

AD/HDの不注意,多動性-衝動性,ODDの
診断基準となる行動項目を満たすものを従属変

数とし,性別,授業不成立,児童の反応 ･対応,

教師の問題のとらえかたを独立変数として,ロ

ジスティック回帰分析により関連を求めた.
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表1 指導が困難な児童 ･行動に問題がある児童に対する意見 (自由記載) n=101
カテゴリー サブカテゴリー 内 容 件数

◇連携 37

◇家族 ◇家庭との連携.協力体制.密な連絡.信頼関係. 23

◇学校教師 ◇まわりの教師との連携 .共通理解. 8

◇補助教員,介助教員,TTなど具体的連携. 3

◇専門機関 ◇専門機関,専門家との連携. 2

◇その他 ◇保育園 (節).幼稚園との連携. 1

◇問題理解 24

◇教師の問題 ◇行動の背景 (あたたかい家庭環境も含めて)を把捉し多面的にとら 13
理解 える.

◇困殊と思うかどうかは受け止め方によって違う.教師の捉え方で間
題となつたりならなかったりする.問題行動の基準が唆味.

◇家族の問題 ◇保護者の理解を求める (客観的な資料の必要性).実態について親 8
理解 の理解不足 (教師への不信)我が子どもをかばう.鶴-の指導.無

理解な親.親の理解.

◇健常児と障害児が一緒に授業を受けるのは無理.子どもにあった教 3
青の必要性.親の理解の必要.

◇問題追求 14

◇養育態度 ◇家庭の受け入れ.存在が不確か.親の変化が必要.親からの暴力に 10
よる.親とのふれあいがない.親のあり方.家庭での愛情不足過干
渉,親の考え方親の受け入れが必要.幼児期よりの親子のふれあい
が少ない.

◇しつけが出来ていない (わがまま)家庭教育.生活習慣が出来てい 4
ない.

◇対応 12

◇受容 ◇教師の子どもを理解しようとする姿勢.話を聞く.寄添う立場. 5

◇個別性重視 ◇子どもの問題に対して,一人一人に対応する.その子にあった対応 4
をする.

◇努力 ◇教育現場で日々努力をする. 2

◇愛情 ◇愛情を注ぐ (口だけではなく,頭をなでる,抱きしめるなど). 1

◇心配 .悩み 9
◇児童に対す く〉子ども同士でうまく問われないためにトラブルが起きている.極端 3
る心配 .悩 に幼稚な行動をとる子どもが増えている.集団行動がとれないチビ
み もが増えている.

◇指導に対す ◇指導で治せるか,治せない病理なのか判断が難しい.病的か指導の 2

る心配 .悩み 問題か.
◇指導 (すぐ興奮する.校外に飛び出す),対応 (霧黙)が難しく悩 2
む.

◇今の子どもの気持ちに添えない. 1

◇他の子ども-の影響が心配. 1

◇枠組み 4

◇定数 ◇クラスの人数を20-30に.学級定員の縮小.定員が多くゆっくりと 3
子どもと問われない.

◇安定の場 ◇情緒が安定する場が必要. 1

◇その他 1
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図3 同じクラスの児童の反応 ･態度(複数回答)

AD/HDの多動性一衝動性の診断基準となる行

動項目を満たす群では,｢授業の不成立｣(オッ
ズ比12.5),｢他児童が一緒に騒ぐ｣(オッズ比
5.4),｢他児童が迷惑がる｣(オッズ比3.9)皮

応で関連が見られた.さらにODDの診断基準

となる行動項目を満たす群では ｢授業不成立｣

(オッズ比3.6),｢他児童が一緒に騒ぐ｣(オッ
ズ比3.8),および ｢その他｣(オッズ比4.7)の

反応と関連が見られた (表2).

2.【追跡調査】

【基本調査】において,不適応行動が見られ

るとの回答があった児童98人を対象に 【追跡調

査】を行った.【追跡調査】の結果が得られた

対象児童は66人 (回答率67.4%)のうち,【基

本調査】時AD/HDの診断基準となる行動項目

を満たしていた60人を分析の対象とした.性別

は男児50人 (83.3%),女児10人 (16.7%)で

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

あり,【追跡調査】時AD/HDの診断基準とな

る行動項目を満たしていた児童は51人 (男児41

人,女児10人)であった (n-60).

【基本調査】との診断基準となる行動項目の

結果を示した (表3).

不適応行動については44人 (73.3%)で程度

が減少し,全く見られなくなったものが1人

(1.7%),多くなったもの4人 (6.7%),変わ

らないもの8人 (13.3%),どちらともいえな

いもの2人 (3.3%)だった.

学習態度については,33人 (55.0%)が好転

し,人間関係については,教師との関係が良く

なったものが28人 (46.7%)で,友人との関係

が良くなったものも29人 (48.3%)だった.し

かし,授業の不成立について,頻繁にあるもの

5人 (8.2%),時々あるもの22人 (36.1%),

ほとんどないもの21人 (34.4%),全くないも

の12人 (21.3%)で 【基本調査】時と 【追跡調

査】時の結果には有意な差が認められなかった

(図4).

他児の反応や態度について,不適応行動を起

こす児童に手助けをする児童が40人 (66.7%)

と 【基本調査】時と同様に多く,その反面,逮

惑がる児童31人 (51.7%)と同様に多く見られ

た.【基本調査】時と 【追跡調査】時の児童の

反応や態度に差は見られなかった (図5).担

任の対応は,好ましい行動をしたときにはめる

表2 AD/HDの不注意,多動-衝動性およびODDの診断基準となる行動項目を満たすものとの関連

ADHD･不注意の診断基準を満たすもの ADHD･多動一衝動性の診断基準を満たすもの

オッズ比 95.0%信組区問 オッズ比 95.0%信頼区間

ODDの診断基準を満たすもの

オッズ比 95.0%信頼区間

性別(男児) 1.880

授業不成立 2.743

児童の反応･対応
おぴえる
無視する
妥ぷ

一緒に巌ぐ

迷惑がる
手助けをする
その他
専門機関への相談
したほうがよい
迷う

(.304,ll.632)

(.685,10.982)

(.144,60.506)

(.050,7.950)

(.036,9,385)

(.448,ll.287)

(.256,4.157)

(.403,6.812)

(.064,1.566)

(.325,33.945)

(.345,7.986)

.444 (.105,1.885)

12.546* * (3.442,45.725)

5.384 (.239,121.431)

1.010 (.073,14.014)

.728 (.034,15.664)

5.357* (1,198,23.955)

3.894串 (1.053,14.401)

1.698 (.422,6.837)

1.188 (.239,5.918)

.818 (.146,4,596)

1.747 (.412,7.408)

1,474 (.435,4.996)

3.552* (1.257,10.033)

(.788,87.576)

(.120,3.750)

(.083,5.867)

(1.287,ll.052)

(.813,6.655)

(.315,2.858)

(1.118,19.998)

1.165 (.274,4.957)

1.348 (.425,4.272)

*p<05.車*P<.01 ロジスティックBI帰分析
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表3 不適応行動 (AD/HD,ODD)26項目の結果 :追跡調査

ほとん ややあ かなり
設 問 どない てはま あては

る まる

あ
ま
く
は
よ
て
る

1.他人から話しかけられた時,まるで聞いてないように見える. 25(16) 22(25) 7(10) 5(7)

2.課題または遊びの活動で,注意を持続することが難しい. 6(0) 17(ll) 23(32) 13(17)

3.課題や活動に必要なものを忘れたり,なくしたりする (例えば, 15(15) 21(19) 14(18) 10(8)
学校の宿題,鉛筆,本,道具など).

4.物音などにつられて,容易に (すぐに)注意をそらされる. 5(2) 15(13) 24(21) 16(24)

5.毎日の活動 (日課など)を忘れやすい. 22(21) 21(19) 10(13) 7(7)

6.学業や宿題のような,努力の持続を要する課題を避ける (嫌う, ll(9) 19(14) 18(22) ll(14)
あるいは,嫌々行う).

7.学業,作業,またはその他の活動において,きちんと注意を払う 5(3) 23(17) 16(21) 16(19)
ことができない (あるいは,不注意な過ちをおかす).

8.課題や活動を順序通りにすることが難しい.** 12(7) 20(15) 15(23) 13(15)

9.指示に従えず,学業や作業をやり遂げることができない.** 12(3) 20(18) 16(19) ll(20)

10.授業などの,座っていることを要求される状況で席を離れる. 13(13) 26(16) ll(17) 10(14)

ll.静かに遊んだり,ひとりで余暇活動を持続することができな 17(13) 26(20) 13(17) 4(10)
い.**

12.(不適切な状況で)過度に走り回ったり高い所へ上ったりする.車重 21(12) 18(14) 13(19) 8(15)

13.手足をそわそわと動かしたり,いすの上でもじもじする. 17(12) 18(21) 15(13) 10(14)

14.(順番の意味は分かっているが)順番を待つことが難しい. 19(12) 19(21) 13(17) 9(10)

15.他人を妨害し,邪魔する (例えば会話やゲームに干渉する). 22(19) 15(17) ll(12) ll(12)

16.しゃべりすぎる. 18(16) 21(19) 12(ll) 9(14)

17.質問が終わる前に,だし抜けに答えてしまう. 21(20) 20(13) ll(17) 8(10)

18.じっとしていない (エンジンで動かされているように行動す 18(ll) 22(18) 13(21) 7(10)
る).*

19.頻繁に "かんしゃく"を起こす.** 31(25) 17(12) 7(10) 5(13)

20.大人と口論をする. 40(34) 13(14) 3(7) 4(5)

21.故意に他人をいらだたせる. 26(21) 20(21) 7(7) 6(ll)

22.自分の失敗,不作法な振る舞いを他人のせいにする. 27(20) 17(17) ll(14) 5(9)

23.大人の要求や規則に従うことを積極的に反抗または拒否する.** 33(21) 19(17) 2(13) 5(9)

24.神経過敏である (または他人からいらいらさせられやすい).** 33(27) 17(ll) 6(15) 4(7)

25.頻繁に怒ったり,腹を立てたりする.*卓 29(25) 18(8) 9(12) 4(15)

26.意地悪で執念深い. 37(38) 18(16) 4(4) 1(2)

*P<.05,**P<.01 x2検定 :自由度 (3)
潔 ( )内の数字は基本調査時の結果を示す.
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が56人と最も多く,そのうち50人 (89.3%)に

効果があったと回答していた (図6).

問題について教師が保護者に連絡や相談をし

たもの58人 (96.7%),相談しなかったのは2

人 (3.3%)であり,殆どの教師は児童の保護

者に連絡 ･相談を行っていた.問題について,

保護者が重大な問題ととらえているものが11人

(18.3%),かなりの問題ととらえているもの

が37人 (61.7%)でほぼ3/4の保護者が問題

視していた (図7).

担任から見て,専門機関を ｢利用した方がよ

いと思われる｣もの8人 (13.4%),｢そうは思
われない｣もの30人(50.0%),｢判断できない｣
もの21人 (35.0%),不明が1人 (1.7%)だっ

た (図8).｢利用した方がよいと思われる｣も

の8人のうち,現在相談を行っているものが4

人いた.

担任が専門機関の利用が必要と判断するのは

どのような行動によるものか知るために,｢利

n:=60

図4 授業の不成立について

(人)

図5 他児の反応や態度について (複数回答)

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

用した方がよいと思われる｣,｢そうは思われな
い｣,｢判断できない｣と答えたものと状態が安
定した 【追跡調査】時のAD/HDおよびODDの

項目との関係を見た (MaTln-Whitney U検定).

｢よいと思われる｣ものと｢そうは思われない｣

もので有意な差が見られた項目は不注意3項目,

多動性一衝動性5項目と多動性-衝動性項目合

計で,反抗項目では有意差は認められなかった.

また ｢判断できない｣ものとでは多動性-衝動

性 1項目に有意差が認められた.さらに ｢そう

は思われない｣もの ｢判断できない｣ものでは,

不注意2項目,多動性一衝動性3項目および多

動性一衝動性項目合計で有意差が認められた

(表4).

Ⅳ 考 察

1.【基本調査】の結果について

不適応行動のある児童に早期介入の体制が取

れるように,学校現場において教師が児童のど

n=60

(人)

図6 教師の対応について (複数回答)

n=60

(人)

図7 保護者の捉え方
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n=60

(人)

図8 相談機関の利用について

のような行動を問題としてとらえ,対応が困難

と感じているのか,また,学級にこうした児童

がいる場合に,そのチビも達の特徴,教師の対

応,あるいは他の児童の反応はどのようなもの

であるのかについて,その実態を把握するため

に小学校 1年生の教師を対象としてアンケート

調査を行った.

1-1 学級運営について

これまでの教育経験の中で,何らかの指導困

難を感じさせる児童を受け持った経験のある教

師が大半を占め,知的障害や不登校などの障害

や状況の問題と同様に,かなりの教師が多動や

攻撃的といった行動の問題への指導困難を感じ

ていた.

自由記載の意見で教師は "家族や他の教師な

どとの連携の必要性"を多くが訴え,その中で

も家庭との連携を重視していた.田中ら7)は,

行動上の問題を起こすAD/HDの親の養育態度
の特徴として ｢理解の乏しきに由来する不適当

な対応｣｢剥奪的環境｣および ｢親の性格的問
題｣の三種類の典型的傾向があげられたとして

いる.また,情緒的な問題として過度の甘えや

怒りっぽさは親の性格に問題がある家庭や剥奪

環境に,非行や反社会的行動は剥奪環境で多く

見られたとしている.教師も同株に保護者の問

題理解,保護者の養育態度を多数のものが上げ

ていた.家族のあり方を含めた学校との連携が,

こうした問題を改善する一歩であると考えてい

ることが示唆され,実際には,学校内で発生し

た問題について,教師と家庭が密に連絡を取り

353

合い,お互いこの間題を十分に理解した上で,

必要であれば専門機関との連携をとって問題解

決に当たるということが望まれる.しかしなが

ら適切な問題解決の手だてとして ｢専門機関と

の連携｣をあげた教師が2名と少なく,専門機

関との連携についてはまだまだ検討の余地があ

ると考えられる.

1-2 対象児童の状態 ･対応について

不適応行動の見られる児童の 【個別調査】で

は,困難事例としてその行動についてAD/HD
の診断基準となる行動項目との関連とAD/HD
と合併しやすい障害としてODDの診断基準と
なる行動項目を視野に入れて調査を行った.

AD/HDならびにODDの診断では行動項目と
ともに6ケ月間これらの状態の持続及びAD/
HDでは7歳以前の発現を含めて診断基準とし
ており,本調査の 【個別調査】ではこれらを満

たしていないため行動の評価によって診断はで

きない.そこで,調査時点での行動項目の評価

を行い児童の行動傾向があくまでもAD/HDの
18項目及びODDの8項目の行動と比較する視
点から検討をした.

学級内で不適応行動が見られるとして個別票

に記入された児童のうち,90%以上がその時点

の行動評価でDSMIVによるAD/HDの診断基
準となる行動項目を満たしていた.これは回答

された全児童の約1.2%にあたり,AD/HDの
推定発症頻度3%-5%と比べるとその傾向で

あってもかなり低かった.一方,同株にODD
の診断基準となる行動項目を満たしたものは

50%以上であった.そのうちAD/HDの診断基
準となる行動項目を満たしているものが47名で

AD/HDとODDの行動項目の併存状態が50%を
超えていた.疫学的研究8-10)では30-70%の併

存率が報告されており,本調査でも高い併存の

可能性が認められた.

1-3 他児の反応と教師の見方

教育場面での不適応行動は本人の問題だけで

はなく,授業の不成立も含めて他児に及ぼす影

響についての問題としてもとらえなければなら

ない.6割近くのものが授業の不成立を起こし
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表4 不適応行動 (AD/HD,ODD)26項目と教師の判断の関係 n=60

設 問 思う･思わない･判断できない

1.他人から話しかけられた時,まるで聞いてないように見える. ns

2.課題または遊びの活動で,注意を持続することが難しい. 1 * l

3.課題や活動に必要なものを忘れたり,なくしたりする (例えば, ns

学校の宿題,鉛筆,本,道具など).

4.物音などにつられて,容易に (すぐに)注意をそらされる. ns

5.毎日の活動 (日課など)を忘れやすい. ns

6.学業や宿題のような,努力の持続を要する課題を避ける (嫌う, ns

あるいは,嫌々行う).

7.学業,作業,またはその他の活動において,きちんと注意を払う l*l l*l
ことができない (あるいは,不注意な過ちをおかす).

8.課題や活動を順序通りにすることが難しい. 1*l
9.指示に従えず,学業や作業をやり遂げることができない. 1**i

不注意項目合計 ns

10.授業などの,座っていることを要求される状況で席を離れる.

LiBJ *｣一里㌣
ll.静かに遊んだり,ひとりで余暇活動を持続することができない. )*l
12.(不適切な状況で)過度に走り回ったり高い所へ上ったりする. 1**l l *l
13.手足をそわそわと動かしたり,いすの上でもじもじする. ns

14.(順番の意味は分かっているが)順番を待つことが難しい. 1 * l l*l
15.他人を妨害し,邪魔する (例えば会話やゲームに干渉する). ns

16.しゃべりすぎる. ns

17.質問が終わる前に,だし抜けに答えてしまう. ns

18.じっとしていない (エンジンで動かされているように行動する). 】* l
多動性-衝動性項目合計 l**l l * l

19.頻繁に "かんしゃぐ'を起こす. ns

20.大人と口論をする. ns

21.故意に他人をいらだたせる. ns

22.自分の失敗,不作法な振る舞いを他人のせいにする. ns

23.大人の要求や規則に従うことを積極的に反抗または拒否する. ns

24.神経過敏である (または他人からいらいらさせられやすい). ns

25.頻繁に怒ったり,腹を立てたりする. ns

26.意地悪で執念深い. ns

反抗項目合計 ns

*p<.05,**P<.01 Mann-WhitneyU検定

ており,他児も迷惑だと感じながらも,一緒に 面に適応できる子どもが半数近くいることが示

騒ぐなど問題行動に影響を受けやすい.ただこ 唆された.

うした不適応行動の見られる児童は他者の援助 榎戸11)は,｢我が国においては,落ち着 きの
を必要としており,他児の援助によって学校場 なさや多動,衝動的というAD/HDの主症状で,
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病院を受診することは少なく,保護者は保健所,

保育園,学校での相談に適切な助言が得られて

いない｣と指摘している.しかし保護者が教師

に相談しても彼らもまたどうとらえていいのか

迷っていることは明らかである.

1-4 AD/HDの不注意,多動性一衝動性お

よびODDの診断基準となる行動項目を満

たすものとの関係

それぞれの診断基準となる行動項目を満たす

ものと,性別,授業不成立,児童の反応,専門

機関への相談について関係を求めた.

不注意項目では有意差が見られたものはな

かったが,多動性一衝動性の診断基準となる行

動項目を満たす騒がしい一群については迷惑が

られ,一緒に騒ぐことを誘発し,そのため授業

が成り立たない.さらにODDの診断基準とな

る行動項目を満たすような反抗的な児童につい

て,他児は教師よりその児童たちの側につくこ

とが示唆された.さらに反抗的な児童は他児に

とっては教師ほど迷惑と感じていないと考えら

れる.

2.【追跡調査】の結果について

【追跡調査】では,【基本調査】時にAD/HD

の診断基準となる行動項目を満たしていたもの

のみを分析の対象にした.

2-1 行動の変化について

【基本調査】時と 【追跡調査】時の不適応行

動については,AD/HD不注意項目で3項目,

AD/HD多動性-衝動性項目で3項目,ODD項

目で4項目に有意差が見られた.教師の指示に

よって,ルールや流れに沿って活動をすること

ができるようになり,走り回ったり,うるさ

かったりといった他児に大きな影響を与えそう

な行動が目立って少なくなってきたようである.

またすぐに腹を立て教師の要求に従わない様子

が少なくなり,あまり気を使わず関われるよう

になったため,教師の75%近くのものが落ち着

いたととらえていた.こうした変化の理由とし

て 【基本調査】時は入学して2ケ月目であり,

【追跡調査】間に4ケ月の差があるが,1つ日

は児童が4ケ月で教室に適応してきたこと,2
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つ目は教師も学級に慣れたこと,また3つ目は

学級での対応がうまくいったことが考えられる.

さらに,学習面や人間関係の面においても半分

以上が好転し,行動の変化との相乗作用が見ら

れる.ただ問題が穏やかになったものの,授業

を持続することについては障害があると言える.

2-2 他児の反応と教師の対応

行動の変化の背景には学級での対応を指摘し

たが,教師の対応としては好ましい行動を誉め

る,他児の手助けの有効性は多くの文献で支持

されており12ト 14),こうした対応が有効であると

教師側は実感していると考えられた.

さらにこのような児童に対して教師は問題と

感じており,ほとんどの保護者と連絡 ･相談を

行っているが,では実際どうとらえてよいのか

迷う児童が1/3いるということも事実である.

2-3.教師の児童のとらえかたについて

児童の行動を見て教師が専門機関の利用を考

えるのは,指示が通らなかったり,教えたとお

り順序通りにできないなど不注意であったり,

静かに遊んだり,エンジンで動かされているよ

うに多動が目立ちすぎる児童については判断し

やすいが,離席や走ったりするなど活動性が目

立つもの,順番を待てないことについては小学

校 1年として判断できない状態であると考えら

れた.課題または遊びの活動での注意の持続は

場面場面で集中力 ･注意力のばらつきがあるた

めに,特に専門機関の利用までは行かないが,

判断を迷う状況があると考えられた.反抗的な

行動についてはあまり専門機関を考える決定的

な要素にはならないととらえていることが示唆

された.

Ⅴ 結 論

今回の調査では,小学校 1年生の学校での不

適応行動について,その実態や不適応行動を起

こす児童の特徴,教師および他児を含む関係者

の対応についてAD/HDの診断基準となる行動

項目を満たす児童という視点から調査を行った.

i,基本調査について

教師のほとんどのものが指導困難を感じさせ
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る子どもを受け持った経験があり,その中の多

くのものが多動や攻撃的といった行動の問題を

あげていた.

学級内で不適応行動が見られる児童として個

別票に記入された児童のうち,ほとんどがその

時点の状態ではDSM-ⅠⅤによるAD/HDの診断

基準となる行動項目を満たしていた.さらに

AD/HDの診断基準となる行動項目を満たすも

ののうちODDの診断基準となる行動項目の併

存するものが50%を超えていた.

こうした子どもの6割近くのものが授業の不

成立を起こし,他児にも影響を及ぼしていた.

とくに多動性一衝動性の診断基準とODDの診

断基準を満たすものが影響を及ぼしていた.

2.【追跡調査】の結果について
【基本調査】時と 【追跡調査】時の不適応行

動については,AD/HD不注意項目で3項目,

AD/HD多動性一衝動性項目で3項目,ODD項

目で4項目に有意差が見られた.全体的に落ち

着き,対人関係,学習面での好転が見られた.

行動の変化について教師の対応では好ましい

行動を誉める,他児の手助けの有効性を実感と

している.

学級内で不適応行動の見られる児童のうち,

ほとんどがDSM-ⅠVによるAD/HDの診断基準

となる行動項目を満たしていた.こうした子ど

もの6割近くのものが授業の不成立を起こし,

他児にも影響を及ぼしていた.とくに多動性-

衝動性の診断基準およびODDの診断基準とな

る行動項目を満たすものが影響を及ぼしていた.

児童の行動を見て教師が専門機関の利用を考

えるのは,指示が通らない,教えたとおり順序

通りにできない場合であった.また離席や走っ

たりするなどの活動性が目立つ行動は専門機関

の利用の判断に迷うと考えられた.さらに反抗

的な行動については専門機関を考える決定的な

要素にはならないと考えられた.
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~雇｢訂 高校運動部員の精神的健康変化に関連する要因

青 木 邦 男

山口県立大学社会福祉学部

FactorsRelatedtoChangesinMentalHealthofHighSchoolAthletes

KunioAoki

FacultyofSocialWelfare,YamaguchlPrefecturalUniversity

Thepresentstudywasdesignedtoclarifymentalhealthofhighschoolstudentsandthe

relatedfactorstochangesinmentalhealthofhighschoolathletesbyananalysisofthelon-

gitudinaldata.Thedatawasobtainedattwotimesthroughquestionnairesdistributedto

1,843(942males,901females)highschoolstudents.ANOVAandmultipleindicatormodel

usingCovarianceStructureAnalysiswereappliedfordataanalysis.

Themainfindingswereasfollows:

1)ANOVAshowedthatthehighschoolathletessignificantlyhadlowerscoresfor`̀so-

cialdysfunctioninGHQ128"thanhighschoolstudentsnotattendingclubson点rstand

secondsurvey.Itwasalsoshownthatthehighschoolathletessigni五cantlyhadlower

scoresfor"depressivestateinGHQ-28"thanhigh schoolstudentsparticipatingculture-

orientedclubsornotattendingclubsonbothsurveys.

2)CovarianceStructureAnalysis(multipleindicatormodel),performedtoclarifyfac-

torsrelatedtochangesinmentalhealthofmalehighschoolathletesshowedthat

`̀stresschangesintheathleticclub'',"self-Competencychangesintheathleticclub",

coplngSkillchanges,"self-efficacychanges''and`̀dailystresschanges"weresignifi-
cantlyrelatedto"adjustmentchangestoathleticclubs",Adjustmentchangestoath-

1eticclubs,copingSkillchanges,self-efficacychangesanddailystresschangeswereslg-

nificantlyrelatedto"adjustmentchangestohighschools".Inaddition,adjustment

changestoathleticclubs,adjustmentchangestohighschoolsand"mentalhealthscore
〟

infirstsurvey weresignificantlyrelatedtochangesinmentalhealthofmalehigh

schoolathletes.

3)Forthefemalehighschoolathletes,thefactorssignificantlyrelatedtochangesin

mentalhealthwereadjustmentchangestoathleticclubs,adjustmentchangestohigh

schoolsandmentalhealthscoreinflrStSurvey.Thefactorssignificantlyrelatedtoad-

justmentchangestoathleticclubswerestresschangesinathleticclubsand"changes

ofsocialsupport''.Adjustmentchangestoathleticclubs,copingskillchanges,self-effi-

cacychangesanddailystresschangesweresignificantlyrelatedtoadjustmentchanges

tohighschools.

Theaboveresultsindicatesthattheactivityofhighschoolathleticclubpromotesthe

highschoolathletestoreducesocialdysfunction.Also,itsuggestedthatadjustmenttothe

athleticclubpromotesthehighschoolathletestoimprovetheirmentalheaith.
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Keywords:mentalhealth,adjustmenttoathleticclub,adjustmenttohigh

school,covariancestructureanalysュs

精神的健康,部活適応感,学校生活適応感,共分散構造分析

L はじめに

文部科学省速報 『平成14年度の生徒指導上の

諸問題の現状について』(2003年8月23日)に

よれば,高等学校中途退学者数は89,461人 (中

途退学率2.3%),高校生の暴力行為の発生件数

は学内外を合わせて6,077件,いじめの発生件

数は1,908件に上ることが報告されている.普

た,平成15年版青少年自書によれば),平成14

年における刑法犯少年の総数は141,775人で,

その内高校生が60,947人 (43.0%)で最多であ

る.さらに,平成13年に警察が把接した少年の

自殺者は586人で,その内高校生が191人 (32.6

%)で第1位である.

一方,青年期の臨床に携わってる専門家は臨

床経験から,青年期の心をめぐる問題が多様化

と深刻さを増していると指摘している2･3),

こうした高校生に関わる非行等問題行動や不

適応行動の実態,あるいは臨床的な病理状況や

知見に基づけば,高校生時代は心身の変化 ･発

達が著しく,それへの適応とアイデンティ確立

等の課題に直面して,精神的健康が絶えず脅か

され,不安定であることが常態であると考えら

れる2T5).したがって,高校生の非行等問題行

動や不適応行動を予防するためには,振幅の激

しい精神的健康状態を健全に成熟させることが

肝要であろう.そのためには,望ましい精神的

健康を保持 ･増進するための促進 ･阻害要件等

を明らかにし,その促進要件を教育的環境や学

びの内容として積極的に整えていくことが求め

られる.

さて,高校生の精神的健康については,抑う

つ状態,自立神経性愁訴,疲労自覚症状等の現

状やそれらに関連する要因がすでに明らかにさ

れている6-13).例えば,青木6)は高校生の精神的

健康に関連する要因を共分散構造分析を用いて

調査 ･分析した結果,日本版GHQで神経症傾
向にある要注意群の割合が男子で53.8%,女子

で59.6%に上ること,そして学校生活適応感と

日常苛立ち事が精神的健康と有意に関連するこ

とを明らかにしている.また,高倉ほが )は高

校生の抑うつ状態と心理社会的要因との関連を

調査した結果,Zungの自己評価式抑うつ尺度

(SDS)得点は男子で40.4(±6.97),女子で

41.7(±6.76)であり,日常苛立ち事,ソーシャ

ル･サポート,健康習慣,自尊心が男女高校生

の抑うつ状態に開通することを報告している.

そして,藤井12)は学校ストレスを中心にして,

現在の学校現場が抱える諸問題をレビューした

結果,学校ストレスが抑うつ ･不安を中心とし

たストレス反応,すなわち精神的健康に影響し

ていることを要約している.これら知見によれ

ば,高校生がうつ状態や神経症等の精神的不健

康に晒されていること,そして重要な他者の支

援を得つつストレスへの対応能力や自尊感情を

高めて学校生活への適応感を増大させることが

精神的健康を改善し保持することになると考え

られる.

ところで,運動部活動は自尊感情や学校適応

感を高めることが明らかにされている14-20).普

た,身体活動は精神的健康を改善し,ストレス

を低減することが明らかにされている21-23).し

たがって,運動部活動は一部の過度な勝利志向

や練習あるいは非民主的な部活道営や体質に起

因する心身のストレスや不健康状態の発生を除

き,精神的健康を改善する契機を内在している

と考えられる.すなわち,運動部活動は健康 ･

体力の保持 ･増進のみならず,精神的健康の改

善や人間形成の場として大きな意義を有すると

考えられる.

しかしながら,運動部活動が精神的健康に及

ぼす影響について,統制群を用いた縦断的な調
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査研究によって,精神的健康の変化やそれに関

連する要因の因果関係を明らかにした研究はほ

とんどない.そこで,本研究はまず運動部所属

高校生,文化部所属高校生とそれ以外の一般高

校生の精神的健康の実態を比較考量して明らか

にする.次に,運動部貝の精神的健康の変化

(縦断的変化)とそれに関連する要因を共分散

構造分析を用いて明らかにすることを目的に縦

断的調査 ･研究を行なったので報告したい.

Ⅱ.方 法

1.調査対象と調査方法

Y県高等学校体育連盟の協力の下に,Y県下

31高校の1, 2年生,各 1クラスの生徒を割り

当て法で調査対象者として選定し2回にわたる

縦断的調査の協力を依頼した.その結果,27高

校の承諾を得て2回の縦断的調査を実施できた.

27高校の学校種は公立21校,私学6校 (普通20,

工業6,商1)で,運動部の競技スポーツ種目

は33種目(1回戟敗退から県内ベスト4を含む),

文化部の活動内容は80内容であった.調査は各

学校のクラス担任あるいは高等学校体育連盟に

係わっている当該高校の教員の手によって,自

記式質問紙調査票による集合調査法で実施され

た.その結果,第1回調査で2,586人の回答(回

収率97.7%)を得た.第1回調査の回答者に対

して第2回調査を実施して,2回の縦断的調査

に回答を得られた対象者は2,318人であった.

この2,318人の内,調査項目に対する応答の正

確性 (虚偽項目)で問題がなく,かつ主要調査

項目に欠損値のなかった1,843人 (男子942,女

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

性901)を分析対象者とした注1).分析対象者の

学年別,部所属別の内訳を表1に示す.

2.調査期間

第1回調査期間は2000年5月から6月の2ケ

月間で,第2回調査期間は2000年12月から2001

年1月の2ケ月間である.

3.調査内容

本研究では,主として高校運動部員の精神的

健康の変化に関連する要因を共分散構造分析を

用いて明らかにすることを目的としている.そ

こで,まず先行研究結果と知見6J20)を検討して,

図1のような多重指標モデル (基本モデル)を

作成し,モデルに採用した項目を調査内容とし

た.この基本モデルはまず ｢その存在を仮定す

ることによって複雑に込み入った現象を比較的

単純に理解することを目的として構成された｣

構成概念 (豊田,1998)24)として,精神的健康

の変化,運動部活動及び学校生活での適応感の

変化 (以下,精神的健康変化,部活適応感変化,

学校生活適応感変化と略す)を仮定した.これ

は高校運動部員の高校生活は部活動とそれ以外

の学校生活に大きく分けられ,それら-の適応

感の変化が精神的健康変化に影響すると考えら

れるからである.そして,次に部活動及び学校

生活適応感変化に対して直接的に関連する要因

として,(∋部活動や日常生活で様々に経験する

心理的ストレスが部活動や学校生活に関連する

ことからIZ)ri一l)･19)部活動及び学校生活でのストレ

スの変化 (以下,部活ストレス変化と日常スト

レス変化と略す)を,(彰部活動や日常生活での

課題解決や目標追求等の行動を実施しうる遂行

表1 分析対象者の内訳

性別 学年 無所属 運動部 文化部 計

男子 1 97(19.6) 332(66.9) 67(13.5) 496(100.0)

2 121(27.1) 262(58.7) 63(14.1) 446(100.0)

女子 1 120(26.8) 175(39.1) 153(34.2) 448(100.0)

2 137(30.2) 169(37.3) 147(32.5) 453(100.0)

計 475(25.8) 938(50.9) 430(23.3) 1,843(100.0)

n (%)
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図l 高校運動部農の精神的健康変化に開通する要因の多重指標モデル (基本モデ)I,)

可能感あるいは実現可能性の知識や考えである

運動部活動での有能感や日常生活での効力感が

部活動や学校生活に関連することから15-17)運動

部活動での有能感の変化及び日常生活での効力

感の変化 (以下,部活有能感変化と効力感変化

と略す)を,③心理的ストレスや諸課題への具

体的な対処能力であるコ-ビングスキル,そし

て(む心理的ストレスの低減や課題解決等の直接

的,間接的支援となるソーシャル ･サポートが

部活動や学校生活に関連することから14)･15)コ-

ビングスキルの変化及びソーシャル ･サポート

の変化 (以下,コ-ビングスキル変化とSS変
化と略す)を選定し,それら要因が部活動適応

感変化や学校生活適応感変化を直接的に規定す

ると仮定した.加えて,ベースラインとしての

第1回調査での精神的健康状態が精神的健康の

変化を規定すると仮定した多重指標モデルであ

る.

この多重指標モデル (基本モデル)における

構成概念と観測変数 (調査項目)に基づき,観

測変数の具体的な調査内容と点数化を以下に示

す.

1)部活適応感変化に対する観測変数 :育

木 ･於本14)によって,運動部活動の適応感

361

を測定するために作成された ｢運動部活動

適応感測定尺度｣を追試した後ij…2),同様の

4因子構造16質問項目よりなる短縮版を作

成し,その4構成因子を観測変数として使

用した.各質問項目に対して ｢1.よくあ

てはまる (4点)｣から ｢4.全 くあては

まらない (1点)｣の4段階評定 (逆転項

EHま点数が逆)に回答を求め,4観測変数

((∋退部 ･不適応傾向,(む部員との関係,

(彰個人の尊重,④勉強との両立)につき合

計点を算出した.そして,第2回調査得点

から第1回調査得点を引いて,各観測変数

の ｢変化｣得点とした (以下,各観測変数

の ｢変化｣得点は第2回調査得点から第1

回調査得点を引いたものである).

2)学校生活適応感変化に対する観測変数 :

高瀬ほか25)によって,学校生活への適応感

を測定するために作成された ｢学校生活適

応感尺度｣36質問項目を追試した後7主2),同

様の6因子構造30質問項目よりなる短縮

版6)注3)を作成し,その6構成因子を観測変

数として使用した.各質問項目に対 して

｢1.全 くあてはまらない (1点)｣から
｢5.非常によくあてはまる (5点)｣の
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5段階評定に回答を求め,6観測変数 ((∋

学習意欲,②友人関係,③教師関係,④進

路意識,⑤規則への態度,(む特別活動への

態度)につき合計点を算出し,変化得点を

出した.

3)精神的健康変化に対する観測変数 :一般

的な精神健康の評価やスクリーニングテス

トとして信頼性 と妥当性が高い日本版

GHQ精神健康調査票28項目短縮版26)を使用

して,その4要素スケール (①身体的症状,

(参不安と不眠,(丑社会的活動障害,④うつ

状態)を観測変数とした.28質問項目に対

する4選択肢のいずれかに回答を求め,

GHQ採点法 (4選択肢の左から0- 0-

1- 1点)で各要素スケール (観測変数)

につき合計点を算出し,変化得点を出した.

4)その他の観測変数

(1)部活ストレス変化及び日常ストレス変

化 :青木 ･校本14)による ｢運動部活動苛

立ち事測定尺度｣15質問項目,及び青
木6)湘 )による｢日常苛立ち事測定尺度｣20

質問項目を使用した.回答は "過去 6ケ

月以内の経験"として,まず頻度の ｢1.
全 くなかった (o点)｣から ｢4.よく
あった (3点)｣の4段階評定に回答を

求め,次にそのストレス度を ｢1.全く
つらくなかった (o点)｣から ｢4.罪
常につらかった (3点)｣の4段階評定

に回答させた.頻度×ストレス度で各質

問項目の得点を算出後,合計点を算出し

て変化得点を出した.

(2) 部活有能感変化は青木 ･松本14)が作成

した ｢運動部活動有能感測定尺度｣の1

因子構造6質問項目を使用した.各質閉

項目に対して,｢1.あてはまる(4点)｣
から ｢4.あてはまらない (1点)｣の
4段階評定に回答を求め,合計点を算出

し,変化得点を出した.

(3)SS変化 :青木27)注3)による ｢ポジティ

ブ ･ソーシャル ･サポート測定尺度｣5

質問項目を使用した.部活動内とそれ以

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

外のポジティブ ･ソーシャル ･サポート

について,各質問項目に対して ｢1.い
る (1点)｣か ｢2.いない (0点)｣の

2段階評定に回答を求め,部活動内 ･外

のSS得点を合計後,変化得点を出した.

(4) コ-ビングスキル変化 :青木6)による

｢(一般性)コ-ビングスキル測定尺度｣

10質問項目を使用した.各質問項目に対

して,｢1,よくあてはまる (4点)｣か
ら｢4.まったくあてはまらない(1点)｣
の4段階評定 (逆転項目は点数が逆)に

回答を求め,合計点を算出して変化得点

を出した.

(5)効力感変化 :坂野 ･東イ貯8)による ｢一

般性セルフエフイカシー尺度｣16質問項

目を使用した.各質問項目に対して ｢1.

はい (1点)｣か ｢2.いいえ (o点)｣

の2段階評定 (逆転項目は点数が逆)に

回答させ,合計点を算出して変化得点を

出した.

(6) 第1回精神的健康状態 (以下,第1回

調査GHQと略す):第1回目の 日本版

GHQ精神健康調査票の28項目短縮版26)の

合計得点を用いた.

なお,部活ストレス変化と日常ストレス変化,

及び精神的健康変化に対する各観測変数は点数

が高いほど,ストレス度,及び精神的不健康が

高い方向への変化を意味する.一方,部活適応

感変化及び学校生活適応感変化に対する各観測

変数,及び部活有能感変化,SS変化,コ-ど

ングスキル変化,効力感変化は点数が高いほど,

肯定的な方向 (適応感増,効力感増など)への

変化を表す.

4.分析方法

精神的健康の観測変数別における性別,学年

別と部所属別の平均値の比較ついては,3要因

(性別×学年別×部所属別)の分散分析 (ある

いは共分散分析)を行い,有意差が見出された

場合はBonferroniの多重比較を行った.関連要

因の性別と学年別の平均値の比較については,

2要因 (性別×学年別)の分散分析を行った.
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表2 関連要因の男女別,学年別の平均得点±標準偏差と分散分析結果
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要 因 (最慧志篭 買値) 男平孟 (±標準志 )子 分散分析結果†,

1.部活ストレ (-100)-(111) 1年生 3.83(±16.22)

ス変化 2年生 -0.21(±18.63)

2.部活有能感 (-18)-(18) 1年生 0.94(±5.87)

変化 2年生 1.45(±6.08)

3.SS変化 (-10)-(10) 1年生 0.36(±2.99)

2年生 0.36(±2.93)

4.コービング (十16)-(12) 1年生 -0.36(±3.71)

スキル変化 2年生 -0.04(±3.30)

5.効力感変化 (-10)-(10) 1年生 -0.17(±2.70)

2年生 -0.01(±2.75)

6.日常ストレ (十136)-(56) 1年生 -1.54(±14.63)

ス変化 2年生 -1.76(±17.80)

7.第 1回 調 (o)-(25) 1年生 7.71(±5.15)

査 ･GHQ 2年生 7.33(±5.18)

7.95(±23.84) 性別 :p<0.05

-0.48(±15.57) 学年別 :p<0.001

性×学年 :ms.

-1.02(±6.12) 性別 :p<0.001

-0.53(±5.77) 学年別 :p<0.001

性×学年 :n.S.

0.37(±2.74) 性別:n.S.
-0.02(±2.09) 学年別:n.S.

性×学年 :n.S.

-0.59(±3.28) 性別 :n.S.

-0.41(±2.95) 学年別 :n.S.

性×学年 :n.S.

-0.18(±2.41) 性別 :n.S.

0.34(±2.78) 学年別:n.S.
性×学年:n.S.

0.84(±13.28) 性別 :p<0.05

-0.06(±13.29) 学年別 :n.S.

性×学年 :n.S.

8.14(±5.77) 性別 :p<0.05

8.70(±5.16) 学年別 :n.S.

性×学年 :n.S.

I)性別は性別の主効果,学年別は学年別の主効果,性×学年は性別と学年別の交互作用

また,第1回調査と第2匝暮調査との比較は t検

定を使用した.次に,精神的健康変化に関連す

る要因については,SPSSIO.OJのAMOS4を用
いて多重指標モデルの共分散構造分析を行った.

その際,7関連要因の内,4要因に性差が見出

された (表2)ので,分析は男女別に行うこと

とした.また,有意水準は5%以下とした.加

えて,観測変数の正規性を分析 した結果,部活

有能感変化 とSS変化で分布がやや右広が りで

あり (歪度が0.62,0.46),また部活ス トレス

変化,うつ状態変化及び教師関係変化で分布が

やや尖っている (尖度が3.3-1.1)が,正規性

は損なわれていないと判断して,共分散構造分

析を行った.

Ⅲ.結果と考察

1.高校生の精神的健康の現状について

精神的健康の観測変数別における性別,学年

別と部所属別の平均値と標準偏差,3要因分散

分析 (性 ×学年×部所属)及び第 1回調査と第

2回調査の比較の結果を表 3に示す.

精神的健康の各観測変数の平均値は,男女共

に,かつ第1,2回調査共に身体的症状>不

安 ･不眠>社会的活動障害>うつ状態の順で高

い.この結果は調査対象年齢が異なる調査 ･研

究 において も同様 の結果が報告 されてお

り13)･29･30),高校生の精神的健康においても身体

的局面に症状が最も表れやす く,うつ状態には

最も陥りにくいと言えよう.一万,本研究の高

校生の各観測変数の平均値は中学生を対象とし
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表3 精神的健康の観測変数別の平均値,標準偏差と分散分析I),t検定結果

観測変数名 所属別
第 1回調査

男 子 女 子

第2回調査 第1回と第2回の比較(t検定)叩

男 子 女 子 男 子 女 子

身体的症状 無所属 1年
2年

運動部 1年
2年

文化部 1年
2年

2.81±1.83
3.31±2.03
2.78±1.92
2.90±1.88
2.63±1.63
3.13±2.ll

性別 :F-0.24
学年別 :F-2.
所属別 :F=0.
性×学年 :F=

3.13±2.06
2.88±2.04
2.93士1.91
3.02±1.89
2,93±1.94
3.00±1.93

23
71
2.84

性×所属 :F-0.41
学年×所属 :ど-0.34

2.68±2.10
2.86±2.08
2.68±2.01
2.82±2.07
2.84±2.05
3.11±2.24

2.98±2.14
3.01±2.04
3.02±2.04
2.84±1.91
3.02±2.00
2.82±1.95

性別 :F-1.29
学年別 :F-0.ll
所属別 :F=0.35
性×学年 :F-2.47
性×所属 :F-0.57
学年×所属 :F=0.17

t- 0.61
t- 2.26*
t- 0.88
t- 0.48
tニー0.85
tニー0.12

不安 ･不眠 無所属 1年 1.88±1.84 2.62±2.14 1.84±1.67 2.64±1.96
2年 2.08±1.65 2.22±1.81 2.08±1.86 2.21±1.99

運動部 1年 2.04±1.81 2.15±1.85 2.08±1.88 2.35±2.01
2年 1.89±1.69 2.51±2.00 2.01±1.85 2.48±1.96

文化部 1年 2.23±1.63 2.38±1.84 2.26±1.81 2.52±1.96
2年 2.46±1.80 2.43±1.96 2.10±2.00 2.43±2.03

性別 :F-8.32車革女>男
学年別 :F-0.00
所属別 :F-1.82
性×学年 :F=0.09
性×所属 :F=1.03
学年×所属 :F-0.48

t- 0.80
tニー0.75
t=-0.53
t= 1.24
t--0.49
t= 1.37

0
0
6
4
4
5

1
1
3
2
0
0

0
0
1
0
1
0

1

1

E
l

二
二
二
二
二
二

十し
+L
t
t
t
+L

0
O
9
6
0
1

4
0
3
0
2
4

0
0
0
1
0
1

一
一
一

二
二
二
二
二
二

t
t
t
+L
t
t

性別 :F-ll.57***女>男
学年別 :F-0.31
所属別 :F-0.54
性×学年 :F-0.57
性 ×所属 :F-0.23
学年×所属 :F-0.32

社会的活動 無所属 1年 1.83±1.65 2.25±1.85 1.66±1.45 2.38±2.02
障害 2年 2.14±1.75 1.98±1.83 1.79±1.53 2.05±1.77

運動部 1年 1.89±1.67 2.04±1.85 1.67±1.53 1.80±1.72
2年 1.65±1.64 1.90±1.50 1.70±1.65 1.63±1.58

文化部 1年 1.92±1.79 2.11±1.56 1.71±1.87 2.06±1.75
2年 2.41±1.72 2.07±1.84 2.06±1.82 1.81±1.79

性別 :F-0.78
学年別 :F-0.05
所属別 :F-3.48*無>運
性×学年 :F-1.74
性×所属 :F-0.79
学年×所属 :F=1.90

1
3
5
9
3
9

9
4
6
0
3
5

0
0
1
2
0
1

一
一
二
二
二
二
二
二

t
t
t
t
t
t

*

0
9
3
9
4
8

1
8
1
3
9
2

1
1
2
0
0
｢⊥

二
二
二
二
二
二

t
t
t
一L
t
t

性別 :F=4.14孝女>男
学年別 :F-0.68
所属別 :F-4.20*無>遅
性×学年 :F-2.25
性×所属 :F=2.15
学年×所属 :F=0.14

うつ状態 無所属 1年
2年

運動部 1年
2年

文化部 1年
2年

1.11±1.73
1.56±2.ll
0.94±1.48
1.00±1.67
1.09±1.51
1.84±2.19

性別 :F-2.36

1.42±1.95
1.60±2.04
1.13±1.75
1.38±1.79
1.49±1.88
1.39±1.99

1.11±1.65 1.48±2.07
1.46±2.08 1.51±2.14
0.93±1.49 1.10±1.83
0.96±1.68 1.21±1.72
1.18±1.89 1.34±2.01
1.71±2.43 1.45±2.06

性別 :F=1.61

t- 0.07
t- 0.52
t= 0.19
t- 0.41
tニー0.48
t- 0.66

学年別 :F-4.94*2年>1年 学年別 :F-3.13
所属別 :F-6.69***艶文>運 所属別 :F-7.62串**無,文>運
性×学年 :F-0.85 性×学年 :F-0.62
性×所属 :F-0.83 性×所属 :F-0.67
学年×所属 :F-0.47 学年×所属 :F-0.54

tニー0.40
t= 0.48
t= 0.18
t= 1.38
t- 1.07
tニー0.74

*p<0.05, **p<0.01,***p<0.001
千)第2回調査の ｢不安 ･不眠｣,｢社会的活動障害｣と ｢うつ状態｣は共分散分析.共変量はそれぞれ,節
1回調査の不安 ･不眠,社会的活動障害,うつ状態の得点.
…paired-t検定
性×学年 :性別と学年別の交互作用,性×所属 :性別と所属別の交互作用,学年×所属 :学年別と所
属別の交互作用
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た調査結果13)とはほぼ同様であるが,一般成人

を対象にした調査結果29ナ30)に比べると高い点数

(不健康)を示している.これは中 ･高月交生が

他の年齢集団に比べて精神的健康状態の不安

定 ･動揺期,す なわち,｢心の危機｣｢心の
SOS｣2･3)の状況下にあることを反映していると
考えられる.

次に,3要因分散分析 (性×学年×部所属)

とBonferroniの多重比較の結果,性の要因に主

効果が認められのは第1回及び第2回調査での

不安 ･不眠と第2回調査での社会的活動障害で,

女子が男子より有意に高い得点を示した.また,

学年の要因に主効果が認められのは第1回調査

でのうつ状態で,2年生が1年生より有意に高

い得点であった.また,所属別の要因に主効果

が認められのは第1回及び第2回調査での社会

的活動障害とうつ状態で,社会的活動障害では

無所属群が運動部所属群より有意に高い得点を,

うつ状態では無所属群と文化部所属群が運動部

所属群より有意に高い得点を示した.

次に,性別の第1回調査と第2回調査の比較

では,1年生男子と2年生女子で運動部所属群

における社会的活動障害が第1回調査より第2

回調査で有意に低い得点を示した.また,身体

的症状において,2年生男子の無所属群が第1

回調査より第2回調査で有意に低い得点を示し

た.

特に,運動部所属群については第1回調査時

(入学当初)に無所属群や文化部所属群に比べ

て,うつ状態の低い者が所属しており,第2回

調査時 (約半年後)にもうつ状態は低いままで

ある.そして,運動部に所属することで,およ

そ半年後 (第2回調査時)には運動部所属の1

年生男子と2年生女子で社会的活動障害が改善

されている.

思春期における自覚症状や精神的健康状態に

関する調査研究において7-9)･31),女子が男子に

比べて,不安 ･不眠が有意に高いことは既に多

くの研究で報告されている.したがって,本研

究において,女子が男子よりも不安 ･不眠で有

意に高いのは先行研究結果を追認したと言えよ
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う.一方,身体活動がうつ状態や不安等の精神

的健康に及ぼす影響についての研究のレビュー

では,最適な身体活動が精神的健康を改善する

と結論づけられている2卜23).また,運動部活動
が精神的健康の改善やライフスキルの獲得に好

ましい影響 を与 えることが報告 されてい

る14･15)･32).しかしながら,本研究では運動部所

属群は精神的健康の4観測変数のうち,社会的

活動障害のみが1年生の男子と2年生の女子で

有意な改善を示したに過ぎなかった.この結果

については,①社会的活動障害は主に社会的行

動に関する障害であり26),うつ状態や不安 ･不
眠という心理的障害に比べて,運動部の日々の

活動や行動で改善が起こりやすい,(彰運動部所

属群は部活加入時に既に他の高校生に比べてう

つ状態等で低い特性の者が加入しており (セレ

クションされており),7ケ月程度 (第2回調

査時)の部活参加では有意な改善は表れない,

③運動部所属群は日々の競技スポーツの競技力

追求で絶えず新たなストレスに晒されており,

身体的症状,不安 ･不眠やうつ状態等の精神的

健康は総体として必ずしも改善しない,等の可

能性が考えられる.ただ,社会的活動障害の改

善についても,男子では入学後のおよそ半年間

で当該部によって社会化されて行動変容を起こ

すが,女子では1年生でその傾向 (t-1.65,

p<0.10)はあるものの,有意な改善は2年生

になって部活動での中心的役割や行動を担うよ

うになってからであると考えられる.この点は

性差による集団-の同調性や依存的な行動傾向

を反映しているのかも知れない.しかし,妥当

な解釈を下すにはさらに縦断的な研究結果の累

積が必要であろう.また,有意な性差について

は,女子特有の性格特性 (依存性や融合的同調

性傾向)やこの時期に精神的早熟を迎える女子

の内向的傾向による感情の大きな振幅 (感受性

の堰大),あるいは症状認知の違い等に起因す
ると考えられよう31)･33･34)

2.運動部員の精神的健康変化に関連する要因
について

運動部員の精神的健康変化に開通する要因を
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その関連の強さや因果関係を考慮して明らかに

するために,3構成概念と21観測変数 (項目)

よりなる多重指標モデル (基本モデル)m 成

し (図 1)共分散構造分析を用いて分析した.

この基本モデルに調査データを適用したが適合

度の高い解を得ることができなかった.そこで,

図 1の基本モデルを基に様々な試案モデルを男

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

女別に作成し調査データをあてはめた結果,図

2,3のようなモデルが最も調査データとの適

合性が高く,説得力のあるモデルであると判断

して最終的に採用した.

男子運動部員の精神的健康変化に関連する要

因の多重指標モデルは,｢部活適応感変化｣｢学
校生活適応感変化｣｢精神的健康変化｣の3構

図2 男子運動部貝の精神的健康変化に関連する要因の多重指標モデル

図3 女子高校運動部員の精神的健康変化に関連する要因の多重指標モデル
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成概念と,｢部活ス トレス変化｣以下の20観測
変数より構成されるモデルである (図2).一

方,女子運動部員の多重指標モデルは,｢部活
適応感変化｣｢学校生活適応感変化｣｢精神的健
康変化｣の3構成概念と,｢部活ストレス変化｣
以下の20観測変数より構成されるモデルである

(図3).これら男女のモデルは,データとの

適合性を示す指標であるGFI(GoodnessofFit

Index)及びRMSEA(RootMeanSquareError

of Approximation)が 男 子 でGF1-0.913と

RMSEA-0.066,女子でGF1-0.903とRMSEA

-0.067であり,共にモデルを採用する基準を

満たす妥当なモデルであると評価した35)注4)

まず,構成概念から各観測変数への影響指標

を見てみよう.

部活適応感変化,学校生活適応感変化及び精

神的健康変化から各観測変数への影響指数は男

女共にいずれも統計的に有意であり,一部,や

や係数が低いもの (0.32-0.39)もあるが概ね

適切なものと推測される.すなわち,各観測変

数は構成概念を実質的に測定していると判断さ

れる.

まず,部活適応感変化から退部 ･不適応傾向

変化,部員との関係変化,個人の尊重変化及び

勉強との両立変化への影響指標は男子で0.36-

0.72(p<0.001)であ り,女子で0.38-0.73

(p<0.001)であった.男女共に退部 ･不適

応傾向変化,部員との関係変化,個人の尊重変

化が部活適応感変化を強く規定していた.次に,

学校生活適応感から学習意欲変化,友人関係変

化,教師関係変化,進路意識変化,規則への態

度変化及び特別活動への態度変化-の影響指標

は男子で0.40-0.63(p<0.001)であ り,女

チでO.32-0.66(p<0.001)であった.男子

では教師関係変化,進路意識変化,規則への態

度変化及び特別活動への態度変化が,女子では

規則への態度変化と特別活動-の態度変化が学

校生活適応感変化を強く規定していた.最後に,

精神的健康変化から身体的症状変化,不安 ･不

眠変化,社会的活動障害変化及びうつ状態変化

へ の影響 指標 は,男子 で0.37-0.71(p<
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0.001)であり,女子で0.39-0.67(p<0.001)

であった.男子では不安 ･不眠変化と社会的活

動障害変化が,女子では不安 ･不眠変化,社会

的活動障害変化及びうつ状態変化が精神的健康

変化を強く規定していた.

次に,要因の因果関連を見てみると,男子で

は,部活ストレス変化 (-0.19,p<0.001),

部活有能感変化 (0.12,p<0.05),コ-ビン

グスキル変化 (0.15,p<0.01),効力感変化

(0.16,p<0.01),日常ストレス変化(-0.15,

p<0.01)が部活適応感変化を有意に規定し,

また部活適応感変化 (0.35,p<0.001),コ-

ビングスキル変化 (0,16,p<0.01),効力感

変化(0.26,p<0.001),日常ストレス変化(-

0.ll,p<0.05)が学校生活適応感変化を有意

に規定していた.そして,部活適応感変化 (-

0.19,p<0.01),学校生活適応感変化(-0.13,

p<0.05), 第1回調査 GHQ (十0.47,p<

0.001)が精神的健康変化を有意に規定してい

た.すなわち,標準化された因果係数から解釈

すると,部活ストレス変化と日常ス トレス変化

が小さいほど,そして部活有能感変化,コ-ど

ングスキル変化及び効力感変化が大きい (改

善 ･増大する)ほど,部活適応感を高める.ま

た,部活適応感変化,コ-ビングスキル変化及

び効力感変化が大きい (改善 ･増大する)ほど,

そして日常ストレス変化が小さいほど,学校生

活適応感を高める.そして,部活適応感変化と

学校生活適応感変化が大きい(改善 ･増大する)

ほど,第1回調査GHQが高いほど,精神的健

康を改善するといえる.

一方,女子については,部活ス トレス変化

(-0.30,p<0.001)とSS変 化 (0.25,p<

0.001)が部活適応感変化を有意に規定し,ま

た部活適応感変化 (0.32,p<0.001),コ-ど

ングスキル変化 (0.24,p<0.001),効力感変

舵 (0.19,p<0.01)及び日常ス トレス変化

(0.31,p<0.001)が学校生活適応感変化を

有意に規定していた.そして,部活適応感変化

(-0.13,p<0.05),学校生活適応感変化(-

0.21,p<0.01)及び第1回調査GHQ(-0.50,
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p<0.001)が精神的健康変化を有意に規定し

ていた.すなわち,標準化された因果係数から

解釈すると,部活ストレス変化が小さいほど,

そしてSS変化が大きいほど,部活適応感を高
める.また,部活適応感変化,コ-ビングスキ

ル変化及び効力感変化が大きいほど,そして日

常ストレス変化は小さいほど,学校生活適応感

を高める.そして,部活適応感変化と学校生活

適応感変化が大きいほど,第1回調査GHQが

高いほど,精神的健康を高めるといえる.

部活ストレス及び日常ストレスは部活動や日

常生活で絶えず起きている心理的な負担となる

苛立ち事の累積であるから,これが大きく変化

することは部活適応感や学校生活適応感に直接

的に強く影響する.部活有能感は部活動という

環境や状況に積極的に働きかけ,効果的に交渉

する能力やその能力を遂行したいという動機づ

け的な意味をもち37),効力感は自分自身がやり

たいと思っていることの実現可能性に関する知

識や行動の自己遂行可能性28)であり,また,

コ-ビングスキルはストレスや様々な問題状況

に対処する行動及び思考の技術であり,ス ト

レッサ-が人の心身に及ぼす影響を調整する要

因である37).したがって,部活有能感,効力感

及びコ-ビングスキルは部活動や学校生活での

困難な環境や課題状況に対して意欲的で積極的

な対応や行動を取らせ,統制感や適応感を酒養

することになる.さらに,ソーシャルサポート

はある個人がその個人を取 りまく人間関係の

ネットワークの中からさしのべられる援助で,

ストレスや問題状況をうまく処理させ適応させ

る力となって,人の心身の健康に好ましい影響

を及ぼす38).よって,部活有能感変化,SS変化,
効力感変化及びコ-ビングスキル変化は部活適

応感変化及び学校生活適応感に有意に影響する

と考えられる.したがって,男女共にこれらの

要因が部活適応感変化と学校生活適応感変化に

有意に影響すると推察される.しかし,本分析

結果では部活適応感変化に対して,男子では部

活ストレス変化,部活有能感変化,コ-ビング

スキル変化,効力感変化,日常ストレス変化の
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5要因が,女子では部活ス トレス変化とSS変
化の2要因が有意に影響を与えていた.この結

果は男子の部活は部活以外の学校生活一般での

コ-ビングスキル変化,効力感変化,日常スト

レス変化の影響を受けるが,女子では部活は部

活で比較的に完結した閉じた系として存在し,

他の学校生活関連要因の影響を相対的に受けな

いと解釈される.また,部活動に主に係わる部

活ス トレス変化,部活有能感変化,SS変化の
うち,男子では部活ストレス変化以外で部活有

能感変化が,女子では部活ストレス変化以外で

SS変化が部活適応感変化に影響を与えていた.
この性差は基本的に女子が対人関係重視で依存

性や融合的同調性傾向を持ち,男子が能力志向

的で自立性や積極的攻撃性を持つことによる33)

と考えられる.

次に,学校生活適応感変化に対しては,男女

共に部活適応感変化,コ-ビングスキル変化,

効力感変化,日常ストレス変化の4要因が影響

を与えていた.特に,部活適応感変化が学校生

活適応感変化に最も強く影響を及ぼしている.

これは,すでに実証研究や事例研究で明らかに

されているように18)-39)･40),部活動への適応や満

足感の高低が学校生活全体への適応や満足感の

高低に結びついている.すなわち,運動部員に

とっては部活動が生活の核で生きがいであり,

それは学校生活の適応や満足感を強く規定して

いるといえよう.また,コ-ビングスキル変化,

効力感変化,日常ストレス変化が学校生活適応

感変化に有意に影響を及ぼすのは,すでにその

理由を先に説明したとおりである.

次に,男女共に,部活適応感変化と学校生活

適応感変化が大きい (改善 ･増大する)ほど,

そして第1回調査のGHQ (精神的健康状態)

が高い(不健康)ほど,精神的健康を高めて(改

善して)いた.自分の能力や存在意義を確認し,

肯定的な自己や充足した適応を培う場である部

活動や学校生活での適応感変化が大きいほど,

精神的健康を改善することは当然の帰結である

と考えられる.また,ベースラインとしての第

1回調査GHQの高低は直接的に精神的健康変
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化を規定するものである.第1回調査GHQが

高い (不健康)ほど精神的健康を改善の方向に

変化させる可能性が高くなるのは当然の結果と

いえる.ただ,その規走力の強さに注目する必

要があろう.また,精神的健康変化の得点の範

囲と標準偏差 (男子で28点と4.84,女子で36点

と5.09)を考えると,第1回調査から第2回調

査までの短期間 (ほぼ7ケ月)で,精神的健康

状態は個々人で大きく変化しており,精神的健

康は比較的に安定したものではなく,絶えず動

揺しているのが現状であると言えよう.した

がって,精神的健康を恒常的に高く維持するこ

とは難しく,部活適応感や学校生活適応感の変

化によって絶えず影響を受けて動揺する健康状

態であるといえよう.よって,部活適応感や学

校生活適応感を常に高く維持する創意と努力が

求められよう.特に,部活適応感変化は直接的

にも,学校生活適応感変化を介して間接的にも

精神的健康変化を規定しており,その影響力の

強さを認識する必要がある.

Ⅳ.ま と め

高校生1,843人 (男子942,女性901)を対象

に精神的健康の現状及び運動部貝の精神的健康

変化に関連する要因について質問紙による縦断

的調査を実施し,多重指標モデルによる共分散

構造分析で開通する要因の因果関係を分析した.

その結果,運動部活動が運動部員の社会的活動

障害を改善すること,また部活適応感は精神的

健康変化に対して直接的に,そして学校生活適

応感を介して間接的に影響を与えていた.すな

わち,運動部活動-の適応感を高めることが精

神的健康を高めるために重要である.

したがって,精神的健康を改善するためには

まず部活ス トレス (技術の未熟 ･停滞,指導

者 ･先輩との乳韓と叱責,部員とのいざこざ,

練習過多)を最小限にする.併せて,男子運動

部員では部活動でのストレスや課題に積極的に

対応するために有能感,効力感やコ-ビングス

キル能力を増大させることが必要である.すな

わち,部活動での様々な活動 (トレーニング,
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練習や試合等)や部活道営を通して,部員が自

立的 ･自律的に多様な課題に対して対応を試み,

そして濃淡のある達成感や成功感を体験できる

契機を多く準備することが重要であろう.また,

指導者の肯定的な態度や賞賛の言葉かけが大切

であろう.一方,女子運動部員では部活動での

ストレスや問題状況をうまく処理し適応するの

ためにソーシャルサポートが重要である.すな

わち,厳しい切嵯琢磨の部活の中で,共依存的

な弱さを支えるのではなく,共自律的な営みや

活動に向かう契機としてのサポートが部活の中

で培われるように,指導者 ･先輩や部員相互の

信頼関係を自覚的に醸成していく努力が求めら

れる.こうしたストレス低減,有能感 ･効力感

やコ-ビングスキルの増大あるいはサポートの

基盤である良き人間関係の構築を具体的に部活

動の中で培うためには,第一義的に部員の内発

的動機による自己決定が保証されなければなら

ない.そのためには部や部員個人の目標,その

ための練習過程 ･方法,部の道営方法と各部員

の役割等について,指導者を含めて納得いくま

で話し合うことが必要である.その上で部員個

人の目標 ･役割追求での努力や責任とそれの自

己 ･他者評価をフィードバックすることが望ま

れる.指導者は観念ではなく,実体として部員

の運動能力や人間性の発展可能性を織り込んで

部員と共に部活を成熟させるという意識改革が

必要であろう.加えて,コ-ビングスキルや

(一般)効力感は学校生活適応感の増大に重要

である.部活動や学校生活での諸活動や局面で

こうした資質や能力を改善する機会を増やし,

意識的に教育していくことが大切であろう.最

後に,運動部員の1年生と2年生では,部活に

関する関連要因 (部活ストレス変化,部活有能

感変化)で学年差が見出されおり,この点に焦

点を絞った研究も今後の課題である.

注 1)第1回調査の回答者は2,586人で,この

回答者に対する第2回調査の結果,欠席者

が54人,学校 ･学年 ･出席番号等による同

一人の確認が不確定な者214人であった.
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また,同一人の確認のできた2,318人の内,

応答の不正確性 (虚偽項 目)で181人,那

活等の退部や変更による不一致及び欠損億

等で294人を除いた.

注2)高校運動部員430人 (14校の1,2年生,

男子293,女子137)の回答を因子分析して,

｢運動部活動適応感測定尺度｣の4因子
(｢退部 ･不適応傾向｣ α -0.79-｢部活
-の満足度｣α-0.68)16質問項目と,｢学
校生活適応感測定尺度｣の6因子 (｢教師
関係｣ α-0.85-｢部活への満足度｣ α-
0.67)30質問項目を作成した.

注 3)当該測定尺度は本調査時には試作されて

いたが,その尺度が研究論文として公刊さ

れた年次である.

注4)パラメータの推定方法は最尤法による.

男女モデルのxZは男子でx2-514.19(p

<0.001),女子でx2-368.26(p<0.001)
であった.ただし,x2はデータ数や観測

変数が増えると検定力が高くなり,モデル

が棄却されるために実用的でないと指摘き

ている (山本 ･小野寺)35)ので,本研究で

は適合度としてx2を適用しなかった.
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原 著 思春期における身体部位の不満感と自己意識

鍋 谷 照*1,上 田 毅*2

*l静岡英和学院大学短期大学部, *2福岡県立大学

TheRelationshipbetweenSelトConsciousnessandBody-CathexisinAdolescence

TeruNabetani*lTakeshiUeda*2

*1shizuokaEiwaGakuinUniversityJunio'･College

*2FukuokaPrefectliralUm'versity

Thepurposeofthisstudywastoanalysetherelationshipbetweenself-consciousnessand

body-cathexisinadolescence,andinadditiontoobtainusefulinformationregardinghealth

educatiom

Wecarriedoutasurveyof1091adolescentstudentswhoattendedjuniorhighschool

(male;150,female;199),seniorhigh school(male;197,female;316),anduniversity(male;34,

female;195).Self-consciousnesswasmeasuredusingtheself-consciousnessscaleforJapa-

nesecreatedbySugawara(1984).Thisscaleisinvolvestwo-dimensionalscaleassessment,

assessmentofprivateself-consciousnessandpublicselトconsciousness.Body-cathexiswas

measuredbymeansoftherevisedbodyl:athexisscalecreatedbyRosenand又oss(1968).

Afeelingofinferioritywasmeasuredbymeansofthesub-scaleoftheinferiorityfactorin

theYatabe-Guilfordpersonalityinventory.

Thefemalesubjects'publicself-consciousnesswasgreaterthanthemales'.Thesenior

high schoolstudentsshowedthegreatestinferioritycomplexscore.Inregardtothebody-

cathexis,sex-differencewasindicatedbyclusteranalysis.Thebodypartwhichcausedthe

greatestdegreeofdissatisfactionwasheightinmaleadolescentsandthighsinfemaleado-

lescents,respectively.Theevaluationinseniorhighschoolstudents',almostanybodypart

indicatedgreaterdissatisfactionscoresincomparisonwithothergenerations.Interestingly,

thisevaluationwasrelatedtothepsychologicaltraitregardingpublicselトconsciousness

andfeelingsofinferiorityinjuniorhighschoolstudentsregardingsomebodypart.

Theresultsofthepresentstudyindicatetheimportanceofthesequencesofthetopicson

healtheducationforadolescentstudents.

Keywords:publicselトconsciousness,inferioritycomplex,bodycathexis,ado-
lescence

公的自己意識,劣等感,ボディ･カセクシス,思春期

緒 言
のために,心の安寧がはかれないことが生じや

すい時期であることが考えられる.この青年期

青年期は身体の発達が著しく,肉体的にも精 までの性格の発達と自己の身体に対する意識に

神的にも不安定な状態であることが考えられる. は密接な関わりがあると言われている1ー2).こ

その原因として,身体の成長に伴う著しい変化 れらのアンバランスな状態として,自分の体型
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を過大に評価する者が大学生3)のみならず小学

生4)においても存在することが報告されている.

このような身体意識における偏りは,発育途

上の過程において心因的な負荷をもたらし,無

理なダイエット行動や摂食障害などへとつなが

り,正常な成長の妨げとなる可能性は否定でき

ない5).

現代人の健康を考える場合,自らのもつ身体

意識の形成に貢献するであろう要因を明確にす

ることは,健康の保持 ･増進をはかる上で有効

な情報と成り得ることが期待できる.

しかしながら,身体部位の満足度についての

研究は少なく,サンプルが女子大学生に限定さ

れている研究や,単に男女を比較した研究に留

まっている.またその評価について発育過程別

に比較した研究は見あたらない.

そこで本研究では,身体部位に対する不満感

の発育過程における変化を横断的に分析し,心

理的特性との関わりを明らかにし,健康教育に

有用な情報を得ることを目的とした.

方 法

調査対象

調査は,九州地区における中学生,高校生,

大学生,合計1,093名を対象として行い,欠損

が著しいものや回答に信悪性のないと思われる

ものを除いたデータを有効回答数として扱った.

内訳は中学生349名 (男子150名,女子199名),

高校生513名 (男子197名,女子316名),大学生

229名 (男子34名,女子195名)の計1,091名 (男

子381名,女子710名)であった.

対象者の平均年齢は,中学生が平均13.62±

0.91歳,高校生が平均16.00±0.72歳,大学生

が平均19.31±1.06歳であった.

実施期日及び方法

調査は,2002年10月から11月にかけて,各学

校の担当教員に依頼して,授業の一部を用いて

実施された.

調査項目

身体意識についての測定

Rosen,Ross6)によって作成された身体意識に
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関する調査項目を参考に,身体部位に関する評

価について30項目で再構成したものを用いた.

回答の方法は,各項目によって示される身体部

位について,｢満足｣,｢不満｣,｢最も不満｣の
回答肢を選択して記入してもらった.また,関

心のない部位は未記入とさせた.

自意識尺度

Fenigstein,Scheier,Buss7)の自意識尺度に基

づき,菅原8)によって作成された日本語版の 尺

度を用いた,尺度は自己の外面に対する注意で

ある公的自己意識に関する11項目と,自己の内

面に貯する注意である私的自己意識に関する10

項目の,2つの下位尺度に分類される.回答は

5段階尺度による評価を用いた.尺度得点は国

子毎に合計され得点化された.

劣等感に関する尺度

矢田部 ･Guilford性格検査9)の劣等感因子に

該当する項Elを抜粋して使用した.回答は5段

階尺度による評価を用いて合計得点を算出した.

統計処理

得点化できる変数間の関連を確認するために

ピアソンの相関係数を求めた.また,性別,学

校の区分による年代別の心理測定尺度の差にお

いては,2要因の分散分析を行った.必要に応

じてBonferronipost-hoctestを行った.身体

部位の不満感に関する項目について,項EI間の

類似性を求めるためにクラスター分析によるデ

ンドログラムを作成した.クロス集計表につい

ては各セ)i,間の偏 りを確認するためにx2検定

を行った.結果に応じて残差分析を行った.

すべて統計処理はSPSSIO.OJを用いた.

表1 心理尺度間の相関 (全体)

公的自己意識 私的自己意識

公的自己意識

私的自己意識 0.441**

劣 等 感 0.524** 0.218**

**:P<0.01
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り,公的自己意識と私的自己意識の問にも有意

な関わりがあった.私的自己意識と劣等感の間

にも有意な相関が見られたが,その関わりは弱

各心理尺度間における相関係数を表 1に示 し いものであった.

た.公的自己意識は劣等感と有意な関わりがあ 次に,各心理尺度における結果を性別と年代

表2 各心理尺度における性別と年代毎の比較

中学生#i 高校生#Z 大学生#3

男性 女性 男性 女性 男性 女性
性 差 年代差 交互作用

平 均 値 38.0 42.0 38.7 41.8 37.8 41.6

公的自己意識 標準偏差 6.7 6.0 7.7 6.9 7.8 5.8

N 144 193 187 304 34 192

平 均 値 30.3 31.9 31.4 32.5 34.3 34.0

私的自己意識 標準偏差 6.2 6.1 7.2 6.6 7.1 5.9

N 144 191 187 306 34 191

**
#1<#3,#2<#3

平 均 値 30.6 32.9 31.8 33.6 28.5 31.4

劣 等 感 標準偏差 5.5 6.3 6.3 5.7 6.3 6.2

N 146 195 192 304 34 193

** **
#2>#3

**:P<0.01
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図 1 男性における身体各部位のデンドログラム
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(中学,高校,大学)の観点から比較するため

に分散分析を行った.結果は表2に示したとお

りである.公的自己意識にお●いては,有意な性

差 (P<0.01)が認められ,男性よりも女性の

方が公的自己意識は高いものであった.しかし

ながら,年代による差は認められなかった.私

的自己意識においては,性差は認められなかっ

たが,年代による有意な差が認められ (P<

0.01),post-hoc testの結果,中学生よりも大

学生が高く,高校生よりも大学生が高く,年齢

が高いほど私的自己意識が高まる傾向が示され

た.劣等感においては,有意な性差(P<0.01)

があり男性よりも女性の方が高いものであった.

また年代による差も認められ (P<0.01),大

学生よりも高校生の方が高かった.中学生は中

間に位置しており高校生や大学生との間に有意

な差はみられなかった.

身体部位の類似性について

各身体部位の項目の評価に対して,性別が項
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日間の類似性にどの程度影響するかを確認する

ために,男女別にクラスター分析を行った.そ

の際に,部位の評価項目に関して,｢満足｣あ
るいは ｢未記入｣であり関心を示さなかった項

目と,｢不満｣｢最も不満｣の回答項目をそれぞ
れまとめなおし,2億データに置き換えた.図

1及び図2はその結果である.各身体部位の項

目に対し,横軸には相対的距離をとっている.

性別による遠いとしては,男性においては,

ふくらはぎ,足首のクラスターと,ウエスト,

ヒップ,太もものクラスターの相対的距離は遠

く構成されていた.一方で,女性においては,

太もも,ふくらはぎのクラスターとウエスト,

ヒップ,体重のクラスターの相対的距離は近く

構成されていた.また,女性においては,この

下半身の部位を含むクラスターの中に体重が含

まれてたが,男性において体重は,別のクラス

ターに含まれていた.また,男性においては,

それぞれの変数が独立しており,相対的距離が

図2 女性における身体各部位のデンドログラム
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表3 最も不満に思っている身体各部位の回答数と比率

女性

順 位 部 位 回答数 総回答比 人数比

1 身長

2 髪の性質

3 体重

4 体毛の濃さ

5 歯

6 脚の長さ

7 体格

8 容姿としての顔

9 指の長さ

10 日

6

1

5

9

0

0

4

7

1

5

8

7

3

0

3

3

0

7

5

2

2

9

7

7

6

6

6

5

5

5

13

7

7

8

2

2

3

4

5

7

2

9

2

0

5

5

3

1

9

7

9

6

5

5

4

4

4

4

3

3

9

7

8

7

4

4

3

2

1

0

4

3

2

2

2

2

2

2

2

ウリ

*複数回答が含まれている

遠い位置で連結していたが,女性においては,

身体各部の変数が近い位置で連結されていた.

身体部位の嫌いな項目

表3は,各身体部位について ｢最も不満｣と

回答した数の集計結果である.各項目について

不満と思っている部位のワースト10までを表記

し,その回答数が複数回答を含む総回答数 (男

性531,女性2,482)に占める割合と,人数 (男

性381名,女性710名)に占める割合を提示した.

男性のワース ト3は,身長,髪の質,体重で

あった.一方,女性では,太もも,体重,ふく

らはぎであった.表3の人数比より,女性の不

満度が一様に高い傾向が示された.

身体部位の評価と年代変化

各部位における不満感と年代のクロス集計を

試みた.その際,性別,年代別に分析をすすめ

る事によるクロス集計結果の度数 (以下セルカ

ウント)の減少を考慮して,部位評価の項目に

関して,先述のクラスター分析同様,回答項目

を2倍データに置き換えた.表4は,各部位毎

のx2検定における危険率の一覧である.表に

は5%未満の危険率であったもののみを記し,

残差分析の結果,セルカウントに5%水準で有

意な偏りが得られたものには正負の符号によっ

て表記した.

男性の大学生においては,すべての部位で有

順位 部 位 回答数 稔回答比 人数比

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

太もも

体重

ふくらはぎ

ヒップ

ウエスト

体格

脚の長さ

体毛の濃さ

容姿としての顔

髪の性質

4

4

7

2

9

7

5

7

4

2

4

0

9

7

5

1

3

3

9

5

9

7

1

9

8

8

5

4

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

4

9

4

2

0

9

1

9

7

4

7

2

6

3

2

3

1

9

8

8

7

6

5

5

5

4

4

3

3

9

2

6

0

2

9

9

2

9

6

0

9

5

4

3

2

0

0

9

9

2

1

1

1

1

1

1

1

意性は得られなかった.

いずれの部位においても女性の評価は不満が

高い傾向があり,年代別には高校生の評価に不

満が高い傾向がみられた.

男性の最も不満に思っている部位である身長

の評価においては,男性と女性においてともに

高校の不満度が高いが,不満が高まる時期が男

性と女性では異なっていた,太ももの評価にお

いては,同様の変化傾向を示していた.容姿と

しての顔,顔の色つや,横顔の評価において,

男性に有意な差はみられなかったが,女性では

すべてに有意な差を示していた.

同様に,身性に有意な差がなく,女性にはみ

られるものとして,耳,肩幅,胸,があげられ

た.一方,女性に有意な差がなく,男性のみに

みられるものは,髪の性質と足の大きさだけで

あった.

身体部位の評価と自己意識の関わり

身体部位の好き嫌いに関して,男女別及び年

代別に心理尺度による自己意識との関わりを確

認した.心理尺度の点数は4分位によって4グ

ループに分割され,男女別に年代と各身体部位

とのクロス集計を試みた.4分位は数字が高く

なるほど自己意識や劣等感が高いことを示して

いる.この分析においても,回答項目を2億

データとして再配分した.
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表4 身体各部位 における年代 と不満足感の関わ り

男 性

p催 中学 高 交々 大学

髪の色 o･oo 禁鳥 : :

髪の性質 o･02 梁 島 二

容姿 としての顔 禁鳥

顔の色つや 緊急

満足
不満

目 0.01 満足 十 一
不満 - +
満足
不満

鼻 o･04 禁鳥 二 二

ロ 0.00 ミ荷足 + -
不 満 - +

歯 0,05 満足 +
不満 -

あご先 0.01 l
+

+
I

足
滴
満
不

首 0.02 一
+

+
i

足
滴
満
不

腕 0.00 一
+

+
I

足
滴
満
不

.- 二:.--

指の長 さ 0.00 満足 十

不満 -

柄.敬

不満

ウエス ト 0.00 満足 + 一
不満 - +

ヒ ッ プ 0.01 満足 十
不満 -

脚の長 さ 0.00 満足 +

不満 -

太 もも 0.00

ふ くらは ぎ 0.00 一
+

+
I

足
渦
満
不

足首 o･01 祭義

足の大 きさ 0.01

身長 0.00

体重 0.00 l
+

+
I

足
滴
満
不

体格 0.01 一
+

+
i

足
滴
満
不

身体のバランス 0･00 祭嘉

体毛の脆 さ 満足
不満

女 J性

pイ直 中学 高弓交 大学

o･oo gi I I =

o･oo 禁鳥 二 二 二

o･00 %i I I I

o･oo 梁島 二 二 二

o･oo 祭義 二 二

o･oo 梁島 二 : 二

o･oo 賛意 二 I

o･oo 禁鳥 二 二

o･02 #i I _'

o･oo 禁鳥 二 二

o･ol g& I I

o･oo 禁鳥 二 二o･oo 禁鳥 二

o･oo 梁島o･oo 梁島

満足
不 満

o･oo gi

o･oo #i

o･oo 梁島

o･oo 梁義

o･oo 禁鳥 二 二

o･oo 票嘉 二 二

o･oo #i I I

満足
不満
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表5 中学生における身体各部位の評価と心理尺度の四分位の関わり (男性)

公 的 自己意識

p倍 1 2 3 4

宴の色 0･01 禁鳥 .

髪の性質 禁鳥

容 姿 と しての顔 禁鳥

顔 の色 つ や
満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

鼻 禦嘉

口 梁島

満足
不満

満足
不満

ウエ ス ト 0.03 1満足 +
不満 +

ヒッ プ 梁島

満足
不満

太 もも 0.04 満足不満

ふ くらは ぎ
満足
不満

満足
不満

ノ豆の大 き さ 満足
不i筒

満足
不満

満足
不i南

満足
不満

身体 のバ ランス 梁島

体毛の濃 さ 禁鳥

劣 等 感

p値 1 2 3 4

o･03 梁嘉 二 .

満足
不満

o･oo 翼長 二 +

OIOO Ri I I

o･04 Ri I

o･03 梁農 工

満足
不 i南

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

o･05 票意

亨満足
不満
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表6 年代別にみた身体各部位の評価と公的自己意識の四分位の関わり (女性)

p倍 1 2 3 4

満 足
不 満

容 姿 と して の顔 0.00

顔 の色つや 0.01

横 顔 0.02

鼻 0.05

満足
不満

胸 o･oo祭義 二

手 o･04 梁島

満足
不満

ウエ ス ト 0.00

ヒ ッ プ 0.01

脚の長 さ 0.01

太 もも 0.02

ふ くらは ぎ 0.00

足 の大 きさ

体 重 0.01

体格 0.00満足不満

身体 のバ ラ ンス 0･00禁鳥

体 毛 の濃 さ o･02 緊急 二

pイ直 1 2 3 4

満足
不満

i満足

不満

満足
不満
満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

o･oo禁鳥 二 .

ミ満足
不満

o･04祭義 二 +

1満足
不1滴
満足

不満
満足

不弓荷
満足

不享荷
満足

不満
満足
不満

満 tii
不音荷

o･03祭義 二 二

o･04梁島 +

音満足
不沖等
音満足

不満
満足
不満

I.Il:い上
不沖を

p億 1 2 3 4

o･02禁鳥 : +

満足
不満
満足
不満
満足

不 1滞

o･03梁島 .

満足
不i滞
満足

不満
満足
不満
満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足

不i滞
満足

不満

滴.【邑

不満

満足
不j滞

満ILii
不満

満足
不享荷
満足

不弓滞

毒荷足
不】滞

満足
不満
満足
不満

･.満足

不満

o･03禁鳥 二 :

満足
不満

享両足

不満

享荷足

不満

満足

不満
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表7 年代別にみた身体各部位の評価 と私的 自己意識の四分位の関わ り (女性)

p億 1 2 3 4

満足
不満

満足
不 満

容姿 としての顔 0.04満足不満

顔の色つや 満足
不満

満足
不満

満足
不満

亨荷足
不満

鼻 0･02禁鳥 二 .

i滞足
不満

満足
不満

満足
不 満

満 王ii
不満

満足
不 満

満足
不満

胸 0.04満足 + -不潤 一 +

手 禁鳥

満 Iii
不満

満足
不 満

満足
不満

満足
不満

脚の長 さ 0.00 I
+

+
一

足
滴
滴
不

足首 0.01満足
不満

足の大 きさ 満足
不享荷

身長 0.03満足
不満

満足
不満

満足
不満

身体のバ ラ ンス 禁鳥

体毛の濃 さ 満足
不満

p億 1 2 3 4

書両足
不享荷

満.邑
不満

満足
不う滞

満足
不満

満足
不満

i満足
不 満

満足
不満

滴.敬
不満

満足
不 満

満足
不i南

満足
不満

満足
不幸帝

手織足
不満

満足
不満

満足
不i筒

満足
不満

満足
不満

満足
不 満

満 lii
不子荷

満足
不i南

満足
不満

i両足
不号荷

満足
不満

i両足
不言滞

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

p億 1 2 3 4

満ノ孟
不満

満足
不満

満足
不1滞

満足
不満

満足
不満

i満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不う荷

満足
不満

満足
不言荷

満足
不満

満足
不満

満足
不満

i滞足
不満

満足
不i滞

満足
不 満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不子荷

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満
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表8 年代別にみた身体各部位の評価と劣等感の四分位の関わり (女性)

p値 1 2 3 4

満足
不満

髪 の性 質 0.00
満足 +
不満 - +

容姿 としての顔 0･00 禦義 二 +

顔 の色 つや 0.02満足
不満 十

満足
不満

寺両足
不満

耳 梁島

鼻 o･01禁鳥 二 二

ロ 梁島

ミ満足
不満

あ ご先 0.03

手 0.00

指 の長 さ 0.01
満足
不満

ノ爪の形 0.05満足 + 一
不満 - +

ウエ ス ト 0.04満足
不満 +

満足
不満

脚 の長 さ 0.02満足
不満 +

太 もも 0･01禁鳥 二 :

ふ くらは ぎ 0.00満足
不満 +

満足
不満

足 の大 きさ 禁鳥

満足
不満

体重 0.01満足
不満 +

体格 0.00
満足 + 一
不満 一 十

身体 のバ ランス 0.03満足不満 +

体 毛 の浪 さ
滴.敬
不満

p値 1 2 3 4

o･oo梁島 .

p億 1 2 3 4

満足
不満

満足
不満

満足
不満

享荷足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満

満足
不満



382

男性において,統計的有意性が現れたのは公

的自己意識と劣等感の双方における中学生だけ

であった.男性における私的自己意識はすべて

の部位において有意性がみられなかった.その

結果は表5のとおりである.表5は,男性の各

部位の評価における公的自己意識,劣等感の4

分位とx2検定における危険率である.危険率
5%までを表には記載し,残差分析の結果,セ

ルカウントに5%水準で有意な偏りがあるもの

を正負の符号で表示した.公的自己意識に有意

な偏りがみられたものは,髪の色,ウエスト,

太ももだけであった.太ももについては残差分

析による有意な偏りはみられなかった.劣等感

については,髪の色,容姿としての顔,顔の色

つや,横顔,日,爪の形,ヒップ,体格が有意

性を示した.セルカウントの偏りは劣等感が高

いほど不満感を示す者が多く,低いほど不満感

を示すものが少ない傾向が示されたが,顔の色

つやのように隣接したセルカウントで傾向が逆

転している結果も示された.

表6は,女性の各部位の評価における公的自

己意識の4分位とx2検定における危険率であ

る.有意な偏りを示した部位は中学生で多く,

そのセルカウントの偏りは公的自己意識が高い

ほど不満感を感じる者が多く,低いほど不満感

を感じる者が少ない傾向が示された.

表7は,女性の各部位の評価における私的自

己意識の4分位とx2検定における危険率であ
る.有意な偏りを示した部位は中学生にしかみ

られず,容姿としての顔,輿,胸,脚の長さ,

足首,身長であった.いずれも,セルカウント

の偏りは私的自己意識が高いほど不満感を示す

者が多く,低いほど不満感を示すものが少ない

傾向が示されていた.

表8は,女性の各部位の評価における劣等感

の4分位とx2検定における危険率である.大

学生において有意な傾向がみられたものは足首

の部位 1つだけであり,多くは,中学生と高校

生であった.

公的自己意識と劣等感の強さの違いは,各身

体部位の評価に影響を及ぼしているが,私的自
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己意識は部位の評価に影響を及ぼしているもの

は少ない.また,女性の方に有意性が多く示さ

れており,特に中学生にその傾向が強い.

考 察

本研究の結果において,公的自己意識と劣等

感には有意な関わりがあった.また,私的自己

意識においても,弱いが劣等感と有意な関わり

があった.公的自己意識と私的自己意識の間に

も相関があった.これらのことは,自意識尺度

の下位概念である公的自己意識と私的自己意識

がいずれも自己に対しての注意に関わる尺度で

あることに起因する.また,公的自己意識が

｢自己の外面に対する注意｣と言うことを考え

れば,より劣等感と関わりが観察されることは

理解しやすい.公的自己意識の高い人は,他者

の評価的態度に敏感であり10),より他者の目を

意識する11)ことが報告されている.

公的自己意識は,男性よりも女性の方が高

かった.このことは,菅原8)による先行研究と

一致する.私的自己意識は,年齢が高いほど高

まる傾向が示された.劣等感は男性よりも女性

の方が高く,大学生よりも高校生の方が高かっ

た.中学生は中間に位置し,高校生や大学生と

の間に有意な差はなかった.つまり,女子高校

生の劣等感が最も高く,加えて,女性の方が公

的自己意識による他者の日を気にする傾向があ

ると言える.

劣等感は要求水準の高さによって有無が決定

され,必ずしも客観的な劣性と一致しない12)

(平凡社心理学事典)とある.このように考え

ると,高校生に身体の不満な部位の多い傾向な

ども理解できる.Harter13)は,一般的な自己概

念や自己価値は,特定の部位における妥当の感

覚と部位の重要性の評価における相互作用に

よって決定されるというcompetenceximpor-

tance modelを提 案 して い る.Mendelson,

White,Mendelson14)によれば,思春期男子は自

己評価に対する基準が低いため,女子に比べて

自己評価は高くなる傾向があるという.同様に,

矢倉,広江,笠置らユ5)は,小学生,中学生,大
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学生の調査において,女性は男性の2倍以上の

肥満意識をもち,実測値BMIよりも願望倍BMI

の方が小さな億を示したことを報告している.

このように,女性の方が理想とする基準が高い

のは一般的な傾向のようであり,そのため,全

体的に評価が低くなっているものと思われた.

さて,不満度が高い部位は,男性においては,

身長,繋の質,体重であり,女性においては,

太もも,体重,ふくらはぎであった.クラス

ター分析から,男性及び女性において,身体部

位の意味合いが異なることが推察された.三宅,

金本,枝村ら16)は,身体部位の満足度評定につ

いて男女別に因子分析を施し,男女の違いにつ

いて考察している.女性の因子構造では｢太さ｣

についての因子寄与が高いこと.そして,男性

よりも女性において,装飾や化粧に関わりのあ

る部分について因子が細かく分けられたことを

特徴として報告している.本研究においても,

女性の身体部位の評価に関して ｢太さ｣が重要

な要因になっていることが示され,先行研究と

一部において一致している.しかし,今回のク

ラスター分析の結果は,男性においてクラス

ターが細かく分けられ,男性のファッションの

多様化を伺わせるものであると考えられる.

また,身体部位の不満足感と年代変化の関わ

りとして,多くの部位において高校生で評価が

低いことが明確である.高校生の17,18歳は摂

食障害発症頻度の高い時期である17).摂食障害

患者は高い目標の持ち主であることが多く,痩

せていることが好ましいとの社会的圧力の反応

と考えられる.本研究では,男女共に高校生の

時期に身体部位の評価は低かった.身体部位の

評価の低さが摂食障害に結びつく可能性を示唆

する結果であるが,男女において身体部位の意

味合いの違いが生じたことを考えると,この結

果について,それぞれ別の要因から考察するこ

とが安当であろう.

Reynolds18)によれば,皮下脂肪厚において早

熟と晩熟の差が最も大きくなる時期は,女子に

おいて16歳であり,男子においては13歳程度で

ある.女性において身体評価に重安であるのは
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｢太さ｣であり,公的自己意識が男性より高い.

そして劣等感は女子高校生で最も高まっている

ことを考えると,成熟度による皮下脂肪厚の個

人差が大きくなる時期は劣等感などに拍車をか

ける原因となると推測される.

また,Reynolds19)は,早熟と晩熟で発育の影

響を考慮しても,筋および脂肪の差は消失しな

いことを報告している.早熟の子どもは晩熟の

子どもに比べて,筋の幅径が大きい.同時に脂

肪の幅径も厚い.すなわち,肥満の傾向にある

と考えられている.

女性においては ｢太もも｣｢体重｣｢ふくらは
ぎ｣が,皮下脂肪厚に関わる項目であることを

考えると,女子にとって皮下脂肪の成熟度合い

における違いが顕著になり時期を迎えることは,

個人差が明確になることであり,言い換えれば,

他者との違いを認識する機会が多くなる時期で

あると考えられる.そのことが高校生の身体の

評価において不満感の高まる一因と推測される.

成熟の指標として,良く用いられているもの

の中にPHV(PeakHeightVelocity)がある.
Marshall20)によって報告されたハ-ペンデン発

育研究プロジェクトにおけるデータによれば,

男性のPHVは13.9歳であり,女性は12.3歳で

ある.女性において身長の不満度は高くないた

めさほど関心は高くないものと推察される.一

万,本研究において,男性の最も不満を感じて

いる対象は ｢身長｣であった.男子中学生にお

いては,発育の過程である中学生の時期は,身

長の成長が見込めるため不満度が低く,成長が

止まるであろう時期に近づくにつれ,不満度が

増すのではないかと思われる.

女性において,公的自己意識と劣等感の違い

は各部位の評価に影響を及ぼしたが,私的自己

意識は部位の評価に影響は少ないものであった.

特に女子中学生において,公的自己意識や劣等

感が高くなるほど,身体の部位の評価が厳しく

なることが示された,このことは,自己の捉え

方に影響を受けているのではないかと思われる.

｢容姿としての顔｣の評価が,年代によって変

化していることは,自己の内面に対する注意を
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重んじることによる影響ではないかと推察され

る.また,中学生や高校生に比べて,大学生に

は私生活の上でファッションや化粧などの制限

がないことによる影響も考えられる.

仮に,ファッションや化粧などの自らの身体

を演出する手段によって,身体部位の評価が変

化すると考えた場合,これらの手段が,身体部

位の評価と心理的反応との関わりを暖味にして

しまう可能性は充分に考えられる.そのため,

中学生女子においてみられた劣等感の程度およ

び公的自己意識の程度と身体部位の評価の関わ

りが,大学生においてみられなくなったことの

一部要因となっているのではないかと推察され

る.大学生において,このような関連がみられ

ないのは,公的自己意識や劣等感の強いことが

身体部位の評価の低さに直接的につながらなく

なったということである.

実際は高校生において,身体部位の評価が最

も低く,かつ,劣等感も高いことが示されてい

る.つまり,公的自己意識の高低に関わらず,

一様に身体部位の評価を下げている他の要因が

高校生には存在すると考えられる.

このことから,特に女性において,身体的発

育に加えて,ファッションや化粧などの要因を

考えて身体の評価を捉える必要があり,性差の

みならず,発育過程において身体部位の評価に

影響する要因は異なることが推察される.その

ため,健康教育にも年齢に応じた対応が必要で

あることが示唆された.

本研究の結果は,女子中学生の劣等感や公的

自己意識の程度が四分位に位置する者は,身体

部位の評価が低い傾向がみられた.このことか

ら,実際の体重と著しく異なる状態であれば,

注意深く観察する必要があると思われ,発育の

個人差が顕著となる時期に,身体部位の評価の

低い個人,健康障害を引き起こす可能性のある

者をスクリーニングするための有効な情報が得

られたと思われる.今後,実測のデータと照ら

し合わせたより詳細な研究が求められる.
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ま と め

思春期における自己意識と身体部位の不満感

の関わりを分析し,次のような知見が得られた.

1)女性の公的自己意識は男性よりも高く,高

校生は劣等感が最も高い.

2)身体部位の不満感において男性と女性で異

なるものであり,最も身体部位の不満感が高

い部分は,それぞれ思春期男性においては身

長,思春期女性においては太ももであった.

3)多くの身体部位において高校生の評価は不

満が高い傾向があった.

4)中学生においていくつかの身体部位の評価

は,公的自己意識や劣等感という心理的特性

に関わりが示された.
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報 告 近畿圏内の短期大学における喫煙対策の現状

野 谷 昌 子*1,森 田 徳 子*2,大 川 尚 子*1,佐 藤 秀 子*1

山 本 咲 子*1,柳 生 善 彦*3,車 谷 典 男*2

*1関西女子短期大学保健科

*2奈良県立医科大学衛生学教室

*3奈良県内吉野保健所

Anti-SmokingPolicyintheCollegesinKinkiArea

MasakoNotani*i,NorikoMorita*2,NaokoOkawa*l,HidekoSato*1

EikoYamamoto*1,yoshihikoYagyu*3,NorioKurumatani*2
不lDivisionofHealth,KansaiWomeltscollege

*2DepartmentofHygiene,NaraMedicalUniversity

*3NaraPrefecturalUchiyosinoPLEblicHealthCenter

AmailquestionnairestudywasconductedinOctober2002for101collegestotaling106

campusesofIiinkiarea,Japan,aimingtoclarifythecurrentsituationsofcollegeswhere

manyarestillnon-adults,andtoobtainbasicstatisticsofanti-smokingpolicylnCOlleges.A

questionnairewassenttoapersoninchargeofanti-smokingpolicylnaCOllegeoffice.The
resultsobtainedwereasfoilows.

1.Aquestionnairewasreturned血･om 102campuses(96.2%).Ahalfofthecampuses

havelessthan500students.Morethanhalfofthemareforbothsexesandtherestfor

womenonly.

2.Regardingtherulesonsmoking,26.00/aofthecampusesprohibitedsmolting"in a

wholecampus",23.0% "insidebuildingsonly",and46.00/opermittedindesignatedsmok-

ingareasinthecampuses.Theprevalenceofprohibitionofsmoking lnaWholecampus"

wassignificantlyhigherincollegesforwomenonlythanforbothsexes.

3.Fortb.eantトsmokingconditionsatmajorfacilitiesinthecampuses,morethan90%of

thecampusesprohibitedstudentsfromsmokinginallofclassroomsandlibraries,andap-

proximately80%incafeteriasandstudenthalls.Onthecontrary,onlylessthan40%of

thecampusesprohibitedsmokinginadministrativeofficesandlaboratories.

4.Nodifferencewasfoundbydepartment,thenumberofstudentsandyearsofoperation

intheprevalenceofbeingsoldtobaccoswithinthecampuses.Tobaccovendingmachines

werenotinstalledandtobaccowasnotsoldatanystoresinthecampusesforwomen

only,butforbothsexes.

5.Inmorethan80%ofcampusesopportunitieswereprovidedforstudentsbeingnotified

onanti-smokingpolicyofthecollege.However,Onlylessthanhalfofstudentswere

taughtabouttheadverseeffectsoftobaccoonhealth.

Thepresentstudyshowedthatmeasuresonanti-smokingwereinsufficientinthecol-

leges.Therearemanynon-adultsincolleges,sothatitshouldbenecessarytoarrangebet-

terenvironmentsuchasremovaloftobaccovendingmachines,andtoincreaseopportuni-
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tiestolearnmoreabouttheadverseeffectsoftobacco,finallymakingstudentsmorecon-

sciousoftheirhealth.

Keywords:anti-smokingpolicy,rulesonsmoking,smokingpreventioneduca-

tion,college

喫煙対策,喫煙規制,喫煙防止教育,短期大学

Ⅰ.はじめに

近年,喫煙による健康影響に社会的な関心が

集まり,喫煙対策の議論も盛んになってきてい

る.1995年の旧文部省通知l)では 『学校の原則

禁煙』の見解が示され,2000年の厚生労働省｢健

康日本21｣2)においては 『たばこの健康影響につ

いての十分な知識の普及』『未成年者の喫煙防
也 (防煙)』等が2010年までの目標として掲げ

られた.また,2003年5月には健康増進法が施

行され,公共の場等における受動喫煙の防止措

置を講ずることが管理者に義務づけられた.

一方,未成年者を含む若年者の喫煙率は増加

傾向にあり,特に女性の喫煙率は増加している.

日本たばこ産業の実態調査3)によれば,1992年

まで10%台であった20歳代女性の喫煙率は1993

年以降20%台で推移しており,2001年は24.1%

と他の年代よりも高い.同じ年に実施された国

民生活基礎調査の結果4)においても,女性で喫

煙率が最も高いのは20歳代で22.7%と報告され

ている.

このような状況の中,教育機関における喫煙

対策は若年者の喫煙防止において重要な役割を

果たすと思われるが,その取り組みについては

あまり明らかにされていない.そこで,未成年

者の多い短期大学における喫煙対策の現状を明

らかにすることを日的とし,府県別喫煙率が全

国平均4)に近く,短期大学数が比較的多かった

近畿圏内の全短期大学を対象とし,自記式調査

票を用いて構内の喫煙規制や喫煙防止教育に関

する郵送調査を行ったので報告する.

Ⅱ,研究方法

1.対 象

2002年度版全国学校総覧5)に掲載されていた

近畿圏 (大阪府 ･兵庫県 ･奈良県 ･京都府 ･和

歌山県 ･滋賀県)内の全ての短期大学101校,

延べ106キャンパスを対象とした.

2.調査票の配布と回収

2002年10月初旬,各短大 (キャンパス単位)

の事務部宛に後述する調査票を郵送にて一斉配

布した.学内の喫煙対策関連担当部署の関係者

に回答を依頼し,同封の封筒による返信を求め

た.設定した2週間後の締め切 り期日までに返

送がなかった場合に限り,督促を一回行った.

3.調 査 票

調査票は,同種の先行研究6)を参考に著者ら

が独自に作成したもので,予備調査を経て最終

的にA4判 8頁,37項目の質問から構成した.

具体的には,創立年数や学生数 ･男女構成 ･学

科などの基本的事項,構内の全般的な喫煙規制,

講義室など主要施設内での喫煙規制,自動販売

機や構内売店でのたばこ販売の有無,喫煙規制

や喫煙防止に関する啓発の有無,事務室や研究

塞,教授会等での喫煙状況などに関する質問で

ある.これらに対する回答は,学科名や学生数

などの一部を除き,原則として予め用意した選

択肢から選ぶ形式とした.なお,構内の全般的

な喫煙規制に対する選択肢としては,｢敷地内
は全て禁煙 (以下,敷地内禁煙)｣｢建物内は全
て禁煙 (以下,建物内禁煙)｣｢基本的に禁煙だ
が,喫煙場所を設定 (以下,原則禁煙)｣｢基本
的に喫煙可だが禁煙場所を設定 (以下,原則喫

煙可)｣｢場所ごとに異なる｣｢規制なし｣の6
つを用意した.
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4.統計的解析

SPSSll.0JforWindowsを用いて,x2検定
による割合の差の検討を行ない,危険率が5%

未満の時に帰無仮説を棄却した.

Ⅲ.結 果

i.分析対象の内訳

101校中97校,キャンパス数にして102か所

(96.2%)から回答が得られた.その内訳を表

1に示す.創立年数20年以上の短大のキャンパ

スが81.4%と大部分を占め,500人未満の学生

数の所が約半数であった.学生の男女構成は共

学が53.9%と女子学生のみの44.1%に比べやや

多く,学科別には医療 ･看護 ･福祉に関する学

料 (以下,医療福祉系)を含むキャンパスが

23.5%,教育 ･保育に関する学科 (以下,教育

系)を含む所が34.3%,以上のいずれの学科も

含まない生活 ･家政などその他の学科 (以下,

他の学科系)を有する所が38.2%であった.な

お,医療福祉系と教育系の両学科を有していた

場合は前者に分類している.表には示していな

いが,設置者別には私立が91.2%と殆どを占め,

公立が7.8%,国立は1.0%で,地域別には大阪

府が42.2%と最も多く,兵庫県23.5%,京都府

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

表1 分析対象の内訳

キャンパス数 %

創立年数 ～ 4

5- 9

10-19

20-

9

9

9

4

0

4

5

5

1

2

8

5

6

6

3

2

8

学 生 数 0

4

8

9

0

9

0

1

6

2

4

3

1

0

1

2

7

2

5

3

1

9

9

9

9

9

9

4

9

I
9

答

1

～
i

i

i

回

0

0

0

5

0

0

1
,
2
,
無

男女構成 男女共学

女子 のみ

無 回 答

9

1

0

3

4

2

5

4

5

5

2

5

4

学 科 医療福祉系

教 育 系

他の学科系

無 回 答

5

3

りん
9

3

4

8

3

2

3

3

4

5

9

4

2

3

3

19.6%,奈良県7.8%,滋賀県4.9%,和歌山県

2.0%の順であった.

2.構内の全般的な喫煙規制状況

表2は,構内の全般的な喫煙規制に関する結

表2 学内の喫煙規制の状況

項 目 内 訳 合計
敷地内禁煙 建物内禁煙 原則禁煙 原則喫煙可 場所ごとに異なる

n % n % n % n % n %

全 体 100 26 26.0 23 23.0 46 46.0 1 1.0 4 4.0

創立年数 22Z芸芸至 芸; 2… …言二…コns l… ;≡:… 3; 三三:;

0

9

0
.
4

0

4

9

0

5

0

1

0

学 生 数 ≡zz文芸翌 芸… 三 ; …Z:呈コns 13 26.59 18.4 22 44.923 46.9
l

1

4

4

2

2

0

0

2

0

1

0

男女構成 男女共学

女子のみ …芸 233 5;:…コ**166 ;≡:≡
30 55.6

15 34.1
4

0

7

0

4

0

8

0

1

0

1

0

学 科 医療福祉系

教 育 系

他の学科系

7

1

1

1

7

1

2

3

2

5

3

8

1

3

5

8

2

3

3

7 30.4 10 43.5

nsZ 7 20.0 14 40.0

7 18.4 20 52.6

3

9

3

4

2

5

1

1

2

0

0

6

0

0

2

0

0

1

1項 目ごとに無回答があるため合計は100にならない.

213群間の分布の比較. **:p<O.ol ns:P>0.05(x2検定)
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キャン
バス数
25

20

15

10

5
0

20年以上前 10-20年前 5-10年前 5年以内

図1 喫煙規制が明文化された時期

果を有効回答の得られた100か所のキャンパス

の属性別に示したものである.全体では ｢原則

禁煙｣との回答が最も多く46.0%,続いて ｢敷

地内禁煙｣の26.0%,｢建物内禁煙｣の23.0%
の順であった.｢原則喫煙可｣｢場所ごとに異な

る｣は合計5.0%とごく少数であり,また,衣

には示していないが喫煙に関して ｢規制なし｣
と回答したキャンパスは皆無であった.こうし

た規制状況は,創立年数や学生数,学科の違い

で差は認められなかったが,女子学生のみの

キャンパスでは ｢敷地内禁煙｣が52.3%と過半

数を占めていたのに対し,男女共学の所ではこ

れより有意に低率の5.6%にとどまっていた(P

<0.01).男女共学で最も多かった回答は ｢原

則禁煙｣の55.6%であった.

表2のうち,喫煙場所が建物内に設置されて

いるのは ｢原則禁煙｣｢原則喫煙可｣｢場所ごと

に異なる｣に回答した計51キャンパスとなるが,

それらのうち ｢喫煙場所は非喫煙場所から独立

した空間か｣の質問に｢全ての喫煙場所で独立｣
と回答したキャンパスは20か所(39.2%)であっ

キャン
パス数

講義室 (一oo)

トイレ(100)

図番館(99)

食堂(94)

ロビー･廊下 (100)

学生会館 (100)

事務室 (100)

研究室 (101)

全面采煙 原則紫煙
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た.残りは独立していない喫煙場所を有してい

て,特に ｢全てで独立していない｣と回答した

所は51キャンパス中14か所 (27.5%)あった.

また,｢吸煙機等の喫煙対策機器｣を喫煙場所
の ｢全てに設置｣と回答した所は51キャンパス

中7か所 (13.7%)であったのに対し,｢全く
設置していない｣が33か所 (64.7%)と多くを

占めた.なお,喫煙場所が ｢全て独立｣してい

て,かつ喫煙対策機器が ｢全ての場所に設置｣

されていたのは4か所 (7.8%)のみであった.

喫煙規制を ｢文章として明文化している｣と

回答していたキャンパスは62か所(62.6%)あっ

たが,明文化した時期に対しても回答があった

49キャンパスの規制別の明文化した時期を図1

に示した.全体的にみると ｢明文化｣は過去5

年以内に増加していることが見てとれる.20年

以上前の時期は ｢敷地内禁煙｣が多かったのに

対し,5年以内では ｢原則禁煙｣が最も多い.

3.構内主要施設の喫煙規制状況

図2は構内の主要施設における喫煙規制状況

を示したものである.講義室と図書館は ｢全面

禁煙｣と回答したキャンパスが95%以上と最も

多い.食堂やロビー ･廊下等については同じく

｢全面禁煙｣が最も多かったが,講義室等の場

合よりもやや低い85%前後,学生会館 (学生

ホール)などでも同じく ｢全面禁煙｣が他に比

べて高率であったが,その値は前二者に比べさ

らに低い73.0%であった.これらに対して事務

室では｢全面禁煙｣と｢原則禁煙｣がともに36.0%

と最も多く,｢規制なし｣と回答したキャンパ
スも10.0%あった.研究室では ｢規制なし｣が

場所ごとに異なる 規制なし

50 100 0 50 100 0 50 100 0 5O 100
鶴 鶴 鶴 鶴

図2 学内主要施設の喫煙規制の状況
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全体

創立年数 20年未満

20年以上

学生数 500人未満

500人以上

男女構成 男女共学

女子のみ

学科 医療福祉系

教育系

他の学科系

自動販売機あり

0 10 20 30 0
鶴
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学内売店で販売

**:P<0.01

10

図3 学内でのたばこの販売状況

半数近い46.5%を占め最も多く,｢場所ごとに
異なる｣との回答がこれに次いでいた.

なお,教授会等の主な会議中の喫煙について

は ｢禁煙｣と回答したキャンパスが80.4%と最

も多かったが,｢規制なし｣の所が10.8%,｢会
議により異なる｣が7.8%であった.

4.構内でのたばこ販売の状況

図3に構内におけるたばこの販売状況を示す.

たばこの自動販売機が ｢あり｣と回答したキャ

ンパスは全体の10.8%であり,創立年数や学生

数あるいは学科の違いでは差は認められなかっ

た.しかし,女子のみのキャンパスでは設置率

が0%であったのに対し,男女共学では20.0%

と有意に高率であった (P<0.01).構内の売

店等でのたばこ販売に関する結果は自動販売機

の場合と同様で,男女共学のキャンパスが女子

のみの所に比べて有意に高率であった (P<
0.01).しかし,他の比較では同じく差は認め

られなかった.

5.喫煙防止教育の取り組み
表3に,学生を対象とした構内の喫煙規制と

喫煙の健康影響に関する啓発の取り組み状況を

示す.喫煙規制の説明は全体の84.3%のキャン

パスで実施されており,その機会としては ｢新

入生オリエンテーション｣時が82.4%と最も多

く,これに ｢在学生オリエンテーション｣の

35.3%が次いでいた.掲示物等による方法は

83.3%のキャンパスで実施されていて,掲示場

所として ｢ロビー ･廊下 ･トイレ｣｢学生掲示

20 30
%

板｣がともに過半数を超えていたが,｢保健管
理センター ･保健室｣｢講義室 ･実習室｣はい
ずれも20%以下と低率であった.その他の場所

としては喫煙場所周辺などがあげられていた.

冊子等には78.4%のキャンパスで記載されてお

り,｢学生便覧 ･要覧｣が最も多く,｢学生手帳｣
や ｢保健だより｣等は5%前後にとどまってい

た.

一方,喫煙の健康影響についての学習は

42.2%のキャンパスで実施されていた.その機

会としては ｢講義の中で｣が最も多かったが,

全体の1/4程度に過ぎず,｢講演会｣や ｢オリ
エンテーション｣時に実施はともに10%を下

回っていた.表には示していないが,学科別の

検討では医療福祉系で62.5%,教育系で48.6%,

他の学科系では28.9%で学習されており,医療

福祉系での実施率が有意に高率であった (P<

0.05).掲示物等は64.7%で利用されており,

場所としては ｢学生掲示板｣が約40%と最も多

く,次いで ｢保健管理センター ･保健室｣｢ロ
ビー ･廊下 ･トイレ｣と続き,｢講義室 ･実習
室｣は少なかった.学生用冊子等に喫煙の健康

影響を記載と回答していたキャンパスは全体の

29.4%であったが,｢学生生活案内｣が最も多
くて10.8%,これに ｢学生便覧 ･要覧｣と ｢保

健だより｣が続き,｢学生手帳｣へ記載はごく
少数であった.その他では広報誌,学内新開な

どへの記載があげられていた.
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表3 喫煙防止教育の取り組み (重複回答)

喫煙規制の説明 健康影響の学習
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機 会 新入生オリエンテーション

在学生オリエンテーション

講義の中で

講演会

その他 (ホームルーム等)

n % n %-W

0

9

5

8

0

2

5

6

7

2

22

6

7

8

2

24

3

0

0

9

2

5

0

｢⊥
5

8

3

4

6

0

1

6

8

3

掲示物等 講義室･実習室

学生掲示板

ロビー･廊下･トイレ

保健管理センター･保健室

その他 (喫煙場所等)

9

2

5

4

9

3

9

3

8

2

3

2

2

4

0

4

9

3

4

2

2

7

9

8

7

7

2

6

7

4

5

冊 子 等 学生便覧･要覧

学生生活案内

学生手帳

保健だより

その他(広報誌･学内新開等)

※キャンパス数102に対する割合

Ⅳ.考 察

本研究の調査対象である短期大学には未成年

者も多く含まれているが,構内の喫煙規制状況

は ｢原則禁煙｣が46.0%と過半数近くを占め,

｢敷地内禁煙｣｢建物内禁煙｣が各々25%前後
であった (表2).著者らが調べた限りでは,

短大 ･大学など高等教育機関における同種の報

告は見当たらず,今回が初めての報告と思われ

る.

喫煙規制のうち ｢敷地内禁煙｣の割合に注目

すると,創立年数 ･学生数 ･学科別で差は認め

られなかったが,男女共学のキャンパスでは女

子のみの場合に比べ有意に低率であった,また,

構内のたばこ販売は男女共学のキャンパスでは

20%で販売されていたのに対し,女子学生のみ

キャンパスでは皆無であった (図3).我が国

の喫煙率は諸外国に比べ,男性が高く女性が低

いという特徴がある7).若い女性の喫煙は増加

傾向にあるものの,平成13年の国民栄養調査8)

では20歳代の喫煙率は男性58.9%,女性16.1%

8

8

0

8

9

7

0

2

7

4

1

8

1

2

8

5

日
リ

9

6

9

9

9

2

0

6

3

5

5

2

4

1

7

4

6

5

2

と報告されている.また,大学生の喫煙率につ

いても男子学生27.4%から36.7%9ト11)に対して,

女子短期大学生8.30/Oから130/012ト14)と報告され

ており,調査年や調査対象の属性は異なってい

るものの,男女間の喫煙率には差が認められる.

大学生を対象とした調査9)において,喫煙への

意識について男女差があり,女性は喫煙すべき

ではないという考えが男子学生にあることが指

摘されている.若い女性の喫煙が望ましくない

というわが国の伝統的な考えが背景にあり,こ

のことが同じ短大であっても,本研究のように,

女子学生のみの短大での喫煙規制を厳しくして

きたと考えられる.

構内主要施設の喫煙規制の割合は,講義室等

では高率であったが,食堂や学生会館等では若

干低率であった (図 2).医学部の調査6)や着護

教育機関の報告15)においても,講義室等の学習

の場に比べ食堂などの休憩の場における規制割

合が低いことが指摘されており,今回も同株の

結果と言える.注目されるのは研究室と事務室

等での喫煙規制割合が著しく低率であったこと
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であろう.教職員の喫煙は,研究室や事務室を

利用する学生の受動喫煙の機会を増やすととも

に喫煙習慣形成に影響するため,空間分煙を徹

底するか,学生の入室の多い時間を禁煙にする

などの時間分煙を進める必要があると考える.

教師を対象としたこれまでの調査16-王9)で,喫煙

者は非喫煙者より学内の禁煙 ･規制に対する意

識が低いことが指摘されており,学内の喫煙規

制を徹底させるためには,喫煙習慣のある教職

員に対する働きかけも必要不可欠であろう.

喫煙規制の明文化は最近の5年間で増加して

おり,特に ｢原則禁煙｣の増加が目立っている

(図1).旧文部省から1995年に学校の原則禁

煙との見解1)が示されたことなども影響してい

ると考えられる.一方,｢敷地内禁煙｣は20年
以上前から明文化されていた所が多い.喫煙規

制が途中から変化すると,学生に戸惑いが生じ

周知が難しいことが報告されており20),規制を

新しく変える際に敷地内全ての喫煙場所を無く

すのは困難な様子がうかがえる,創立時やキャ

ンパスの移転時などに明文化し,周知徹底する

ことの必要性が示唆されたと言える.

たばこの販売については,平成13年に未成年

者喫煙防止法が改正され,販売時に年齢確認等

の措置を講ずることが定められた.今回の未成

年者の多い短大で,11キャンパスと少数では

あったが自動販売機の設置が認められていたこ

とは,この改正が徹底されていないことを示す

ものである.

喫煙の健康影響について学生を対象とした学

習機会を提供しているキャンパスは半数以下で

あった (表3).短期大学生の大部分が在学中

に社会的に喫煙が許容される20歳を迎えるため,

この時期の学習は少なからず将来の喫煙習慣に

影響を及ぼすと考えられる2ト22).講義等を通し

て健康影響についての理解を深めるとともに,

近年開発が進められている喫煙防止教育プログ

ラム23～25)の導入や喫煙者に対する禁煙支援等の

積極的な取り組みが必要であると考える.

今回の調査は健康増進法施行前に実施したも

のである.2003年5月から,多数の者が利用す
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る施設の管理者に受動喫煙を防止するために必

要な措置を講ずることが義務づけられた.この

施設の中には学校も含まれている.本研究が健

康増進法施行後の喫煙対策の推進状況を検討す

る基礎資料としても役立つことが期待される.

V.ま と め

未成年者の多い短期大学の喫煙規制現状を明

らかにし,喫煙対策のための基礎資料･を得るこ

とを目的として,近畿圏内の短期大学101校,

延べ106キャンパスを対象とし,2002年10月に

自記式調査票を用いた郵送調査を行った.回答

は喫煙対策関連部署の関係者へ依頼し,以下の

ような結果が得られた.

1.調査票は97校,延べ102キャンパス(96.2%)

から回収された.学生数は500人未満が約半

数であり,男女共学が女子学生のみよりやや

多かった.

2.構内の全般的な喫煙規制状況は,｢敷地内
禁煙｣が26.0%,｢建物内禁煙｣が23.0%,｢原
則禁煙｣が46.0%であった.｢敷地内禁煙｣
の割合は,男女共学のキャンパスに比べ女子

のみの場合は有意に高率であった.

3.構内主要施設の喫煙規制状況は,講義室 ･

図書館等においては ｢全面禁煙｣が90%以上

と高率であったが,食堂や学生会館 (学生

ホール)などの休憩スペースは約80%とやや

低率であった.一方,事務室 ･研究室等では

｢全面禁煙｣の割合は40%以下と著しく低率

であった.

4.女子学生のみのキャンパスでは自販機 ･構

内売店ともにたばこが販売されていなかった

のに対し,男女共学のキャンパスでは販売率

が高かった.

5.学生を対象とした喫煙規制についての説明

は80%以上のキャンパスで実施されていたが,

喫煙の健康影響等について学習されていたの

は半数以下であった.

今回の研究で,短期大学における喫煙対策は

十分でないことが明らかとなった.短期大学に

は未成年者も多いことから,自動販売機を撤去
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するなど学内環境を整備するとともに,喫煙の

健康影響等についての学習機会を増やし,学生

の健康意識を高める必要があると思われる.な

義,本研究は健康増進法施行前の結果であり,

施行後における喫煙対策の推進状況の検討を今

後の課題としたい.
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蚕~~葡 第5周囲田審学校像健学会⑳富寮内 吃第5報》
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年次学会長 皆川 興栄 (新潟大学教育人間科学部)

1.期 日 2004年11月12日(金)-14日(日)

学会案内URL http://www･jash51･com

2.会 場 宋鷺メッセ

〒9501)078 新潟県新潟市万代島6番1号

会場URL http‥//www.niigata-bandaijima･com/access/access0f･html

【p402の案内図参照】

3.主 催 日本学校保健学会

4.共 催 新潟県学校保健学会

5.後 援 文部科学省

柳 日本学校保健会

新潟県

新潟県教育委員会

新潟市

新潟市教育委員会

新潟県医師会

新潟県歯科医師会

新潟県学校薬剤師会

新潟県養護教員研究協議会

新潟県学校栄養士会

柳新潟県学校保健会

6.テーマ

7.参加費

当日参加

｢社会で生きてはたらく学力と学校保健｣

懇親会費

講演集代のみ

(一般) 9,000円 (講演集代込み)

(学生 ･院生) 5,000円 (講演集代込み)

7,000円 (ウオーターシャトル乗船料込み)

3,000円 (送付の場合､送料等500円追加)
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8.参加受付について (下図参照)

1)-般的事項

◎第51回日本学校保健学会の参加受付は､11月13日出および14日(日)の､いずれも8:30より､アトリ
ウムエスカレーター前にて行います｡

◎学校関連資料受領のため､事前登録､当日参加にかかわらず､必ず受付を行って下さい｡

◎会場内では､必ず参加証 (名札)をお付け下さい｡

◎懇親会の受付も併せて行っています｡

2)事前参加登銀の方々へ

･受付にてお名前と所属をご確認され､学会関連資料をお受け取り下さい｡

3)当日参加の方々 (事前登銀以外の方々)へ

･受付にて､必要事項 (お名前､住所等)をご記入の上､参加費をお支払いいただき､講演集､年

次学会関連資料､参加証 (名札)をお受け取りになり､参加証に必要事項をご記入下さい｡

･懇親会にご出席希望の方は､当日懇親会の受付を行って下さい｡

※⊂コ が実際の受付コーナーとなります｡

l 当日懇親会 日 北海道 .東北 暮 l 九州 .沖縄

コ 丁 目 † †-デイネ一夕- ll学会員 (地区削) i [二重空室亘コ

ンンポジストパネリスト † †i

教育講演者 】 コメノア一夕- ｢【盲南東 ｢ l当日参加 l ｢す ~盲｢

◇
受付区分のご案内

9.懇親会

懇親会は､11月13日出の18:30より､ホテルオークラ新潟で行います｡
【詳細はP403参照】

10.役員会 ･総会
日本学校保健学会 常任理事会 11月12日(金) ll:30-13:00 D会場
日本学校保健学会 理事会 11月12日(金) 13:00-15:00 D会場
日本学校保健学会 評議員会 11月12日(金) 15:00-17:00 E会場
日本学校保健学会 総会 11月13日(土) 13:00-14:00 A会場

ll.委員会

学会活動委員会 11月13日(土) 12:00-13:30 P室
国際交流委員会 11月14日(日) 12:00-13:30 M窒
編集委員会 11月14日(日) 12:00-13:30 P室
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12.関連行事
教員養成系大学保健協議会 11月12日(金) 9:00-15:00 G会場
日本教育大学協会全国養護部門総会 11月12日(金) 9:00-12:00 E会場

13.機器等展示､書籍展示 ･販売

11月13日(土)および14日(日)に､J会場で行います｡

14.会場に関わる留意点
･学会期間中､本学会会場内は全面禁煙とします｡
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15.昼食､クローク､休憩所等
･会場内にレストランがございますが､数が限られています｡お弁当の予約は､11月13日出
および11月14日(日)の9:00-9:30にアトリウムエスカレーター前にて受付ます (予定
個数に達した場合は受付を締め切らせていただきます)0

･クロークは2F奥に受付を設けます｡お預かりするのは当日限りですOお預かりする時
間は次の通りです｡

11月13日(土) 8:30-17:45
11月14日(日) 8:30-16:00
･会場内の休憩所は､J会場に設けています｡ドリンクサービスコーナーがあります｡

16.宿泊､交通､エキスカーション等

年次学会事務局では取り扱いません｡いずれもJTB新潟支店に委託しますので､ ｢学校
保健研究｣第46巻第1号89-94頁または下記URLでご覧ください｡

http://www.jtb.co.jp/society/institution/hoken/
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毎次学会事務贋案内

1.一般的事項の問い合せ

〒950-2181 新潟県新潟市五十嵐2の町8050

新潟大学教育人間科学部

第51回日本学校保健学会事務局 (事務局長 新潟大学教育人間科学部 笠井直美)

URL:http://www･jash51･com

2,参加登録等の問合せ

〒950-0088 新潟市万代2丁目4-15-101

㈱新潟コンベンションサービス 第51回日本学校保健学会事務取り扱い

TEL 025-240-5400 FAX 025-240-5432

E-Mail:niicon@net-web.ne.jP

3.演題申込 ･発表 (一般口演､ポスター)受付について

〒940-0032 新潟県長岡市干場1-2-17

(都めぐみ工房 第51回日本学校保健学会事務取り扱い

TEL 0258-32-7427 FAX 0258-35-5912

E-Mail:jash51@megumi-kobo.com

4.年次学会期間中の問合せ

①全般的事項 K室 (事務局本部)

②参加登録等 アトリウムエスカレーター前参加受付

-般演題番号に雷もl雷

l暮口頭発表

可忍 GF?U ◎ - ◎5
13El 午前 会場名 同一会場での

14日 午後 発表番号

2.ポスター発表

旦 旦些 L-1 墨塁
ポスター 13日 同一日での

14日 発表番号
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党患者鴨⑳富寮内

1.口頭発表について

･1演題について､発表時間10分､質疑応答時間5分とします｡

･発表15分前までに､各会場受付にて発表の受付を済ませてください｡

･進行は座長に-任されています｡発表､質疑応答等､座長の指示に従ってください｡

･発表ではOHPを使用できます｡但し､パソコン､スライド等は使用できません｡

･配布資料がある場合には､早めに80部を各会場の受付までお持ちください｡

･資料のコピー､印刷は会場内のコピーサービスをご利用下さい｡ (有料)
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2.ポスター発表について
1)進行

･11月13日(土)と14日(日)の二部形式で行います｡各部ともC会場(2F)です｡

･各セッションの指定時間に､貼付､掲示､発表 ･討論を行ってください｡(下表参照)

･討論時間中は､ご自分のポスターの前に待機し､発表 ･討論を行ってください｡進行

は発表者にお任せします｡

･討論終了後は､速やかにポスターを取り外してください｡

11月13日 (土) 11月14ー∃ (日)

貼 付 12:30-14:30 9:00-10:00

掲 示 14:30-15:30 10:00-ll:00

討 論 時 間 15:30-16:30 ll:00-12:00

取 り外 し 16:30-17:30 12:00-14:00

2)掲示要領等 (下図参照)

･演題番号は､ポスターパネルの上部左側に表示しています｡
･ポスターの内容は､タイトルを含めてパネル (縦240cmX横120cm)に収めてください｡

･発表内容とは別に､演題名､発表者名､所属を記入した ｢タイトル｣をご用意くださ

い｡尚､パネル全体が昨年 (縦180cmX横90cm)より大きくなっています点にご留意

ください｡ (昨年の ｢タイトル｣は縦20cmX横70cm)

･掲示用のピン､画鋲等は各自でご用意くださいO
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会 場 案 内 図

会場照合表

会場名 朱鷺メッセでの名称 フロア 主な企画等

A会場 マ リ ン ホ ー ル

B会場 スノーホールA

C会場 ス ノーホールB

D会場 中会議室301B

E会場 中会議 室301A

F会場 中会議 室302B

4 F 学会長講演､特別講演､シンポジウム､総会

2 F 数育講演､パわレディスカッション､学会奨励賞講演

2 F ポスター展示

3 F 一般口演､常任理事会､理事会､フォーラム1

3 F M般口演､ワークショップ1､フォーラム2

3 F --般口演､ワークショップ2
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団 ′ 会報控室2

//＼ ｢ h h＼ ＼ /＼ /＼// ＼/ ＼ I

＼ ＼ /＼

m 女子LLLL イレ ､車事メ-､rJ.′<----メ-.--､′､=/ ◆

..〔敷 .～l肇 敬 ∫+∴㌧ エレベーター./ p室 H等 場 エスカレー喋㌘ ∴｣≡ ≡芸工 ⊥

金持控会議控t■室3 上』 ~~~~i l-戯 曲 感 づ
∴軍琴-′マリンホヤ!レ 葦トイ

t 喫慧 山 羊トまホウイエ エス力レま盛 茎蛋
～

G会場 中会議 室302A

H会場 小会議室303･304

Ⅰ会場 小会議室306･307

J会場 2 0 1 号 室

K 窒 小 会 議 室 202

L 室 小 会 議 室 203

M 室 小 会 議 室 204

N 室 特 別 応 接 室

P 窒 小 会 読 者
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3 F 一般口演､ワークショップ3､フォーラム3

3 F 一般口演､評議員会

3 F 一般口演

2 F 機器等展示､書籍展示.販売､休憩所､ドリンクサービスコーナー

2 F 事務局本部

2 F シンポジウム打合せ室 ･控え室

2 F シンポジウム打合せ室 ･控え室､国際交流委員会

4 F 特別講演控え室､パわレディスカッション打合せ室.控え室

3 F 学会活動委員会､編集委員会
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変 通 ⑳ 雷寮 肉

<JR新潟駅>

【バス】所要時間約10分 料金180円

乗車 :JR新潟駅万代ロバスターミナル6番線佐渡汽

船線

下車 :｢朱鷺メッセ｣停留所

【タクシー】所要時間約5分

【徒歩】所要時間約20分

<新潟空i巷>

【バス】所要時間約30分 (バス20分+徒歩10分)

料金350円

乗車 :新潟空港 (新潟駅-新潟空港線)

下車 :万代シティバスセンター前下車､万代シティバ

スセンター6番線佐渡汽船線に乗り換え､｢朱

鷺メッセ｣停留所

【タクシー】所要時間約20分

<高速道路>

北陸自動車道新潟酉ICより約15分

※会場朱鷺メッセ併設の駐車場は1時間200円でご利

用になれます｡
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懇親会◎富寮内

1.日 時 11月13日(土) 18:30-20:30

2.場 所 ホテルオークラ新潟 4Fコンチネンタルルーム

懇親会URL http://www.okura-niigata.com/konshinkai/

403

3.参 加 事前受付を原則としますが､当日希望の方はできるだけ早 く受付で手続 きしてください ｡

4.参加費 7,000円 (飲食､ウオーターシャトル乗船料､税 ･サービス料含む)

5.朱鷺メッセからのアクセス方法 (できるだけ信濃川ウオーターシャトルをご利用下さいo)

【信濃川ウオーターシャトル】 所要時間 約10分

ダイヤ (朱鷺メッセ発) :17:00､17:10､17:30､17:40､18:00､18:10

【タクシー】 所要時間 約5分

【徒 歩】 所要時間 約15分
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第51圃田本学校恩寵学会

宮 田 ダ 矛 息

｢号 会長講演 l
l1月13日(土) 9:20-10:00 A会場

ライフスキル教育の研究と課題

講演者 :学会長 皆川興栄 (新潟大学教育人間科学部教授)

座 長 :森 昭三 (びわこ成瞳スポーツ大学学長)

l,i-T刈 試ii_
Ⅰ.11月13日(土) 10:00-ll:15 A会場

学校におけるライフスキル教育の役割

講演者 :Je汀Lee(ExecutiveDirector,TheMentorFoundation,UK)

座 長 :皆川興栄 (新潟大学教育人間科学部教授)

Ⅲ.11月13日(土) ll:15-12:30 A会場

医学の進歩 こころと免疫

講演者 :安保 徹 (新潟大学教育研究院医歯学系教授 ･免疫学)

座 長 :杉本英夫 (新潟大学教育人間科学部教授)

師 藩1
1.11月13日(土) 14.'30-15:15 B会場

最近の感染症と学校の対応

講演者 :鈴木 宏 (新潟大学教育研究院医歯学系教授 ･公衆衛生学)

座 長 :衛藤 隆 (東京大学大学院教育学研究科教授)

2.11月13日(土) 15:15-16:00 B会場

学校での健康教育の考え方と進め方

講演者 :和唐正勝 (宇都宮大学教授 ･学校保健学)

座 長 :松本健治 (鳥取大学地域学部教授)

3.11月13日(土) 16:00-16:45 B会場

心身医学からみた心の健康と学校保健

講演者 :横井浩治 (新潟医療福祉大学教授 ･精神医学)

座 長 :後藤雅博 (新潟大学医学部保健学科教授)

4.11月13日(土) 16:45-17:30 B会場

認知 ･行動科学的技法で性 ･エイズ教育を変える

講演者 :武田 敏 (千葉大学名誉教授 ･性教育)

座 長 :市村国夫 (熊本大学教育学部教授)

5.11月14日(日) 9:30-10:15 B会場

学校における薬品管理

講演者 :新沢 彰 (新潟県学校薬剤師会副会長 ･学校薬剤師)

座 長 :鬼頭英明 (文部科学省体育局学校健康教育課教科調査官)

6.11月14日(日) 10:15-ll:00 B会場

アメリカにいる日本の子ども達とスキル教育

講演者 :校本輝彦 (海外子女琴育情報センター所長 ･海外子女教育)

座 長 :大洋清二 (大妻女子大学人間生活科学研究所教授)
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シンポジウム
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1.11月13日(土) 14:00-15:50 A会場

s1:｢学校保健と地域保健の連携 一生活習慣病対策の問題点とこれからの展望-｣
コーディネーター

S1-0 学校保健と地域保健の連携 一生活習慣病対策の問題点とこれからの展望一
西山悦子 (新潟大学教育研究院医歯学系教授)

シンポジス ト

Sl-1 小児生活習慣病の現状と課題

菊池 透 (新潟大学教育研究院医歯学系講師)

Sト2 学校保健と地域保健の連携 -生活習慣病対策の問題点とこれからの展望一

高橋山菜 (新潟医療福祉大学医療技術学部教授)

Sト3 学校保健と地域保健の連携 -生活習慣病対策の問題点とこれからの展望-

脇川恭子 (新潟県聖寵町立亀代小学校養護教諭)

S1-4 学校保健と地域保健の連携 -生活習慣病対策の問題点とこれからの展望-

森脇千恵美 (新潟県巻健康福祉事務所保健師)

2.11月13日(土) 15:50-17:40 A会場

S2:｢養護教諭と健康教育｣
コーディネーター

S2-0 養護教諭と健廉教育

福嶋栄子 (新潟県養護教員研究協議会会長)

シンポジス ト

S2-1 ヘルスプロモーションの理念と健康教育

-養護教諭が健康教育 ･ヘルスプロモーションに関してできること-

高橋浩之 (千葉大学教育学部教授)

S2-2 育てるカウンセリングを心と体の健康に生かす

岡田 弘 (聖徳栄養短期大学助教授)

S2-3 実践力を高める健康教育をめざして

行方美幸 (新潟大学教育人間科学部附属長岡中学校養護教諭)

S2-4 養護教諭の職の特性と健康教育

斎藤久美 (埼玉県さいたま市立大宮小学校養護教諭)

3.11月14日(日) 9:30-ll:20 A会場

S3:｢学校保健行政の今日的課題｣
コーディネーター

S3-0 学校保健行政の今日的課題について

遠藤元男 (新潟大学教育人間科学部講師)

シンポジス ト

S3-1 新潟県における学校保健の課題

金子博信 (新潟県教育庁保健体育課指導主事)

S3-2 新潟市児童 ･生徒の生活習慣病予防対策事業の実施と課題

栗林祐子 (新潟市教育委員会指導主事)
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S3-3 学校保健行政の今日的課題

結城 瑛 (新潟県学校保健会会長)

S3-4 学校現場の立場から見た学校保健行政の現状と課題

-中学校における健康教育の現状と課題-

丸井淑美 (埼玉県狭山市立入間野中学校養護教諭)
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4.11月14日(日) 13:00-14:50 A会場

S4:｢若者のエイズ･STD増加にどう対応するか

一性 ･エイズ教育のあり方 ･進め方を考える-｣
コーディネーター

S4-0 若者のエイズ･STD増加にどう対応するか

一性･エイズ教育のあり方･進め方を考える一

松岡 弘 (大阪教育大学名誉教授)

シンポジスト

S4-1 性 ･エイズ教育の実践と改善への提言

松岡 弘 (大阪教育大学名誉教授)

S4-2 学校性 ･エイズ教育の状況 ･問題点とその進め方 ･改善

内山 源 (茨城女子短期大学教授)

S4-3 母性看護の立場から見た性 ･エイズ教育の提言

リプロダクテイブヘルス/ライツとジェンダーの視座

佐山光子 (新潟大学教育研究院医歯学系教授)

S4-4 若者のエイズ･STD増加にどう対応するか 一便 ･エイズ教育のあり方-

相木久美江 (Jl旧 市立南中学校養護教諭)

5.11月14日(日) 13:00-14:50 B会場

S5:｢学校歯科保健における予防プログラムと健康日本21｣

コーディネーター

S5-0 学校歯科保健における予防プログラムと健康日本21

-新潟県における歯科保健のプロモーションー

八木 稔 (新潟大学教育研究院医歯学系助教授)

シンポジスト

S5-1 予防を中心に考える学童期の歯科保健 学校歯科保健のあり方

-口腔保健から全身の健康と社会生活の向上へ一

首崎秀夫 (新潟大学教育研究院医歯学系教授)

S5-2 国際的視野からみたわが国の学校歯科保健活動

川口陽子 (東京医科歯科大学大学院健康推進歯学分野教授)

S5-3 新潟県の学校歯科保健におけるう蝕予防プログラム

学校ベースのフッ化物洗口プログラム -その成果と課題-

佐久間汐子 (新潟大学医歯学総合病院口腔保健科講師)

S5-4 成人歯科保健とくに歯肉炎および歯周疾患予防の導入時期としての学校歯科保健

蔑原明弘 (新潟大学教育研究院医歯学系助教授)
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パネルデ ィス カ ッシ ョン (学会活動委員会 共同企画)
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11月14日(日) ll:00-13:00 B会場

｢"総合的な学習の時間"を検証する｣

コーディネーター

panel-0 ｢総合的な学習の時間｣を検証する -パれ レディスカッションにあたって-

瀧滞利行 (茨城大学教育学部教授)

パネリス ト

panel-1あらゆる学びに ｢いのち-存在を深 くとらえる｣という視点を貫 く

金森俊朗 (金沢市立西南部小学校教諭)

paneト2 ｢総合的な学習｣としての健康学習の取 り組みを各地に追って

-2,3の教育現場との継続的な関わりに学んで-

住田 実 (大分大学教育福祉科学部教授)

paneト3 ｢総合｣を創造する子ども･教師 一社会参加の観点から ｢総合｣を考える一

宮薗 衛 (新潟大学教育人間科学部教授)

[± 才一ラム l

※フォーラムは､市民開放のプログラムです｡学会員でなくフォーラムに参加を希望される方は､参

加証を発行 しますので､次の学会事務局にFAXでご連絡下さい｡

なお､FAXには､希望される参加者の名前 ･所属のリストとともにFAX最上段に ｢フォーラ
ム参加､参加希望フォーラム名｣を記入して下さい｡

FAX:025-240-5432

豚新 潟コンベンションサービス 第51回日本学校保健学会事務取 り扱い

※非学会員は､フォーラム以外のプログラムには参加は出来ません｡他のプログラムに参加ご希望の

方は当日会員の手続きを行ってください｡

1.11月14日(日) 13:00-15:00 E会場

Fl:食と健康フォーラム ｢望ましい食教育のあり方を考える｣

コーディネーター

F卜0 望ましい食教育のあり方を考える

-食に関する指導は ｢成果｣の共有化から-

田村志喜子 (新潟県中越教育事務所指導主事)

コメンテーター

Fl-1 毎日の献立を生きた教材として活用する ｢食に関する指導｣
小林由美子 (新潟県長岡市立阪之上小学校栄養主査)

F卜2 学校 ･家庭 ･地域と連携 した食教育をめざして

堀川智子 (新潟県上越市立乗本町小学校教諭)

Fト3 健康の土台作 りはよりよい生活習慣から

鈴木裕子 (新潟県三島郡出雲崎町立出雲崎中学校養護教諭)

F1-4 望ましい食教育のあり方を考える

斎藤浩子 (新潟県新潟市立関屋小学校保護者)
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2.11月14日(日) 13:00-15:00 D会場

F2:身体活動と健康フォーラム ｢ウエルネスライフとSport｣

コーディネーター

F2-0 ウエルネスライフとsport

杉本英夫 (新潟大学教育人間科学部教授)

コメンテーター

F2-1 ウェルネスライフとは

野崎康明 (同志社女子大学教授)

F2-2 生涯にわたる健康づくり

長崎浩爾 (新潟県健康づくりセンター主任)

F2-3 健康生活は年齢相応がいい

小林綾子 (高齢者スポーツクラブ ｢YUME-津南｣メンバー)

3.11月14日(日) 13:00-15:00 G会場

F3:タバコと健康フォーラム ｢すべての教育機関の全面禁煙を目指して｣
コーディネーター

F3-0 すべての教育機関の全面禁煙を目指して

- ｢タバコのない学校｣推進プロジェクトの活動と学校敷地内禁煙の動向-

家田重唱 (中京大学教授)

コメンテーター

F3-1 未成年喫煙への禁煙治療から ｢大学禁煙化プロジェクト｣まで

高橋裕子 (奈良女子大学保健管理センター教授)

F3-2 喫煙防止プログラム ｢ケムケムケロ｣インターネット版の開発

野津有司 (筑波大学体育科学系助教授)

F3-3 未成年者の喫矧防止と学校敷地内禁煙 -新潟県の現状と今後の展望-

関 奈緒 (新潟大学教育研究院医歯学系助手)
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ワークショップ
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※ワークショップに参加ご希望の方は､資料準備の都合上､ご所属､お名前､ワークショップ1また

は､ワークショップ2､または､ワークショップ3に参加希望と書いてeメールまたはFAXで下

記にご連絡 ください｡参加は､1つのワークショップだけです｡参加締め切 りは､2004年10月30日

tt)ですo

E-Mail:niicon@net-web.neJP FAX :025-240-5432
(槻新潟コンベンションサービス 第51回日本学校保健学会事務取 り扱い

1.11月12日(金) 17:20-19:20 E会場

w l:｢国際学校保健協力｣
W卜0 国際学校保健協力ワ-クショップ (研究集会)を開催するにあたって

大滞清二 (大妻女子大学人間生活科学研究所教授)

笠井直美 (新潟大学教育人間科学部助教授)

協力 suthiPanitchareonnam

(FormerPl･Ofessor,FacultyofEducation,SrinakarinwirotUnlVerSity,Thailand)

SittiponSrilar(EducatlOnaISupervisol･,Ministl･yofEducation,Thailand)

2.11月12日(金) 17:20-19:20 F会場

W2:｢教師のためのライフスキル トレーニング｣
W2-0 教師のためのライフスキル トレーニング

皆川興栄 (新潟大学教育人間科学部教授)

小池 晃 (新潟市立大形小学校教頭)

丸山久志 (新発田市立五十公野小学校教諭)

松原大介 (新潟県北蒲原郡聖寵町立聖寵中学校教諭)

協力 JeffLee(ExecutiveDirector,TheMentorFoundation,UK)

50名に達 し次第､締め切 ります｡

3.11月12日(金) 17:20-19:20 G会場

W 3:｢学校精神保健における家族支援技法｣

W3-0 学校精神保健における家族支援技法

後藤雅博 (新潟大学医学部保健学科教授)

川嶋義幸 (南浜病院医師)

60名に達 し次第､締め切 ります｡

奨励研究賞受賞講演
11月14日(日) 9:00-9:30 B会場

中学生のス トレッサ-､自己効力感､ソーシャルサポー トとス トレス反応の因果構造モデル

講演者 :今村幸恵 (東洋大学附属牛久高等学校)

共同研究者 :服部恒明 (茨城大学教育学部)､中村朋子 (茨城大学教育学部)

座長 :横尾能範 (神戸大学名誉教授)
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-般発表 (田演)

11月13日(土) 14:00-

D会場

13pD:発育 ･発達/保健指導/歯科保健/環境教育 ･環境保健

座長 :小林正子 (国立保健医療科学院生涯保健部)

13pD-01 発育期における骨量獲得状況の検討

○米元まり子 (市原市立有秋中学校)､杉森裕樹 (聖マリアンナ医科大学)､佐野富士子 (市原

市立八幡中学校)､橋口幸子 (千葉県立船橋乗高等学校)､江波戸裕子 (八日市場市立第二中学

校)､木嶋晴代 (市原市立里見小学校)､LLl辺幸子 (市原市立柿崎中学校)

13pD-02 わが国におけるBM lの年齢変化についての年次推移

○松本健治 (鳥取大学地域学部)､国土将平 (鳥取大学地域学部)

13pD-03 学校医による肥満判定と標準BM l法による肥満度

○増井夕美 (山東小学校)､青木京子 (和歌山市教育委員会)､土谷由味 (雑賀崎小学校)､松本

久美子 (和歌山大学附属養護学校)､吉岡千彰 (有功小学校)､古家奈美 (河西中学校)､北山敏

和 (田辺第三小学校)､坂田清美 (和歌山県立医科大学)

座長 :西嶋尚彦 (筑波大学人間総合科学研究科)

13pD-04 縦断的資料からみた思春期の身体発育とインスリン抵抗性との関係

○宮井信行 (和歌山県立医科大学医学部衛生学教室)､後和美朝 (大阪国際大学)､内海みよ子

(和歌山県立医科大学保健看護学部)､森岡郁晴 (和歌山県立医科大学保健看護学部)､山本博

一 (和歌山県立医科大学医学部衛生学教室)､北口和美 (酉富市教育委員会)､五十嵐裕子 (神

戸大学発達科学部附属明石中学校)､白石能生 (大阪教育大学)､有田幹雄 (和歌山県立医科大

学保健看護学部)､宮下和久 (和歌山県立医科大学医学部衛生学教室)､武田英太郎 (和歌山県

立医科大学医学部衛生学教室)

13pD-05 特別な教育的支援を必要とする子どもの早期発見 -ストループ･テストの学年変化から一

〇岩佐幸恵 (兵庫県教育大学大学院連合学校教育学研究科)､中安紀美子 (徳島大学総合科学

.IL'.臣

13pD-06 コーホート分析による体格変動の特異性

○豊島広之 (横浜国立大学教育学研究科)､物部博文 (横浜国立大学教育人間科学部)､海老原

修 (横浜国立大学教育人間科学部)

13pD-07 樹木画を通してみた発達に関する研究

一重い障害を有する児童生徒の内面を引き出すための試み一

〇津川絢子 (大阪府立堺養護学校)

座長 :益子詔次 (宇都宮大学教育学部)

13pD-08 色覚検査と人権問題

○高柳泰匪 (本郷眼科､名古屋大学)､宮尾克 (名古屋大学)

13pD-09 高校生の生活習慣からみた歯 ･口の健康に関する研究

一高校生の生活習慣と定期健康診断歯科検診結果との関連性一

〇外山恵子 (愛知学院大学歯学部口腔病理学講座)､前田初彦 (愛知学院大学歯学部口腔病理

学講座)､西村叔枝 (愛知学院大学歯学部歯科補綴学第二講座)､亀山洋一郎 (愛知学院大学歯

学部口腔病理学講座)､福沢歌織 (愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､福井敬子 (愛知学院
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大学歯学部口腔衛生学講座)､永桧久美子(愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､森田一三(餐

知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､中垣晴男 (愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)

13pD-10 系統解剖学実習における医学部学生のホルムアルデヒド曝露評価

○山本博一 (和歌山県立医科大学衛生学教室)､冨井信行 (和歌山県立医科大学衛生学教室)､

寺田和史 (和歌山県立医科大学衛生学教室)､南佳宏 (和歌山県立医科大学衛生学教室)､宮下

和久 (和歌山県立医科大学衛生学教室)､森岡郁暗 (和歌山県立医科大学保健看護学部)

E会場

13pE:食教育 ･学校給食 ･栄養

座長 :照屋博行 (福岡教育大学教育学部)

13pE-01 学校給食と家庭 ･地域の連携による食膏の推進

○笠原賀子 (県立新潟女子短期大学)

13pE-02 女子高校生とすすめる食教育の評価指標としての清涼飲料摂取量の検討

○吉岡有紀子 (女子栄養大学食生態学研究室)､足立己宰 (女子栄養大学食生態学研究室)

13pE-03 小 ･中学生における学校給食実施日と休日との摂取脂肪パターンの比較

-GoshikiHealthStudy一

〇有吉綾子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､森脇裕美子 (兵庫教育大学疫学 ･健康

教育学研究室)､大川尚子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､長谷川ちゆ子 (湊川短期

大学)､赤星隆弘(熊本県立教育センター)､永井純子(兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､

西岡伸紀(兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､吉本佐雅子(鳴門教育大学)､松浦尊麿(五

色町健康福祉総合センター)､勝野最吾 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)

座長 :田嶋八千代 (埼玉県立常盤高等学校)

13pE-04 家族との共食と食事中のコミュニケ-ション､食生活､家族生活との関連

一東京都内小学校高学年の学童を事例に一

〇衛藤久美 (女子栄養大学栄養科学研究所)､足立己華 (女子栄養大学大学院)

13pE-05 男子中学生への ｢弁当箱法｣による食育支援の効果

一支援前後の昼食 ･弁当の変化と生徒の弁当及び学習への評価との関連一

〇針谷順子 (高知大学)､前原いちこ (NPO法人食生態学実践フォーラム)､池田千代子 (筑

波大学附属駒場中 ･高等学校)､岡崎勝博 (筑波大学附属駒場中 ･高等学校)､西嶋尚彦 (筑波

大学)､伊東菌 (女子栄養大学)､足立己幸 (女子栄養大学)

F会場

13pド:喫煙 ･飲酒 ･薬物等防止教育

座長 :勝野藁吾 (兵庫教育大学学校教育学部)

13pト01 女子学生の禁煙化の試み ～-女子大学の実践から

○中州亘夫 (さくら病院小児科､子どもをタバコから守る会 ･愛知)

13pF-02 喫煙検診を行えば受動喫煙児童を正確に把握できる

○井埜利博 (いのクT)ニック､熊谷市医師会､群馬パース学園短期大学)､渋谷友幸 (熊谷市

医師会)､斉藤洪太 (熊谷市医師会)､岡田了三 (群馬パース学園短期大学)

13pF-03 アンチ･ドーピング活動に関する意識調査

○野口彰子 (岡山大学教育学研究科)､永田香織 (県立岡山工業高等学校)､高橋香代 (岡山大

学教育学部)
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13pF-04 喫煙者のボディイメージ
○門司れい子 (九州女子短期大学体育科)､鈴木美智子 (九州女子短期大学専攻科)､青山昌二

(前武蔵野女子大学)

座長 :中安紀美子 (徳島大学総合科学部)

13pF-05 薬物乱用防止システムの国際比較研究(21) -オーストラリアの喫煙 ･飲酒の実態一
〇永井純子 (兵庫教育大学)､吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､森脇裕美子 (兵庫教育大学)､大川

尚子 (兵庫教育大学)､有害綾子 (兵庫教育大学)､川畑徹朗 (神戸大学)､石川哲也 (神戸大学)､

赤星隆弘 (熊本県教育センター)､和田清 (国立精神 弓中経センター精神保健研究所)､鬼頭英

明 (文部科学省)､西岡伸紀 (兵庫教育大学)､勝野晃吾 (兵庫教育大学)

13pF-06 キャンパス内全面禁煙化にともなう学生の喫煙行動 ･意識の変化(2)
○小浜明 (びわこ成挨スポーツ大学)､ 宮本友弘 (びわこ成探スポーツ大学)､今村修 (東海

大学)､金森雅夫 (びわこ成膜スポーツ大学)､森昭三 (びわこ成挨スポーツ大学)

13pF-07 母子健康手帳および学校健康手帳の役割と活用に関する研究 :第2朝
-子どもの思春期まで使える母子健康手帳に記載する飲酒 ･喫煙 ･薬物等について一

〇小林正子(国立保健医療科学院生振保健部)､高石昌弘(元国立公衆衛生院)､三木とみ子(女

子栄養大学)､衛藤隆 (東京大学大学院教育学研究科)､中川恒夫 (さくら病院小児科)､斎藤久

美 (さいたま市立大宮小学校)､土屋芳子 (筑波大学大学院体育研究科)､星井道代 (筑波大学

大学院体育研究科)､村木久美江 (川口市立戸塚中学校)

座長 :岡田加奈子 (千葉大学教育学部)

13pF-08 薬物乱用防止システムに関する国際比鮫研究 第22朝 オーストラリアの薬物乱用の実態
○勝野晃吾 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､西岡伸紀 (兵庫教育大学疫学 ･健康教

育学研究室)､永井純子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､吉本佐雅子 (鳴門教育大学

学校保健研究室)､森脇裕美子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､大川尚子 (兵庫教育

大学疫学 ･健康教育学研究室)､有書綾子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､石川哲也

(神戸大学発達科学部)､川畑徹朗(神戸大学発達科学部)､赤星隆弘(熊本県立教育センター)､

和田活 (国立精神神経センター精神保健研究所)､鬼頭英明 (文部科学省学校健康教育課)

13pF-09 高等学校における薬物乱用防止教室プログラムDARPの追跡評価
一介入2年後の結果から一

〇野津有司 (筑波大学大学院)､渡部基 (北海道教育大学)､川原詳子 (岩手県立-･関第二高等

学校)､入駒一美 (岩手県立宮古商業高等学校)､千田雅子 (岩手県立岩谷堂農林高等学校)､中

下玲子 (岩手県立酉和賀高等学校)､工藤宣子 (岩手県立宮古工業高等学校)､遠藤巴子 (元岩

手県立大学)､鬼頭英明(文部科学省)､久保元方 (筑波大学大学院)､佐藤幸 (筑波大学大学院)､

柴田宣之 (筑波大学大学院)

13pF-10 静岡県における ｢公立学校敷地内禁煙化｣に関する調査研究
その実現に至るまでの過程 "シズオカプロセス"解明の試み①

○赤田信一 (静岡大学教育学部)

13pト11 喫煙授業における情意形成過程に関する研究
○前上里直 (北海道教育大学岩見沢校)､大津一義 (順天堂大学)､山田浩平 (順天堂大学上小

野かつき (順天堂大学)､白石孝久 (順天堂大学)
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G会場

13pG:健康意識 ･健康行動Ⅰ

座長 :高橋裕子 (愛知教育大学教育学部)

13pG-01 20年前 ･10年前 ･現在の大学生の運動経験および健康意識の比較

○沢田孝二 (山梨学院短期大学)

13pG-02 大学生の健康意識と行動に関する調査研究 一某私立大学文系学生の場合一

〇渡辺志津 (筑波大学体育研究科)､藤揮邦彦 (筑波大学体育科学系)

13pG-03 高校生の問題行動と養護教諭の関わりについての一考察

○笠井恵美 (大阪教育大学大学院健康科学専攻)､松嶋紀子 (大阪教育大学)

13pG-04 高校生における携帯電話の使用とストレスとの関連

○井上文夫 (京都教育大学体育学科)､藤原寛 (京都府立医科大学小児科)

座長 :大訳功 (名古屋大学総合保健体育科学センター)

13pG-05 小学生におけるボディイメージと減量行動

○関秀俊 (金沢大学医学部保健学科)

13pG-06 ボディー･イメージと潜在的隠れ肥満の関係

○海老原修 (横浜国立大学教育人間科学部)､物部博文 (横浜国立大学教育人間科学部)

13pG-07 児童 ･生徒の元気さとだるさに関わる生活要因

○田村裕子 (岡山県立岡山城東高等学校)､前橋明 (早稲田大学)､中永征太郎 (ノートルダム

清心女子大学)

座長 :面漂和子 (弘前大学教育学部)

13pG-08 高校生のやせ願望とダイエット行動について

○山本和代 (高知中央高等学校)､小林珠 (東京大学大学院医学系研究科)

13pG-09 中学生の心身の健康に関連する要因と養護教諭の対応について 第1報

○橋本亜季 (広島市立五日市中学校)､門田新一郎 (岡山大学教育学部)､野々上敬子 (岡山市

立芳泉中学校)

13pG-10 中学生の心身の健康に関連する要因と養護教諭の対応について 第2報

○橋本亜季 (広島市立五日市中学校)､門田新一郎 (岡山大学教育学部)､野々上敬子 (岡山市

立芳泉中学校)

H会場

13pH:養護教諭 ･保健室Ⅰ

座長 :大谷尚子 (茨城大学教育学部)

13pH-01 学校健康教育に果たす養護教諭の役割 一健康教育推進におけるプロセス開発を通して一

〇門山由美子 (埼玉県新座市立第四中学校)､三木とみ子 (女子栄養大学)

13pH-02 養護教諭の研修カリキュラム組立てに関する一考察

～養護教諭の相談活動に必要な独自の能力～

○豊島章子 (群馬県総合教育センター)

13pH-03 不登校 ･保健室登校を経験した中 ･高校生の生活環境の捉え方と養護教諭の役割 (その1)

○藤本比登美 (広島学院中 ･高等学校)､小西美智子 (広島大学医学部保健学科)

13pH-04 不登校 ･保健室登校を経験した中･高校生の生活環境の捉え方と養護教諭の役割 (その2)

○藤本比登美 (広島学院中 ･高等学校)､小西美智子 (広島大学医学部保健学科)
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座長 :中村朋子 (茨城大学教育学部)

13pH-05 看護教諭の気管支鵬息児への支援に関する研究

○川崎悠子 (弘前大学教育学部)

13pH-06 養護教諭の専門的力量の形成に関する研究 一振り返りでみた自己評価から一

〇竹田由美子 (神奈川県立保健福祉大学)､大谷尚子 (茨城大学)､大原葉子 (名古屋学芸大学

短期大学部)､塩田瑠美 (千葉大学)､森田光子 (多摩相談活動研究所)

13pH-07 養護学掛 こおける養護教論のケアマネジメント機能に関する研究

○中村雅子 (広島県立広島北養護学校)､角谷せつ子 (広島県立広島北養護学校)､津島ひろ江
(広島大学大学院保健学研究科)

13pH-08 公立専門高等学校生徒のアルバイ ト状況と保健室来室回数

○関澄恵 (北海道教育大学札幌校､北海道札幌工業高等学校)､荒島真一郎 (北海道教育大学

札幌校)､山田玲子 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)､西川武志

(北海道教育大学札幌校)

Ⅰ会場

13pl:メンタルヘルス･相談活動 Ⅰ/学校保健の原則 ･歴史 ･方法

座長 :竹内一夫 (高崎健康福祉大学)

13pl-01 MMPl新日本版大学不適応尺度の検討

○木場深志 (金沢学院大学)､赤倉貴子 (東京理科大学)

13pト02 中学生のこころの健康と親との関わり

○有賀直美 (浅川中学校)､上長然 (山梨大学大学院教育学研究科)､中村和彦 (山梨大学教育

人間科学部)

13p卜03 養護教諭とスクールカウンセラーとの連携 一北海道における実態一

〇堂腰律子 (北海道千歳高等学校)､佐藤あかね (羅臼町立春松中学校)､水野沙代子 (北渇遺

教育大学旭川校)､白倉由佳 (北海道教育大学旭川校)､笹嶋由美 (北海道教育大学旭川校)､芝

木美沙子 (北海道教育大学旭川校)､扇子幸一 (北海道教育大学札幌校)

13p卜04 小学生の ｢荒れ｣に関する考察 一生活の車にあるス トレスからの検討一

〇渡遵一博 (愛知教育大学大学院)､高橋裕子 (愛知教育大学)

座長 :采女智津江 (文部科学省)

13pト05 学校生活における児童 ･生徒のメンタルヘルス支援 第 1朝

一お茶大式 心の健康質問票の開発と支援システム構築の概要一

〇青木妃久代 (お茶の水女子大学)､増田かやの (お茶の水女子大学附属高等学校)､山梨八重

子 (お茶の水女子大学附属中学校)､高木悦子 (お茶の水女子大学附属小学校)､渡辺満美 (お

茶の水女子大学附属幼稚園)､山脇澄子 (お茶の水女子大学人間文化研究科)､永井美鈴 (お茶

の水女子大学人間文化研究科)､井梅由美子 (お茶の水女子大学人間文化研究科)

13pト06 学校生活における児童 ･生徒のメンタルヘルス支援 第2報

一心の健康質問票を学校現場に活かす試み一

〇山梨八重子 (お茶の水女子大学附属中学校)､青木紀久代 (お茶の水女子大学)､井梅由美子

(お茶の水女子大学大学院人間文化研究科)､畑山愛 (東京少年鑑別所)､増田かやの (お茶の

水女子大学附属高等学校)､高木悦子 (お茶の水女子大学附属小学校)､渡辺滴美 (お茶の水女

子大学附属幼稚園)
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13p卜07 学校生活における児童 ･生徒のメンタルヘルス支援 第3報

一心の健康質問票を活かした授業カリキュラム開発の試み一

〇永井美鈴 (お茶の水女子大学人間文化研究科)､増田かやの (お茶の水女子大学附属高等学

校)､岩藤裕美 (お茶の水女子大学人間文化研究科)､青木紀久代 (お茶の水女子大学)､山梨八

重子(お茶の水女子大学附属中学校)､高木悦子(お茶の水女子大学附属小学校)､渡辺滴美(お

茶の水女子大学附属幼稚園)

座長 :佐藤理 (福島大学教育学部)

13p卜08 学校保健計画実施要領の日本学校保健史上の位置 第2報

○杉浦守邦 (蘇生会総合病院)

13pト09 学会抄銀のアーカイブ化とインターネットによる検索システムの開発

一近畿学校保健学会50年の記録一

〇横尾能範 (近畿学校保健学会､神戸大学)

13pト10 学校衛生関係職員 ･団体 ･組織の歴史的推移と社会背景

〇七木田文彦 (東京大学大学院教育学研究科)､柴若光昭 (東京大学大学院教育学研究科)､衛

藤隆 (東京大学大学院教育学研究科)

13p卜11 創生期学校看護婦の執務内容の検討 一雑誌 ｢養護｣の分析を通じて一

〇竹下智美 (一橋大学大学院社会学研究科)
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D会場

14aD:ライフスキル教育/心身障害

座長 :J昭田徹朗 (神戸大学発達科学部)

14aD-Ol 養護教諭の行う友人関係づくりの指導に関する検討

○佐見由紀子 (東京学芸大学附属小金井中学校)､竹鼻ゆかり (東京学芸大学教育学部)､高橋

浩之 (千葉大学教育学部)

14aD-02 高校生のダイエット行動と自尊感情との関連

○村田奈津代 (杏林大学保健学部看護学科)､平野弥生 (杏林大学保健学部看護学科)､涯蓮純

子 (杏林大学保健学部看護学科)､太田ひろみ (杏林大学保健学部看護学科)

14aD-03 高校生のダイエット行動に影響する要因

○榊原かさda(杏林大学保健学部看護学科)､小岩井美保 (杏林大学保健学部看護学科)､川添

詳子 (杏林大学保健学部看護学科)､太田ひろみ (杏林大学保健学部看護学科)

座長 :西岡伸紀 (兵庫教育大学学校教育学部)

14aD-04 生活習慣改善に対する子どもの意志決定に関する研究

○山田浩平 (順天堂大学大学院)､白石孝久 (順天堂大学大学院)､前上里直 (順天堂大学大学

院)､小野かつき (順天堂大学大学院)､大津一義 (順天堂大学大学院)

14aD-05 思春期前期の情動対処スキルに関する研究 - ｢怒り｣の自己認知一

〇長谷川江里子 (新潟大学大学院現代社会文化研究科)

14aD-06 保健室来室者のライフスキル トレーニングプログラムの開発 第 1朝 自己認識の文献研究

○金沢美穂 (新潟大学大学院現代社会文化研究科)

座長 :辻和男 (横浜国立大学保健管理センター)

14aD-07 難病を有する大学生への支援のあり方

○斎藤美麿 (山口県立大学社会福祉学部)

14aD-08 ｢やせ｣および ｢脈拍数｣を指標とした神経性食欲不振症のスクリーニング

○徳村光昭 (慶歴義塾大学保健管理センター)､田中徹哉 (慶庵義塾大学保健管理センター)､

井ノロ美香子 (慶麿義塾大学保健管理センター)､藤田間代 (慶歴義塾大学保健管理センター)､

南里清一郎 (慶療義塾大学保健管理センター)､渡辺久子 (慶庵義塾大学医学部小児科)

E会場

14aE:保健学習/健康評価 ･保健統計

座長 :数見隆生 (宮城教育大学教育学部)

14aE-01 保護者の求める健康教育内容

○内山有子 (国立保健医療科学院生涯保健部)､石井博子 (国立保健医療科学院生涯保健部)､

田中哲郎 (国立保健医療科学院生涯保健部)

14aE-02 かぜの原因と予防に関する認識調査

○小野かつき (順天堂大学大学院)､白石孝久 (順天堂大学大学院)､前上里直 (順天堂大学大

学院)､山田浩平 (順天堂大学大学院)､大津一義 (順天堂大学大学院)

14aE-03 『死』に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究 (40)

-｢死因概念｣にみられる "他性"の喪失について②一
〇板谷幸恵 (女子栄養大学)､藤田禄太郎 (鳴門教育大学)､棟方百熊 (鳴門教育大学)
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座長 :植田誠治 (茨城大学教育学部)

14aE-04 『死』に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究(41)

- ｢死因概念｣にみられる "他性"の喪失について③一

〇藤田禄太郎 (鳴門教育大学)､板谷幸恵 (女子栄養大学)､棟方百熊 (鳴門教育大学)

14aE-05 学校健康教育におけるロールプレイングを用いた授業実践の動向

一国内での実践報告の文献的な検討から一

〇岩田英樹 (金沢大学教育学部)､野津有司 (筑波大学大学院)､上原千恵 (筑波大学大学院)､

大森由季子 (筑波大学大学院)､江森貴文 (筑波大学大学院)､渡部基 (北海道教育大学札幌校)､

今関豊- (国立教育政策研究所)

14aE-06 子供たちの睡眠実態に即 した保健学習の指導

○山崎千秋 (札幌市立手稲宮丘小学校)､冨田勤 (北海道教育大学)､佐々木胤則 (北海道教育

大学)

座長 :野村和雄 (愛知教育大学教育学部)

14aE-07 小学校における ｢からだの学習｣の成果と課題 (第 1報) 一学習前の生活調査から一

〇山本晃弘 (カリタス小学校)､野井真吾 (東京理科大学)

14aE-08 今日の保健教科書の文章の読みやすさに関する研究

一過去の調査結果との比較を中′いこして一

〇植田誠治 (茨城大学教育学部)

14aE-09 スクールカウンセラーとのT･Tによる保健学習の取り組みとその考察

○村井佐代子 (栃木県宇都宮市立星が丘中学校)

座長 :国土将平 (鳥取大学地域学部)

14aE-10 教員の健康管理に関する研究 一学校週 5日制による影響一

〇浄住護雄 (熊本大学教育学部)
14aE-11 学校健康診断時の座高計測における誤差出現について

○服部恒明 (茨城大学教育学部)､嚢原紀恵 (茨城県立勝田工業高等学校)

14aE-12 学ネ交における視力検査の意義に関する研究 (第2報) 一調節ラグと生活習慣に注目して一

〇穂満理恵子 (岡山大学教育学研究科)､大角博子 (岡山大学教育学部附属小学校)､宝諸昌世

(岡山大学教育学研究科)､三相由香里 (岡山大学教育学部)､高橋香代 (岡山大学教育学部)

F会場

14aF:学校安全 ･安全教育/学校保健行財政 ･保健関係職員

座長 :木村龍雄 (大阪教育大学教育学部)

14aト01 学童の錯視の実態とその応用に関する実験的研究 (ⅩⅦ)

○阿部明浩 (千葉大学)､宮坂昇 (江東区立第二亀戸小学校)､演口拓 (千葉大学)

14aF-02 長時間歩行に伴う足部傷害の実態とその要因

○田神一美 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)､今泉慧 (筑波大学大学院人間総合科学研

究科体育科学専攻)､上地勝 (茨城大学教育学部)､高橋美事 (江戸川区立小岩小学校)､田中洋

- (神戸大学発達科学部)､荻原一輝 (荻原整形外科医院)､江口篤寿 (筑波大学名誉教授)

座長 :岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)

14aト03 自転車運転中の携帯電話操作の危険性について

○石井伸哉 (愛知教育大学養護教育講座)､加治屋恵 (セントケア株式会社)､久米知奈 (春日

井市立押沢台小学校)
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14aト04 児童 ･生徒及び学生の応急手当に関する研究

○川内ツルキ (四国大学生活科学部)

14aF-05 普通救命講習受講後における学生の意識調査 一大阪教育大学の取組から一

〇大道乃里江 (大阪教育大学保健体育教育講座)､田丸倫子 (大阪教育大学保健体育教育講座)､

白石龍生 (大阪教育大学実践学校教育講座)､後藤章 (大阪教育大学保健体育教育講座)､小山

健蔵 (大阪教育大学保健体育教育講座)

座長 :戸部秀之 (埼玉大学教育学部)

14aF-06 幼児教育を専攻する女子学生の応急処置に関する意識と実態

○藤原寛 (京都府立医科大学小児科)､井上文夫 (京都教育大学学校保健研究室)

14aト07 成践学園における生命危機管理

○横井勝 (成挨学園保健管理センター)

14aト08 看護系学生の体力学的研究 (平成15年度測定記録)

○崖龍 (千葉大学大学院)､阿部明浩 (千葉大学)

座長 :園山和夫 (びわこ成膜スポーツ大学スポーツ学部)

14aF-09 システム ･ダイナミック･シミュレーションによる養護教諭の需要予測(4)

○軽部光男 (大妻女子大学人間生活科学研究所)､大滞清二 (大妻女子大学人間生活科学研究

所)

14aト10 養護学校における看護師導入期の担任教師の医療的ケアの実態

○中村祥子 (広島県立海田高等学校)､津島ひろ江 (広島大学大学院保健学研究科)､寺岡佐和

(広島大学大学院保健学研究科)､角谷せつ子 (広島県立広島北養護学校)､中村雅子 (広島県

立広島北養護学校)

14aF11 学校保健活動の予算に関する研究 一学校保健安全計画との関連を中心に一

〇中村朋子 (茨城大学)､町田智子 (新潟月岡小学校)､内山源 (筑波女子短期大学)

G会場

14aG:健康意識 ･健康行動Ⅱ

座長 :宮西邦夫 (県立新潟女子短期大学)

14aGl01 子どもの健康意識を育て､生きる力につなげる健康教育 (第 1報)

○深津由美子 (東京都北区立桐ヶ丘郷小学校)､岩辺京子 (東京都中央区立日本橋小学校)

14aG-02 子どもの健康意識を育て､生きる力につなげる健康教育 (第2報)

○岩辺京子 (東京都中央区立日本橋小学校)､深津由美子 (東京都北区立桐ヶ丘郷小学校)

14aG-03 大学新入生の生活習慣に対する保護者の関与について

○藤壕千秋 (川崎医療福祉大学大学院健康科学専攻)､藤原有子 (川崎医療福祉大学大学院健

康科学専攻)､橋本昌栄 (川崎医療福祉大学大学院健康体育学専攻)､藤原禎子 (J冊を医療福祉

大学大学院健康体育学専攻)､米谷正造 (川崎医療福祉大学健康体育学科)､木村一彦 (川崎医

療福祉大学健康体育学科)

14aG-04 町村地域の中学生における精神的健康度に関する研究

-ライフスタイル､疲労感及び生活の質的満足度との関連一

〇富田勤 (北海道教育大学札幌校教育保健学)､佐々木胤則 (北海道教育大学札幌校数育保健

学)
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座長 :門田新一郎 (岡山大学教育学部)

14aG-05 高校生の自尊感情と健康行動に関する調査

〇九岡里香 (札幌医科大学保健医療学研究科)

14aG-06 小学生 ･中学生 ･高校生の生活習慣に関する調査研究 (第1報)

○藤田信 (静岡県総合健康センター)

14pG-07 女子高校生のダイエット行動と月経随伴症状との関連について

○岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､宮城政也 (沖縄県立看

護大学)

14aGl08 青少年の生活習慣に関する研究 一社会体育施設における生活実態調査からの考察一

〇笠巻純- (新潟大学大学院現代社会文化研究科)､杉本英夫 (新潟大学教育人間科学部)､笠

井直美 (新潟大学教育人間科学部)

座長 :富田勤 (北海道教育大学札幌校)

14aG-09 フリースクールに在籍する不登校経験者の健康に関する一考察

○鈴木雅子 (成立学園高等学校)､小林正子 (国立保健医療科学院生涯保健部)

14aGl10 DeathEducationに関する研究 ～教育学部学生の死生観との関連～

○小管光恵 (岩手県立黒沢尻工業高等学校)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)

14aG-11 超音波法による骨強度測定後の骨組髭症予防行動の要因

○浅川和美 (茨城県立医療大学)､横内樹里 (帝京学園短期大学)､小山勝弘 (山梨大学教育人

間科学部)､山矩然太朗 (山梨大学大学院医学工学総合研究部社会医学講座)

14aG-12 中学生の保健行動の向上を図るための支援 -セルフモニタリングとコメントによる効果一

〇時吉佐和子 (福岡結核予防センター)､斎藤ひさ子 (佐賀大学医学部看護学科)

H会場

14aH:疾病予防 ･健康管理 Ⅰ/性教育 ･エイズ教育

座長 :高倉実 (琉球大学医学部)

14aH-01 養護教諭の救急処置時における養護検診 ･診断に関する調査研究

○下村美佳子 (高知中央高等学校)､木村龍雄 (大阪教育大学養護教育講座)

14aH-02 小学生の欠席の実態とその背景に関する研究 (第4朝)

○森山より子 (青森市立戸山西小学校)､吉本佐雅子 (鳴門教育大学学校保健研究室)

14aHl03 学齢期小児の貧血とその要因に関する疫学的研究 GoshikiHealthStudy

(2)貧血の関連要因について

○大川尚子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､有意綾子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教

育学研究室)､森脇裕美子 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､長谷川ちゆ子 (湊川短期

大学)､赤星隆弘(熊本県立教育センター)､永井純子(兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､

西岡伸紀(兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､吉本佐雅子(鳴門教育大学)､松浦尊麿(五

色町健康福祉総合センター)､勝野最吾 (兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)

座長 :宮下和久 (和歌山県立医科大学)

14aH-04 慢性疾患を抱える子どもへの養護教諭の対応

一子どもの実態および養護教諭の対応の概要一

〇佐藤伸子 (熊本大学教育学部)､酒瀬川恵子 (熊本大学教育学部)､立石理恵 (熊本大学教育

学部)､米村健一 (熊本大学教育学部)
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14aH-05 病気による長期欠席児の学校生活の実態と特別な教育的ニーズ

ー東京都内公立小 ･中学校の学級担任調査を通 して一

〇猪狩恵美子 (東京学芸大学大学院博士課程､東京都立光明養護学校)､高橋智 (東京学芸大

学教育学部連合学校教育学研究科)

14aH-06 学校における医療的ケアの諸問題 第 7報

～看護師配置に伴う医療的ケアの実態について～

C)大川尚子 (関西女子短期大学)､辻立世 (鈴鹿国際大学短期大学部)､津川絢子 (大阪府立堺

養護学校)

座長 :鈴木和弘 (国際武道大学)

14aH-07 大学 l年生の性意識と性行動に関する研究

○中村静香 (弘前大学教育学部)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)

14aH-08 道央圏公立高等学校における性教育の現状とその効果

一便の講演会とアンケー ト調査による評価から-

○木村元美 (北海道教育大学札幌校､北海道石狩翻陽高等学校)､荒島真一郎 (北海道教育大

学札幌校)､山田玲子 (北海道教育大学札幌枚)､津村直子 (北海道教育大学札幌校)､西川武志

(北海道教育大学札幌枚)

14aH-09 月経前症候群に関する認識と今後の教育について

○山田玲子 (北海道教育大学札幌校)､則友使手 (北海道教育大学札幌校)､津村直子 (北海道

教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)､

荒島其-那 (北海道教育大学札幌校)

座長 :白石龍生 (大阪教育大学)

14aH-10 小学校低学年における性被害防止教育の進め方

○田村志仲 (江戸川区立南葛西第二小学校)､矢吹理恵 (江戸川区立下鎌田小学校)､大津-義

(順天堂大学)
14aH-11 性に関するリスク認知と意志決定を中心とした教育プログラムの検討

○松木富美代 (東京都立山崎高等学校)､渡遼正樹 (東京学芸大学)

Ⅰ会場

14al:養護教諭 ･保健室Ⅱ

座長 :堀内久美子 (名古屋市立大学看護学部)

14aト01 青森県の養護教諭が行う健康教育について 一保健担当教師の意識一

〇面揮和子 (弘前大学教育学部)､奈良美事 (青森県下北郡午滝′ト学校)､高橋俊哉 (弘前大学
教育学部)､伊藤武樹 (弘前大学教育学部)

14a卜02 青森県の養護教諭が行う健康教育について 一養護教諭の意識一

〇面揮和子 (弘前大学教育学部)､千船望 (青森県1月ヒ郡大間中学校)

14a卜03 養護教諭と保健師の連携影響要因比較

○北宮千秋 (弘前大学医学部)､伊藤武槽 (弘前大学教育学部)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)､

高橋俊哉 (弘前大学教育学部)

14aト04 男性養護教諭の職務の実態と採用に関する研究

○津村直子 (北海道教育大学)
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座長 :後藤ひとみ (愛知教育大学教育学部)

14aト05 大学の養護教諭養成における ｢養護診断｣の教育実践と研究課題

○鎌田尚子 (女子栄養大学栄養学部保健養護専攻)

14aト06 養護教諭のネットワークコミュニティ形成支援システムにおけるファシリテ一夕機能の評価

○赤倉貴子 (東京理科大学工学部)､木場深窓 (金沢学院大学基礎教育機構)､石川育子 (金沢

乗高等学校)

14aト07 養護教諭の複数配置のあり方に関する研究

一事例分析<欠員補充養護教諭Kさんの場合>から一

〇大原葉子 (名古屋学芸大学短期大学部)､大谷尚子 (茨城大学)､竹田由美子 (神奈川県立保

健福祉大学)､塩田瑠美 (千葉大学)､森田光子 (多摩相談活動研究所)

14aト08 養護教諭の職務の研究 ～Yogoteacherを国際語とするための試み～
○宍戸洲美 (渋谷区立中幡小学校)､坂本玄子 (聖マリアンナ医科大学看護専門学校)､野井友

子 (多摩大学付属聖ヶ丘中学 ･高等学校)､横田淳 (埼玉県立大学)､岩辺京子 (中央区立日本

橋小学校)､深津由美子 (北区立桐ヶ丘郷小学校)､渋谷和子 (美瑛町立北瑛小学校)､中村富美

子 (沼津市立門池中学校)､松本順子 (Jr川寿市立御幸中学校)､斎藤淳子 (稲城市立稲城第六′ト

学校)､斎藤静栄 (狛江市立狛江第二中学校)､新谷チヨ子 (杉並区立松ノ木中学校)､舟見久子

(世田谷区立桜木中学校)

座長 :鎌田尚子 (女子栄養大学栄養学部)

14all09 大学院へ進学 ･修了した現職養護教諭の職業観変化プロセス

ー修正版クラウンデッド･セオリー･アプローチを用いて一

〇江原美登里 (東京都立田柄高等学校)､酒井都仁子 (千葉県長南町立西小学校)､岡田加奈子

(千葉大学教育学部)

14aト10 養護教諭養成課程の学生を対象とした 『医療的ケア』に関する意識調査

○福田道代 (北海道教育大学札幌校､北海道浅井学園大学)､山田玲子 (北海道教育大学札幌

校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)､荒島真一郎 (北海道教育大学札幌校)､藤原素子 (北

海道浅井学園大学)､岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)

14a卜11 健康上配慮を要する児童についての調査 一養護教諭とのかかわりについて一

〇佐川秀雄 (茨城大学大学院)､中村朋子 (茨城大学)

14aト12 養護実習評価項目の検討

○畑中高子 (神奈JIE県立保健福祉大学)､竹田由美子 (神奈川県立保健福祉大学)
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F会場

14pF:メンタルヘルス･相談活動Ⅱ

座長 :杉浦等邦 (蘇生会総合病院)

14pトOl 保健室における心の健康問題への支援 ～第一報 ｢事例分析表｣の作成について～

○塚越潤 (東京学芸大学附属高等学校)､五十嵐靖子 (東京学芸大学附属大泉中学校)､遠藤真

紀子 (東京学芸大学附属世田谷中学校)､小熊三重子 (東京学芸大学附属竹早小学校)､佐見由

紀子 (東京学芸大学附属小金井中学校)､高木智恵子 (東京学芸大学附属養護学校)､中村由美

子 (東京学芸大学附属大泉小学校)､丸田文子 (東京学芸大学附属世田谷小学校)

14pF-02 保健室における心の健康問題への支援 ～第二朝 子どもへの支援に焦点を当てて～

○′描旨三重子 (東京学芸大学附属竹早′ト学校)､五十嵐靖子 (東京学芸大学附属大泉中学校)､

遠藤真紀子 (東京学芸大学附属世田谷中学校)､佐見由紀子 (東京学芸大学附属小金井中学校)､

高木智恵子 (東京学芸大学附属養護学校)､塚越澗 (東京学芸大学附属高等学校)､中村由美子

(東京学芸大学附属大泉小学校)､丸田文子 (東京学芸大学附属世田谷小学校)

14pF-03 保健室における心の健康問題への支援 ～第三報 早期発見について～

○高木智恵子 (東京学芸大学附属養護学校)､五十嵐嫡子 (東京学芸大学附属大泉中学校)､遠

藤真紀子 (東京学芸大学附属酎]]谷中学校)､小熊三重子 (東京学芸大学附属竹早小学校)､佐

見由紀子 (東京学芸大学附属小金井中学校)､塚越潤 (東京学芸大学附属高等学校)､中村由美

子 (東京学芸大学附属大泉小学校)､丸田文子 (東京学芸大学附属世田谷小学校)

14pF-04 保健室における心の健康問題への支援 ～第四朝 校内連携に焦点をあてて～

○佐見由紀子 (東京学芸大学附属小金井中学校)､五十嵐靖子 (東京学芸大学附属大泉中学校)､

遠藤真紀子 (東京学芸大学附属世田谷中学校)､小熊三重子 (東京学芸大学附属竹早小学校)､

高木智恵子 (東京学芸大学附属養護学校)､塚越潤 (東京学芸大学附属高等学校)､中村由美子

(東京学芸大学附属大泉小学校)､丸田文子 (東京学芸大学附属世田谷小学校)

座長 :長峰伸治 (金沢大学教育学部)

14pF-05 不登校児童 ･生徒の第二次ならびに第三次予防について

○松井知子 (杏林大学医学部衛生学公衆衛生学)､大嶺智子 (杏林大学保健学部養護教育)

14pF-06 高校生における不登校発生とその予測因子に関するコホー ト研究

○和気別注 (琉球大学医学部)､比嘉友紀乃 (琉球大学医学部)､高倉実 (琉球大学医学部)

14pF-07 健康相談活動における対象喪失の視点から支援のあり方を探る 一思春期′む性を踏まえて一

〇菊池美奈子 (大阪府立箕面乗高等学校)､徳山美智子 (大阪女子短期大学)

14pF108 健康相談活動の支援体制整備に関する検討

一福島県における健康相談活動に関する実態調査から一

〇山内直子(福島県教育庁教育指導領域企画学力向上グループ)､佐藤理(福島大学教育学部)

座長 :土田慶子 (長岡市立大島中学校)

14pF-09 心身相関の基礎理解を健康相談活動に生かす対応例作成と活用

久保田かおる (埼玉県立南稜高等学校上三木とみ子 (女子栄養大学)

14pト10 健康相談活動の効果的 ･効率的な支援に関する研究 簡便法 :その3

0鈴木美智子 (九州女子短期大学専攻科)､阿部清子 (今治明徳)､一丸俊恵 (佐賀女子)､坂田

淳 (徳島文理)､曽根睦子 (九州女子短期大学専攻科)
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14pト11 養護実習における健康相談活動の検討 第2報 効果的な事前事後指導の工夫

○鈴木美智子 (九州女子短期大学専攻科)､阿部清子 (今治明徳)､一丸俊恵 (佐賀女子)､坂田

淳 (徳島文理)､曽根睦子 (九州女子短期大学専攻科)

H会場

14pH:疾病予防 ･健康管理Ⅱ/学校保健組織活動

座長 :宮尾克 (名古屋大学情報連携基盤センター)

14pH-01 学校における医療的ケアの諸問題 第8報

～看護師配置に伴う養護教諭と看護師の職務分担～

○津川絢子 (大阪府立堺養護学校)､辻立世 (鈴鹿国際大学短期大学部)､大川尚子 (関西女子

短期大学)

14pH-02 学校における医療的ケアの諸問題 第9報 ～緊急時対応における問題について～

○辻立世 (鈴鹿国際大学短期大学部)､津川絢子 (大阪府立堺養護学校)､大川尚子 (関西女子

短期大学)

14pH-03 るいそう者の血液性状 一安定るいそう群と不安定るいそう群を中心にして一

〇建部貴弘 仲 京大学)､加藤真裕 (中京大学大学院)､陳洪森 伸 京大学大学院)､醜燕玲 (中

京大学大学院)､劉宏軍 仲 京大学大学院)､中川武夫 (中京大学)､清水卓也 仲 京大学)､滝克

己 仲 京大学)､田中豊穂 (中京大学)

座長 :賛成文彦 (香川医科大学医学部)

14pH-04 3年間隔測定値による血液検査値の1年後 トラッキング率の推定とその妥当性の検討

○安井謙 (愛知工科大学)､白石安男 (東京理科大学)､臼井若菜 (中京大学大学院)､武田美紀

(蒲郡海洋開発株式会社)､中川武夫 仲 京大学)､清水卓也 仲 京大学)､家田重昭 (中京大学)､

田中豊穂 (中京大学)

14pH-05 大学生の冷えとその背景要因

○物部博文 (横浜国立大学)､朝野聡 (杏林大学)､小林優子 (新潟県立看護大学)

座長 :三木とみ子 (女子栄養大学)

14p什06 大学生における1年ごとの体型変化と高血圧出現率

○内山明 (中京大学大学院)､臼井若菜 (中京大学大学院)､唐誌陽 (中京大学)､鈴木健司 (星

城大学)､中川武美 (中京大学)､清水卓也 (中京大学)､田中豊穂 (中京大学)

14pH-07 大学生の体型意識とBM H=よる実測体型の関連 一入学時健康診断結果を用いた検討一

〇竹内貴子 (日本赤十字豊田看護大学)､福田由紀子 (日本赤十字豊田看護大学)､建部貴弘 (中

京大学)､富田智子 (中京大学大学院)､大窄貴史 (中京大学大学院)､ヂ小倹 (中京大学大学院)､

唐誌陽 (中京大学)､中川武夫 (中京大学)､清水卓也 (中京大学)､滝克己 (中京大学)､田中豊

穂 (中京大学)

14pH-08 女子大学生における身長 ･体重 ･体脂肪率の時系列解析

○岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)､山田玲子 (北海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海

道教育大学札幌校)､福田道代(北海道教育大学札幌校)､荒島真一郎(北海道教育大学札幌校)

座長 :松嶋紀子 (大阪教育大学)

14pH-09 途上国における感染症に関する保健学習 :カ トマンドゥーの小学生を事例として

○金田英子 (長崎大学熱帯医学研究所)
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14pH10 学校保健と地域保健の連携に関する研究

○津村直子 (北海道教育大学)

14pH-11 特別支援教育推進体制モデル事業 ･小中学校巡回相談でのチームとしての活動

一教育と医療の連携の試み一

〇鈴江毅 (香川大学医学部衛生 ･公衆衛生学)､賛成文彦 (香川大学医学部衛生 ･公衆衛生学)､

石肝元 (香川大学医学部附属病院子どもと家族 ･こころの診療部)

Ⅰ会場

14pl:養護教諭 ･保健室Ⅲ

座長 :天野敦子 (弘前大学教育学部)

14pト01 高校生のコンタクトレンズ使用の実態と養護教諭の役割に関する一考察

○近藤さやか (額田町立大雨河小学校)､久保道代 (知立市立知立小学校)､山崎隆恵 (神奈川

県立藤沢総合高等学校)､後藤ひとみ (愛知教育大学)

14pト02 学校における医薬品の常備 ･使用実態

○土蔵かおり (北海道教育大学旭川校)､竹中美喜 (北海道教育大学旭川校)､芝木美沙子 (北

海道教育大学旭川校)､笹嶋由美 (北海道教育大学旭川校)､安部奈生 (北海道教育大学附属旭

川小学校)､岸本希 (北海道教育大学附属旭川中学校)､堂腰律子 (北海道千歳高等学校)

14pト03 脊柱側轡症患児の学校生活における問題点

○和狙祐子 (岡山県久米町立喬松小学校)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)

14pト04 養護実習記銀簿の内容分析から捉えられる学生の学びの過程

○斉藤ふくみ(熊本大学養護教諭特別別科)､宮腰由紀子(広島大学保健学科)､津島ひろ江(広

島大学保健学科)､藤井宝恵 (広島大学保健学科)

座長 :鈴木美智子 (九州女子短期大学養護教育科)

14p卜05 学校種による養護教諭の専門的機能の特性に関する研究

一幼稚園と他校種を経験した養護教諭の感想からの検討一

〇鈴木薫 (岡山市立大宮小学校)､大場祐子 (河辺町立河辺小学校)､磯村朋世 (防府市立華酉

中学校)

14pl-06 養護教諭養成課程における､学生の志望理由とその背景 一学生の意識調査より考察一

〇橋口文香 (横浜高等教育専門学校)､宮森道仁 (横浜高等教育専門学校)､小笠原紀代子 (横

浜高等教育専門学校)

14pト07 養護教論が行う自主的な研修に関連する要因について

OT村淳子(愛知教育大学附属高等学校)､風間和子(豊田市立豊田養護学校)､後藤ひとみ(餐

知教育大学)

14p卜08 養護教諭がかかわる健康教育におけるポートフォリオ評価

- ｢総合的な学習の時間｣(平成16年度)における ｢ふり返る力｣の形成過程と評価一

〇高田しずか (千葉大学大学院教育学研究科)､小松良子 (江戸川区立篠崎第三小学校)､細川

文恵 (江戸川区立篠崎第三小学校)､我妻壱偉 (江戸川区立篠崎第三小学校)､加藤勇祐 (江戸

川区立篠崎第三小学校)､酉能代 (千葉大学大学院教育学研究科)､賛藤理砂子 (千葉大学大学

院教育学研究科)､岡田加奈子 (千葉大学)､渡違正樹 (東京学芸大学)
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座長 :斉藤ふくみ (熊本大学教育学部)

14pト09 養護教諭の行う ｢判断 ･診断に関することば｣とその対象
一論文で用いられていることばと､その対象の内容分析一

〇岡田加奈子 (千葉大学)､斉藤理砂子 (千葉大学)､山本雅 (堀越高等学校)､酒井都仁子 (長

南町立酉小学校)､徳山美智子 (大阪女子短期大学)､葛西敦子 (弘前大学)､三村由香里 (岡山

大学)､高田しずか (千葉大学)､藤津雅子 (千葉市立磯辺第-中学校)､井上智恵子 (市川市立

第三中学校)

14pト10 男性養護教諭の実態および意識に関する調査
○村上智明 (北海道教育大学旭川校)､玉井加菓子 (札幌市厚別北幼稚園)､笹嶋由美 (北海道

教育大学旭川校)､芝木美沙子 (北海道教育大学旭川校)､横堀良男 (北海道立旭川北高等学校

定時制)

14p日1 養護教諭の連携に関する研究 -からだの発育に関する指導から一
〇上長然 (山梨大学大学院教育学研究科)､有賀直美 (浅川中学校)､中村和彦 (山梨大学教育

人間科学部)

14pト12 デルフアイ方式の保健だよりによる参加型の健康教育とその効果
○貴志知恵子 (徳島県立徳島北高等学校)
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-般発表 (ボスタ-)

11月13日(土)

Pl 掲示時間14:30-15:30 発表 ･討論時間15:30-16:30

C会場

P13-01 農村地域の小学校高学年児童における活動量と栄養摂取刀犬況

(K小学校高学年における調査結果)

○糸井亜弥 (神戸女子短期大学総合生活学科)､木村みさか (京都府立医科大学医学部看護学

科)

P13-02 中学生における身長 ･体重の自己申告値と理想値の関係

○小向史子 (茨城県立友部乗養護学校)､服部恒明 (茨城大学教育学部)

P13-03 高校生における身長 ･体重の実測値､自己申告値および理想値の関連

○麻原紀恵 (茨城県立勝田工業高等学校)､服部恒明 (茨城大学教育学部)

P13-04 とび箱運動成就と体力との関係

○西嶋尚彦 (筑波大学)､中野貴博 (筑波大学大学院)､鈴木宏哉 (筑波大学大学院)､山田庸 (筑

波大学大学院)､鈴木和弘 (国際武道大学)､小港治夫 (北海道教育大学釧路校)､国土将平 (鳥

取大学)､大滞清二 (大妻女子大学)､高橋信二 (筑波大学)

P13-05 鉄棒運動成就と体力との関係

○中野貴博 (筑波大学大学院)､鈴木宏栽 (筑波大学大学院)､山田庸 (筑波大学大学院)､鈴木

和弘 (国際武道大学)､小棒治夫 (北海道教育大学釧路校)､国土将平 (鳥取大学)､大揮清二 (大

妻女子大学)､高橋信二 (筑波大学)､西嶋尚彦 (筑波大学)

P13-06 高校生の体力 ･運動能力における運動経験と運動習慣の影響

○鈴木家裁 (筑波大学大学院)､中野貴博 (筑波大学大学院)､山田魔 (筑波大学大学院)､鈴木

和弘 (国際武道大学)､小棒治夫 (北海道教育大学釧路校)､国土将平 (鳥取大学)､大洋清二 (大

妻女子大学)､高橋信二 (筑波大学)､酋嶋尚彦 (筑波大学)

P13-07 持久走成績の変化と関与する諸要因の検討 -5年間の中学生長距離走授業を対象として一

〇鈴木和弘 (国際武道大学)､小磯透 (筑波大学附属中学校)､小山浩 (筑波大学附属中学校)､

内田匡輔 (筑波大学附属中学校)､中野嚢博 (筑波大学)､鈴木宏哉 (筑波大学)､小棒治夫 (北

海道教育大学)､西嶋尚彦 (筑波大学)

P13-08 知的 ･情緒的障害を持つ子どもの遊び環境の実態と保護者の不安

○苅田知則 (東京大学先端科学技術研究センター)､布川清彦 (東京大学先端科学技術研究セ

ンター)､万波俊文 (香川大学医学部衛生 ･公衆衛生学)､賓成文彦 (香川大学医学部衛生 ･公

衆衛生学)

P13-09 スポーツが発育に及ぼす影響について

○大揮清二 (大妻女子大学)､中野貴博 (筑波大学人間総合科学研究科)､西嶋尚彦 (筑波大学

人間総合科学研究科)､匝1土将平 (鳥取大学)

Pl3-10 大学生におけるス トレス反応の高低と生活習傾 ･睡眠健康との関連

○古谷真樹 (広島国際大学大学院総合人間科学研究科)､日中秀樹 (広島国際大学人間環境学

部)､上里一郎 (広島国際大学人間環境学部)

P13-11 児童 ･生徒の就寝 ･起床時刻と朝食摂取状況

○前橋明 (早稲田大学)､田村裕子 (岡山県立岡山城東高等学校)､中永征太郎 (ノー トルダム

清心女子大学)
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P13-12 効果的な健康教育のための事前アンケートの工夫

○穴水ゆかり (北海道札幌平岡高等学校)､申出佳挨 (北海道浅井学園大学人間福祉学部)

P13…13 児童の生活習慣と学習意欲との関係

○吉川未桜 (福岡県立大学看護学部)

p13-14 高校生のオプティミズム特性と主観的健康観について

一沖縄県と鹿児島県の地域比較より一

〇宮城政也 (沖縄県立看護大学)､高倉実 (琉球大学医学部)､上地勝 (茨城大学教育学部)､栗

原淳 (佐賀大学教育学部)､小林稔 (琉球大学教育学部)､岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究

科)､大域-チ (琉球大学大学院教育学研究科)

P13-15 某県における高等学校保健体育教師の大学時代からの体重増減と生活習慣の性差について

○木村一彦 (川崎医療福祉大学健康体育学科)､米谷正造 (川崎医療福祉大学健康体育学科)､

河野由美子 (川崎医療福祉大学健康体育学科)､藤原有子 (川崎医療福祉大学大学院)､藤塚千

秋 (川崎医療福祉大学大学院)､橋本昌栄 (川崎医療福祉大学大学院)､藤原禎子 川日時医療福

祉大学大学院)

P13-16 女子学生の健康管理意識と食物摂取スコア

○新沼正子 (岡山短期大学)､高橋ひとみ (桃山学院大学)､中永征太郎 (ノートルダム清心女

子大学)

P13-17 女子学生の体型 (BM l)と生活リズム (朝型 ･夜型)

○中永征太郎 (ノートルダム清心女子大学)､新沼正子 (岡山短期大学)､高橋ひとみ (桃山学

院大学)

P13-18 短大生の健康習慣と運動量に関する一考察

○上野奈初美 (大阪成撰短期大学)､白石龍生 (大阪教育大学)

P13-19 北海道における子どもの心の健康と保護者の変化に関する報告

一保育園 ･幼稚園 ･小学校 ･中学校の教職員を対象とした調査から一

〇今野洋子 (北海道浅井学園大学人間福祉学部福祉心理学科)､佐々木浩子 (北海道浅井学園

大学人間福祉学部福祉心理学科)､瀬川美恵子 (北海道浅井学園大学短期大学部)

P13-20 北海道の小 ･中学校における問題発生の現状について

○佐々木浩子 (北海道浅井学園大学)､今野洋子 (北海道浅井学園大学)､瀬川美恵子 (北海道

浅井学園大学短期大学部)

P13-21 やせ願望と基本的生活習慣の関連について ～小 ･中･高の女子に焦点を当てて～

○近藤とも子 (筑波大学)､尾花美恵子 (筑波大学)､相楽直子 (筑波大学)､田中輝美 (筑波大

学)

P13-22 小学生の生活習慣の規則性 一睡眠の週内変動について一

〇若林綾 (栃木県鹿沼市立乗小学校)､大嶺智子 (杏林大学保健学部)､松井知子 (杏林大学医

学部)

P13-23 中学校長距離走の授業実践と成果

○小磯透 (筑波大学附属中学校)､小山浩 (筑波大学附属中学校)､内田匡輔 (筑波大学附属中

学校)､七揮宋音 (筑波大学附属中学校)

P13-24 最近の子どもの体力に対する実感の構造

○野井真吾 (東京理科大学)､鈴木綾子 (文教大学付属小学校)､下里彩香 (品川区立杜松小学

校)､山本晃弘 (カリタス小学校)､富川敬子 (墨田区立堅川中学校)

P13-25 中学生の睡眠問題に関連する要因の因果構造モデル

○鈴木綾子 (文数大学付属小学校)､野井真吾 (東京理科大学)
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P13-26 教育系 ･福祉系大学学生の心身状態とその評価に関する教育健康学的研究 (第 1報)

TH暮調査による自己健康評価の試み

○増田敦(沖縄県三育中学校)､増野知子(東京都立新宿高等学校)､鈴木路子(東京福祉大学)

P13-27 首都圏中高校生の健康 ･生活に関する実態調査 -10年間の比較一

〇菅原恵 (北海道教育大学大学院)､陳玉葉 (北海道教育大学大学院)､岡崎勝樽 (筑波大学附

属駒場中 ･高等学校)､平岡亮 (北海道教育大学)､北樺山利 (北海道教育大学)､小港治美 (北

海道教育大学)

P13-28 項目反応理論による運動に関する態度尺度の開発

○戸部秀之 (埼玉大学教育学部)

P13-29 ｢毎日の生活と健康｣の学習における評価方法の検討

○杉崎弘周 (上越市立春日小学校)

Pl3-30 "からだ"に関する疑問の調査 (第2朝) 一小学生の疑問と知識の関係一

〇下里彩香 (品川区立杜松小学校)､鈴木綾子 (文数大学付属小学校)､野井真吾 (東京理科大

学)

P13-31 保健の授業評価における試行的検討

○田中沙織 (佐賀大学大学院)､中山正数 (佐賀大学大学院)､栗原淳 (佐賀大学文化教育学部)､

柾清之 (佐賀大学文化教育学部附属小学校)､諸永成樹 (佐賀大学文化教育学部附属小学校)

P13-32 からだとの対話を図る体育 (保健学習)の単元開発に関する実践的研究

○遠藤かおる (上越教育大学附属小学校)

p13-33 小学生 (1-3年生)を対象とした手洗い教育の効果

○山本恭子 (兵庫県立大学看護学部)､鵜飼和浩 (兵庫県立大学看護学部)
P13-34 3歳児への手洗い教育 一内容の工夫と継続指導による効果一

〇中巻京子 (兵庫県立大学看護学部)､山本恭子 (兵庫県立大学看護学部)､鵜飼和浩 (兵庫県

立大学看護学部)

p13-35 心の健康教育の試み

○清水花子 (東京都立八潮高等学校)､森田光子 (多摩相談活動研究所)

P13-36 月経車の水泳に関する養護教論の理解と指導法

○藤原有子 (川崎医療福祉大学大学院)､藤塚千秋 川川奇医療福祉大学大学院)､橋本昌栄 (川

崎医療福祉大学大学院)､藤原禎子(川崎医療福祉大学大学院)､米谷正造(川崎医療福祉大学)､

木村一彦 (川崎医療福祉大学)

P13-37 思春期のセルフエステイームおよびストレス対処スキルと運動習慣との関係

-6年間の縦断調査の結果より一

〇近森けいこ (名古屋学芸大学短大部生活科学科)､川畑徹朗 (神戸大学発達科学部)､西岡仲

紀(兵庫教育大学学校教育学部)､春木敏(大阪市立大学大学院生活科学研究所)､島井暫志(神

戸女学院大学人間科学部)

P13-38 小学生の歯 ･口の健康行動とセルフエステイーム形成およびコ-ピンク行動に関する研究

○武井典子 (財団法人ライオン歯科衛生研究所)､関根幸枝 (茨城県大洋村立上島東小学校)､

川畑徹朗 (神戸大学発達科学部)

P13-39 総合的な学習の時間を活用したセルフエステイームを高める健康教育プログラムの試作とそ

の効果について

○関根幸枝 (茨城県大洋村立上島東小学校)､武井典子 (財団法人ライオン歯科衛生研究所)､

川畑徹朗 (神戸大学発達科学部)
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P13-40 長期入院児へのライフスキル教育に関する文献研究

○住吉智子 (新潟大学医学部保健学科)､竹村真理 (新潟大学医学部保健学科)､西山悦子 (新

潟大学医学部保健学科)

p13-41 大学生のコンボイ形成と自尊感情

○毛受種子 (四天王寺国際仏教大学)､林田嘉朗 (四天王寺国際仏教大学)､新平鎮博 (大阪市

立大学大学院)
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11月14日(日)

P2 掲示時間10:00-ll:00 発表 ･討論時間11:00-12:00

C会場

p14-01 薬物乱用防止教育に関する国際比較研究 (Ⅰ)

一米国ProjectNorthlandの学校教育カリキュラム構成について一
〇森脇裕美子 (兵庫教育大学)､石川哲也(神戸大学)､有書綾子 (兵庫教育大学)､大川尚子(負

庫教育大学)､永井純子 (兵庫教育大学)､赤星隆弘 (熊本県教育センター)､和田活 (国立精神
･神経センター精神保健研究所)､鬼頭英明 (文部科学省)､吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､川畑

徹朗 (神戸大学)､西岡伸紀 (兵庫教育大学)､勝野最吾 (兵庫教育大学)

p14-02 キャンパス内分煙化に伴う学生､教職員の喫煙行動の変化

○藤井香 (慶庵義塾大学保健管理センター)､肥後綾子 (慶庵義塾大学保健管理センター)､久

板木康子 (慶庵義塾大学保健管理センター)､森正明 (慶庵義塾大学保健管理センター)､横山

裕一 (慶歴義塾大学保健管理センター)､南里清一郎 (慶歴義塾大学保健管理センター)努藤

郁夫 (慶歴義塾大学保健管理センター)

p14-03 パワーポイント等を用いた禁煙教育 (定時制課程)

○嶋本恭子 (東京都立大山高等学校定時制課程)

p14-04 看護学生の喫煙防止教育及び禁煙指導に対する態度

○芹滞美紀 (杏林大学)､朝野聡 (杏林大学)､物部悼文 (横浜国立大学)､山田浩平 (順天堂大

学)

p14-05 アルコール ･ハラスメントに対する意識と飲酒行動

○高橋美恵 (杏林大学)､朝野聡 (杏林大学)､物部博文 (横浜国立大学)

p14-06 喫煙､飲酒､薬物乱用防止教育実施のための公的既製資源の活用

○中田敬子 (兵庫教育大学疫学健康教育学研究室)､西剛申紀 (兵庫教育大学疫学健康教育学

研究室)､勝野晃吾 (兵庫教育大学疫学健康教育学研究室)､永井純子 (兵庫教育大学疫学健康

教育学研究室)､森脇裕美子 (兵庫教育大学疫学健康教育学研究室)､有吉綾子 (兵庫教育大学

疫学健康教育学研究室)､大川尚子 (関西女子短期大学)､長谷川ちゆ子 (湊川短期大学)

p14-07 未成年者の飲酒行動の実態とその関連要因 一中高生への飲酒防止教育を通じて一

〇榎本泰典(名古屋大学大学院医学系研究科予防医学/医学推計 ･判断学教室)､玉腰暁子(塞

古屋大学大学院医学系研究科予防医学/医学推計 ･判断学教室)､佐藤喜世恵 (名古屋大学教

育学部附属中 ･高等学校)

p14108 学生主導によるEメールを活用した禁煙サポートの試み

○西村千尋 (長崎県立大学)､上演龍也 (岩手大学)

p14-09 中学 ･高校生の規範意識と喫煙 ･飲酒行動との関連

○国土将平 (鳥取大学地域学部)､松本健治 (鳥取大学地域学部)､祝部大輔 (鳥取大学医学部)､

吉岡伸一 (鳥取大学医学部)

p14-10 学校安全管理のための自己チェックシステムの開発(i):

滋賀県草津市における取り組みの計画

○西岡伸紀 (兵庫教育大学)､谷川尚巳 (草津市教育委員会)､太田光則 (草津市教育委員会)､

勝野最吾 (兵庫教育大学)､永井純子 (兵庫教育大学)､森脇裕美子 (兵庫教育大学)､石川哲也

(神戸大学)､川畑徹朗 (神戸大学)､長谷川ちゆ子 (湊川短期大学)､大川尚子 (関西女子短期

大学)､戸田芳雄 (文部科学省)
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p14-11 オース トラリアにおける学校危機への対応について

○元村直靖 (大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター)､石橋正浩 (大阪教育大学発

達人間福祉学講座)､瀧野陽三 (大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター)､岩切昌宏

(大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター)､下村陽一 (大阪教育大学人間行動学講座)

p14-12 性教育に関する集団指導と個別指導の中間的指導 ｢カフェテリア方式｣の開発

○松浦賢長 (福岡県立大学看護学部)､江寄和子 (京都市立崇仁小学校)

P14-13 中学生の問題行動を予防するための心理教育的プログラム "サクセスフル ･セルフ"

○安藤美章代 (乗京学芸大学大学院連合学校教育学研究科)､朝倉隆司 (東京学芸大学教育学

部)

P14-14 中学生の問題行動 ･向社会的行動とその心理社会的要因

〇日髭由己 (西東京市立田無小学校)､朝倉隆司 (東京学芸大学養護教育講座)

P14-15 不登校 ･中退経験者の回復と成長の過程に関する研究

～通信制高校サポー ト校の調査から～

○松永昌夫 (立川市立立川第二中学校)､朝倉隆司 (東京学芸大学保健学研究室)

P1416 健康相談活動による電子メール利用に関する研究

○藤原立子 (弘前大学教育学研究科)､小玉正志 (弘前大学教育学部)

P14-17 児童の家族画の特徴 一人物の動きとその内容一

〇北村由美 (大阪女子短期大学)

P14-18 中学生におけるいじめ加害群 ･加害被害両経験群 ･被害群の精神保健指標及びライフイベン

トの比較

○笹滞吉明 (群馬大学大学院医学系研究科社会環境医療学)､鈴木庄亮 (群馬産業保健推進セ

ンター)､小l加羊 (群馬大学大学院医学系研究科社会環境医療学)

P14-19 塩基性抗菌性蛋白CAP18及びそのアナログの食中毒原因菌に対する殺菌効果の検討

○西川武志 (北海道教育大学札幌校)､小林菜津美 (北海道教育大学札幌校)､磯貝恵美子 (追
医療大)､磯貝浩 (札幌医大)､大庭文明 (ノースバイオ)､柚木俊二 (北海道教育大学札幌校)､

山田玲子 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)､荒島真-一郎 (北海

道教育大学札幌校)

p14-20 子どもの視力と生活環境 (Ⅶ) ｢箸と鉛筆の持ち方｣との関連

○高橋ひとみ (桃山学院大学)

P14-21 女子大学生の骨密度と運動習慣との関連

○大畑智弘 (茨城大学教育学部)､上地勝 (茨城大学教育学部)､秋坂真史 (茨城大学教育学部)､

市村国夫 (熊本大学教育学部)

P14-22 高等学校におけるインフルエンザ予防活動

○高山昌子 (慶癒義塾大学保健管理センター)､森正明 (慶歴義塾大学保健管理センター)､迂

岡三滴子 (慶歴義塾大学保健管理センター)､暫藤郁夫 (慶応義塾大学保健管理センター)

P14-23 児童 ･生徒におけるアレルギーの疫学的研究

-GoshikiHea托hStudy:血清 IgEについて一

〇吉本佐雅子 (鳴門教育大学学校保健研究室)､赤星隆弘 (熊本県立教育センター)､永井純子

(兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､西岡伸紀(兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)､

松浦尊麿(五色町健康福祉総合センター)､勝野異吾(兵庫教育大学疫学 ･健康教育学研究室)

P14-24 地域と連携した健康づくり運動指導の大学教育カリキュラム

○平岡亮 (北海道教育大学釧路校)､北港一一利 (北海道教育大学釧路校)､小港治夫 (北海道教

育大学釧路校)､菅原恵 (北海道教育大学大学院)､陳玉葉 (北海道教育大学大学院)
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P14-25 定期健康診断 (歯科)における効果的な保健調査に関する研究 (第二朝)

○南波正克 (川口歯科医師会､川口市立戸塚中学校)､村木久美江 (川口市立南中学校)

p14-26 山･川 ･森での体験学習カリキュラム開発に関する環境保健学的研究 (第Ⅲ報)

一教員養成系大学生を対象に一

〇増野知子 (新宿高等学校)､和田束子 (東京学芸大学)､鈴木路子 (東京福祉大学)

p14-27 公共施設におけるダニアレルゲン汚染調査

○山野由紀子 (神戸大学大学院総合人間科学研究科)､松本健治 (鳥取大学地域学部)､闘士将

平(鳥取大学地域学部)､石川哲也(神戸大学発達科学部)､森脇裕美子(兵庫教育大学大学院)

p14-28 G県養護教諭の看護系大学への教育機能に関する要望

○佐光恵子 (上武大学看護学部)､中下富子 (上武大学看護学部)

p14-29 ソーシャルサポートに着目した､学級と保健室が一体となる支援方略の開発

○椿真紀子 (神戸大学発達科学部附属住吉小学校)､長瀬善雄 (神戸大学発達科学部附属住吉

/ト学校)､藤田大輔 (神戸大学発達科学部)､田村雅美 (神戸大学発達科学部)

p14-30 養護教諭の役割と保健室の機能に関する-考察 -A大学の学生を対象とした調査から一

〇今野洋子 (北海道浅井学園大学)

p14十31 養護教諭の職務の研究Ⅰ 一第18回健康教育世界会議の報告を基に一

〇松本順子 (川崎市立御幸中学校)､坂本玄子 (聖マリアンナ医科大学看護専門学校)､宍戸洲

美 (渋谷区立中幡小学校)､横田淳 (埼玉県立大学)､岩辺京子 (中央区立日本橋小学校)､深津

由美子 (北区立桐ヶ丘郷小学校)､渋谷利子 (美瑛町立北瑛小学校)､中村富美子 (沼津市立門

池中学校)､野井友子 (多摩大学附属聖ヶ丘中学 .高等学校)､斎藤淳子 (稲城市立稲城第六小

学校)､斎藤静栄 (狛江市立狛江第二中学校)､新谷チヨ子 (杉並区立松ノ木中学校)､舟見久子

(世田谷区立桜木中学校)

p14-32 養護教諭の職務の研究] -第18回健康教育世界会議の報告を基に一

〇中村富美子 (沼津市立門池中学校)､坂本玄子 (聖マリアンナ医科大学看護専門学校)､宍戸

洲美 (渋谷区立｢榊爵小学校)､樫断章 (埼玉県立大学)､岩辺京子 (中央区立日本橋′ト学校)､深

津由美子 (北区立桐ヶ丘郷小学校)､渋谷和子 (美瑛町立北瑛小学校)､野井友子 (多摩大学附

属聖ヶ丘中学 ･高等学校)､松本順子 川日時市立御幸中学校)､斎藤淳子 (稲城市立稲城第六小

学校)､斎藤静栄 (狛江市立狛江第二中学校)､新谷チヨ子 (杉並区立松ノ木中学校)､舟見久子

(世田谷区立桜木中学校)

p14-33 養護教諭の職務の研究Ⅲ -第18回健康教育世界会議の報告を基に一

〇野井友子 (多摩大学附属聖ヶ丘中学 ･高等学校)､坂本玄子 (聖マリアンナ医科大学看護専

門学校)､宍戸洲美 (渋谷区立中幡小学校)､楼師事 (埼玉県立大学)､岩辺京子 (中央区立日本

橋小学校)､深津由美子 (北区立桐ヶ丘郷小学校)､渋谷和子 (美瑛町立北瑛小学校)､中村富美

子 (沼津市立門池中学校)､松本順子 (川崎市立御幸中学校)､斎藤淳子 (稲城市立稲城第六小

学校)､斎藤静栄 (狛江市立狛江第二中学校)､新谷チヨ子 (杉並区立松ノ木中学校)､舟見久子

(世田谷区立桜木中学校)

p14-34 養護教諭の職務の研究Ⅳ 一第18回健康教育世界会議の報告を基に一

〇渋谷和子 (美瑛町立北瑛小学校)､坂本玄子 (聖マリアンナ医科大学看護専門学校)､宍戸洲

美 (渋谷区立中幡小学校)､楼田淳 (埼玉県立大学)､岩辺京子 (中央区立日本橋小学校)､深津

由美子 (北区立桐ヶ丘郷小学校)､松本順子 (川崎市立御幸中学校)､中村富美子 (沼津市立門

池中学校)､野井友子 (多摩大学附属聖ヶ丘中学 ･高等学校)､斎藤淳子 (稲城市立稲城第六小

学校)､斎藤静栄 (狛江市立狛江第二中学校)､新谷チヨ子 (杉並区立松ノ木中学校)､舟見久子

(世田谷区立桜木中学校)
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p14-35 養護教諭の職務の研究V -第18回健康教育世界会議の報告を基に一

〇楼田淳 (埼玉県立大学)､岩辺京子 (中央区立日本橋小学校)､斎藤淳子 (稲城市立稲城第六

小学校)､斎藤静栄 (狛江市立狛江第二中学校)､坂本玄子 (聖マリアンナ医科大学看護専門学

校)､新谷チヨ子 (杉並区立松ノ木中学校)､渋谷和子 (美瑛町立北瑛′ト学校)､宍戸洲美 (渋谷

区立中幡小学校)､深津由美子 (北区立桐ヶ丘郷′ト学校)､舟見久子 (世田谷区立桜木中学校)､

松本 順子 (川崎市立御幸中学校)､中村富美子 (沼津市立門池中学校)､野井友子 (多摩大学附

属聖ヶ丘中学 ･高等学校)

p14-36 養護教諭の児童虐待の認知状況と対応および研修経験の関連

○荒木田美香子 (大阪大学医学系研究科)､笠島ありさ (大阪大学医学系研究科)､高橋佐和子

(飴玉小学校)

p14-37 中学生の食習慣 ･食知識 ･食行動の相互作用に関する研究(2)

○′上島章子 (大妻女子大学人間生活科学研究所)､平山素子 (秋草学園短大)､大滞清二 (大妻

女子大学人間生活科学研究所)

p14-38 健康教育を目的とした簡易な栄養調査と調査対象学生の栄養に対する認識 (その3)

○後藤章 (大阪教育大学保健体育教育講座)､田丸倫子 (大阪教育大学保健体育教育講座)､森

下里枝 (大阪教育大学保健体育教育講座)

p14-39 食行動質問表による中学生の食行動認知等への検討

○河内信子 (岡山大学教育学部)

p14-40 大阪府食育推進プロジェクトの概要 -Webを活用した食育通信の開発一

〇春木敏 (大阪市立大学大学院生活科学研究科)､境田靖子 (兵庫大学健康科学部)

p14-41 幼児の食生活 ･20年間の動向

○岩城淳子 (白鴎大学発達科学部)

p14-42 知的障害養護学校高等部において養護教諭が行う家族支援

○中下富子 (上武大学看護学部)､佐藤由美 (群馬大学医学部)
p14-43 肢体不自由養護学校における養護教諭の役割とヘルスケア活動の実際

○篠本絵里 (北海道医療大学看護福祉学部)､秋原志穂 (大阪府立看護大学)､草薙美穂 (東京

医科歯科大学)､山本美佐子 (北海道医療大学看護福祉学部)､岡田洋子 (旭JE‖裏科大学)

p14-44 身体障害者におけるストレス要因分析とストレス対処方法の一考察

○中止正教(佐賀大学大学院)､田中沙織(佐賀大学大学院)､栗原淳(佐賀大学文化教育学部)

p14-45 児童における身体活動質問項目の信頼性と妥当性 :

WHOHeauhBehaviourinSchooトagedChildrenSurvey日本語版の場合

○高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (琉球大学教育学部)､宮城政也 (沖縄県立看護大学)､小

橋川久光 (琉球大学教育学部)

p14-46 小学校体育 ｢保健領域｣の実施状況および教員意識とその変化について (第3報)

○′ト林稔 (琉球大学教育学部)､高倉実 (琉球大学医学部)
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留学生カントリーR/ボ-防 (ボスタ-)

11月14日(日)

P3 掲示時間10:00-ll:00 発表 ･討論時間11:00-12:00

C会場

p14-留1 中国内蒙古呼和浩特市における学校環境衛生の実態

○斯琴高娃 (鳥取大学大学院教育学研究科)､国土将平 (鳥取大学地域学部)､松本健治 (鳥

取大学地域学部)

p14-留2 中国山西省太原市における小学生の生活習慣と自覚的健康度との関連

○李秀紅 (鳥取大学大学院教育学研究科)､国土将平 (鳥取大学地域学部)､松本健治 (鳥取

大学地域学部)

p14-留3 中国内蒙古呼和浩特市における小中学生の生活習慣について

○包図雅 (鳥取大学大学院教育学研究科)､国土将平 (鳥取大学地域学部)､松本健治 (鳥取

大学地域学部)

p14-留4 青少年の体格の変化に関する日中の比較研究 -BMlの縦断的変化の比較一

〇陳洪森 仲 京大学体育研究科)､争小倹 (中京大学体育研究科)､田中豊穂 (中京大学体育

研究科)

p14-留5 中国と日本における保健体育指導と生徒の発育 ･健康状況の比較研究

○陳玉葉 (北海道教育大学大学院)､小樽治夫 (北海道教育大学釧路校)

p14-留6 大学生の食生活行動 一日･台の比較-

○唐誌陽 (中京大学)､陳俊徳 (中京大学大学院)､安井謙 (愛知工科大学)､白石安男 (東京

理科大学)､中川武夫 (中京大学)､田中豊穂 (中京大学)

p14-留7 心身の健康意識に関する調査研究 一中学生を対象とした日中比較一

〇陳釆紅 (大阪教育大学養護教育専攻大学院)､木村龍雄 (大阪教育大学養護教育学講座)
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会 報 日本学校保健学会第12期役員選挙結果の公示

日本学校保健学会選挙管理委員会は,日本学校保健学会第12期役員選挙を本学会会則および役員

選出規定にもとづき,去る6月から9月にかけて行い終了致しましたので,その結果を公示します.

なお,最終的な役員名簿は第51回年次学会の理事会にて決定されますので,その結果については

学校保健研究46巻 5号に掲載します.

平成16年10月8日

日本学校保健学会選挙管理委員会 佐藤 理

谷 健二

平山 素子

1)平成16年 7月10日 (当日消印有効)の締切日までに返送された投票用紙をとりまとめ, 7月16

日に開票し,評議員76名が選出された.(選挙権所有者1,441名)

2)投票により選出された地区別評議員に,所定数の地区別理事の投票を依頼し, 8月24日に開票

し,理事28名が選出された.

3)投票により選出された地区別理事28名に,理事長及び常任理事の投票を依頼し,9月15日に開

票し理事長 1名および常任理事 4名が選出された.

有権者数および評議員選挙投票率

有権者数 投票総数 有効票数 無効票数 投票率 (%)

北 海 道 66 33 33 0 50.0

東 北 85 37 37 0 43.5

関 東※ 528 130 130 0 24.6

北 陸 33 15 15 0 45.5

東 海 194 65 65 0 33.5

近 畿 254 87 87 0 34.3

中国.四国 168 46 46 0 27.4

九 州 113 47 47 0 41.6

※海外を含む

評議員 ･理事定数

北海道 東 北 関 東 北 陸 東 海 近 畿 中国.四国 九 州 合 計

評 議 員 4 5 27 2 10 l 13 9 6 76



学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004 439

第12期役員選挙開票結果〔評議員 ･理事 ･常任理事及び理事長〕
(地区別五十音順,○は理事 ◎は常任理事 ☆は理事長)

北海道地区 (4名)

荒 島 真一郎 北海道教育大学札幌校
○津 村 直 子 北海道教育大学札幌校
富 田 勤 北海道教育大学札幌校
○横 田 正 義 北海道教育大学旭川校

素北地区 (5名)

○天 野 敦 子 弘前大学教育学部教育保健講座
◎数 見 隆 生 宮城教育大学教育学部
○佐 藤 理 福島大学教育学部
立 身 政 信 岩手大学保健管理センタ一
面 滞 和 子 弘前大学教育学部

関東地区 (27名)
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岡
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瀧

武

田
戸
西

野
野
藤

三
皆

村

山
苦
渡
和

己 幸 女子栄養大学栄養学部
誠 治 茨城大学教育学部
江

二
子
義
子
美

子
明

子
之
行
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代
之
彦

司
和
也

子
栄
範

子
郎
樹
勝

津

奈

千

み

重

1

智
清
尚

1
加
直
尚
英
正
浩
利

八
秀
尚
有
良
和
と
興
光

八
豊
正
正

文部科学省スポーツ ･青少年局
大妻女子大学人間生活科学研究所
茨城大学教育学部
順天堂大学スポーツ健康科学部
千葉大学教育学部
新潟大学教育人間科学部
女子栄養大学栄養学部
文部科学省スポーツ ･青少年局
国立保健医療科学院
千葉大学教育学部
茨城大学教育学部
千葉大学名誉教授
埼玉県立常盤高等学校
埼玉大学教育学部
筑波大学体育科学系
筑波大学体育科学系
筑波大学体育科学系
一橋大学大学院社会学研究科
女子栄養大学
新潟大学教育人間科学部
和洋女子大学大学院
お茶ノ水女子大学附属中学校
日本体育大学大学院
東京学芸大学教育学部
宇都宮大学教育学部

北陸地区 (2名)

小 阪 栄 進 金沢市立森山町小学校
○中 川 秀 昭 金沢医科大学

東海地区 (10名)

○家 田 重 晴 中京大学体育学部
大 沢 功 名古屋大学総合保健体育科学センター
○後 藤 ひとみ
◎佐 藤 祐 造
竹 内 宏 一
中 垣 晴 男
野 村 和 雄
堀 内 久美子
○宮 尾 克
○村 松 常 司

愛知教育大学養護教育講座
愛知学院大学心身科学部健康科学科
浜松医科大学医学部名誉教授
愛知学院大学歯学部
愛知教育大学教育学部
名古屋市立大学看護学部
名古屋大学情報連携基盤センター
愛知教育大学教育学部

近畿地区 (13名)

○石 川 哲 也 神戸大学発達科学部
大 山 良 徳 大阪大学名誉教授
○勝 野 最 吾 兵庫教育大学学校教育学部
川 畑 徹 朗 神戸大学発達科学部
白 石 龍 生 大阪教育大学
○武 田 晃太郎 和歌山県立医科大学名誉教授
中 神 勝 京都ノー トルダム女子大学
西 岡 伸 紀 兵庫教育大学
林 正 滋賀大学名誉教授
松 岡 弘 大阪教育大学教育学部名誉教授
三 野 耕 兵庫教育大学学校教育学部
○宮 下 和 久 和歌山県立医科大学
○森 岡 郁 晴 和歌山県立医科大学看護短期大学部

原
山
成

相
島
定
安

本

田

石
揮
賓

下
津
友
中
松

門

○

☆

○

○
◎

昌
信
文
義

中国 ･四国地区 (9名)

江 岡山大学名誉教授

彦
夫

吉備国際大学
香川大学医学部
岡山大学教育学部

ひろ江 広島大学
保 博 山口大学教育学部
紀美子 徳島大学総合科学部
健 治 鳥取大学教育地域科学部
新一郎 岡山大学教育学部

九州地区 (6名)

○市 村 国 夫
栗 原 淳
鈴 木 美智子
○住 田 実
高 倉 実
◎照 屋 博 行

熊本大学教育学部
佐賀大学文化教育学部
九州女子短期大学専攻科養護教育
大分大学教育福祉科学部
琉球大学医学部
福岡教育大学教育学部

※理事長および常任理事が選出された地区について
は,日本学校保健学会役員選出規定第2粂4項に
従い地区別定数を補充した.
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機関誌 ｢学校保健研究｣投稿規定 (平成16年6月19日改正)

1.本誌-の投稿者 (共著者を含む)は,日本

学校保健学会会員に限る.

2.本誌の領域は,学校保健およびその関連領

域とする.

3.原稿は未発表のものに限る.

4.本誌に掲載された原稿の著作権は日本学校

保健学会に帰属する.

5.原稿は,日本学校保健学会倫理綱領を遵守

する.

6.本誌に掲載する原稿の種類と内容は,次の

ように区分する.

原稿の種類 内 容

総 説 学校保健に関する研究の総括,文献解題

論 説原 著報 告会 報 学校保健に関する理論の構築,展望,揺言等

学校保健に関して新しく開発した手法,
発見した事実等の論文

学校保健に関する論文,ケースレポ-
ト,フィールドレポート
学会が会員に知らせるべき記事

会員の声その他 学会誌,論文に対する意見など (800字
以内)

学校保健に関する貴重な資料,書評,論

ただし,｢論説｣,｢原著｣,｢報告｣,｢会員
の声｣以外の原稿は,原則として編集委員会

の企画により執筆依頼した原稿とする.

7.投稿された論文は,専門領域に応じて選ば

れた2名の査読者による査読の後,掲載の可

否,掲戟順佼,種類の区分は,編集委員会で

決定する,

8.原稿は別紙 ｢原稿の様式｣にしたがって書

くこと.

9.原稿の締切日は特に設定せず,随時投稿を

受付ける.

10.原稿は,正 (オリジナル)1部にほかに副

(コピー)2部を添付して投稿すること.

ll.投稿原稿には,査読のための費用として

5,000円の定額郵便為替 (文字等は一切記入

しない)を同封して納入する.

12.原稿は,下記あてに書留郵便で送付する.

〒177-0051

東京都練馬区関町北2-34-12

勝美印刷株式会社 情報センター内

｢学校保健研究｣事務局

TEL:03-5991-0582

FAX:03-5991-7237

その際,投稿者の住所,氏名を書いた返信

用封筒 (A4)を3枚同封すること.

13.同一著者,同一テーマでの投稿は,先行す

る投稿原稿が受理されるまでは受付けない.

14.掲載料は刷り上り8頁以内は学会負担,超

過頁分は著者負担 (一貫当たり10,000円)と

する.

15.｢至急掲載｣希望の場合は,投稿時にその

旨を記すこと,｢至急掲載｣原稿は査読終了

までは通常原稿と同一に扱うが,査読終了後,

至急掲載料 (50,000円)を振り込みの後,原

則として4ケ月以内に掲載する.｢至急掲載｣

の場合,掲載料は,全額著者負担となる.

16.著者校正は1回とする.

17.審査過程で返却された原稿が,特別な事情

なくして学会発送日より3ケ月以上返却され

ないときは,投稿を取り下げたものとして処

理する.

18.原稿受理日は編集委員会が審査の終了を確

認した年月日をもってする.
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原稿の様式

1.原稿は和文または英文とする.和文原稿は

原則としてワードプロセッサを用いA4用紙

30字×28行 (840字)横書きとする.ただし

査読を終了した最終原稿はフロッピーディス

ク等をつけて提出する.

英文はすべてA4用紙にダブルスペースで

タイプする.

2.文章は新仮名づかい,ひら仮名使用とし,

句読点,カッコ (｢,『,(,[など)は1字分
とする.

3. 外国語は活字体を使増し,1字分に半角2文

字を収める.

4.数字はすべて算用数字とし,1字分に半角

2文字を収める.

5.図表,写真などは,直ちに印刷できるかた

ちで別紙に作成し,挿入箇所を論文原稿中に

指定する.

なお,印刷,製版に不適当と認められる図

表は着替えまたは割愛を求めることがある.

(専門業者に製作を依頼したものの必要経費

は,著者負担とする)

6.和文原稿には400語以内の英文抄録と日本

語訳,英文原稿には1,500字以内の和文抄録

をつけ,5つ以内のキーワード(和文と英文)

を添える.これらのない原稿は受付けない.

7.論文の内容が倫理的考慮を必要とする場合

は,研究方法の項目の中に倫理的配慮をどの

ように行ったかを記載する.

8.正 (オリジナル)原稿の表紙には,表題,

著者名,所属機関名,代表者の連絡先 (以上

和英両分),原稿枚数,表および図の数,希

441

望する原稿の種類,別刷必要部数を記す.

(別刷に関する費用はすべて著者負担とする)

副(コピー)原稿の表紙には,表題,キーワー

ド (以上和英両分)のみとする.

9.文献は引用順に番号をつけて最後に一括し,

下記の形式で記す.本文中にも,｢-知られ

ている1).｣または,｢- 2)4),- 1~5)｣のよう
に文献番号をつける.著者が7名以上の場合

は最初の3名を記し,あとは ｢ほか｣(英文

ではetal.)とする.

[定期刊行物] 著者名 :表題,雑誌名,巻 :

頁一頁,発行年

[単行本] 著者名 (分担執筆著名):論文名,

(編集 ･監修著名),書名,引用頁

一貫,発行所,発行地,発行年

-記載例-

[定期刊行物]

1)三木和彦 :学校保健統計の利用と限界,学

校保健研究,24:360-365,1992

2)西岡伸紀,岡田加奈子,市村国夫ほか :育

少年の喫煙行動関連要因の検討一日本青少年

喫煙調査 (JASS)の結果より-,学校保健

研究,36:67-78,1994

3)Glennmark,B.,Hedberg,G.,Kaijser,L.and

Jansson,E.:Musclestrengthfromadolescence

toadulthood-relationshiptomusclefibre

types,Eur.J.Appl.Physiol.68:919,1994

[単行本]

4)白戸三郎 :学校保健活動の将来と展望,

(船川,高石轟),学校保健活動,216-229,

杏林書院,東京,1994
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日本学校保健学会倫理綱領
制 定 平成15年11月2日

日本学校保健学会は,日本学校保健学会会則第2条の規定に基づき,本倫理綱領を定める.

前 文

日本学校保健学会会員は,教育,研究及び地域活動によって得られた成果を人々の心身の健康及び社会

の健全化のために用いるよう努め,社会的責任を自覚し,以下の綱領を遵守する.

(責任)

第1条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動に責任を持つ.

(同意)

第2条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動に際して,対象者又は関係者の同意を得た上

で行う.

(守秘義務)

第3条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動において,知り得た個人及び団体のプライバ

シーを守秘する.

(倫理の遵守)

第4条 会員は,本倫理綱領を遵守する.

2 会員は,原則としてヒトを対象とする医学研究の倫理的原則 (ヘルシンキ宣言)を遵守する.

3 会員は,原則として疫学研究に関する倫理指針 (平成14年文部科学省 ･厚生労働省)を遵守する.

4 会員は,原則として子どもの権利条約を遵守する.

5 会員は,その他,人権に関わる宣言を尊重する.

(改廃手続)

第5条 本綱領の改廃は,理事会が行う.

附 則 この倫理綱領は,平成15年11月2日から施行する.

大
滞
清
二
他
著

内
山

源
他
者

阪
井

敏
郎
著

大
滞

清
二
著

エ
ル
キ
ン
ド
著

A

･
ゲ
ゼ
ル
著

A

･
ゲ
ゼ
ル
著

A

･
ゲ
ゼ
ル
著

改
訂
学
校
保
健
学
概
論

健
康

･
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
生
活

学
教
育
と
子
ど
も
の
悲
劇

生
活
科
学
の
た
め
の
多
変
量
解
析

居
場
所
の
な
い
若
者
た
ち

乳
幼
児
の
心
理
学

学
童
の
心
理
学

青
年
の
心
理
学

定
価
二
三

7
0
円

定
価
二
四

一
五
円

定
価
二

一
〇
〇
円

定
価
三
九

九
〇
円

定
価
二
九
四

〇
円

定
価
五
六
七

〇
円

定
価
五
六
七

〇
円

定
価
五
六
七

〇
円

新
刊
-

基
礎
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
-
･

大
滞
清

二

(大
妻
女
子
大
学
教
授
)
普

楽

し
く
学
ぶ
統
計
学

A
5
判

7
八
四
貢

定
価

二

一
〇
〇
円

最
近
で
は
ま
す
ま
す

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
性
能
が
向
上
し
て
手
軽
に
計
算
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
､
基
礎
的
な
学
習
を
飛
ば
し
て
､
見
た
目
の
計
算
結

果
を
手
早
く
得
よ
う
と
す
る
傾
向
が
非
常
に
強
く
な

っ
て
い
ま
す

o既
に
出
版

さ
れ
て
い
る
統
計
学
の
本
に
も
､
そ
う
し
た

1
般
の
風
潮
に
合
わ
せ
て
計
算
を

自
分
で
は
行
わ
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
た
書
き
方
を
し
た
も
の
が
目
立
ち
ま

す
o
L
か
L
t
著
者
は
二
十
七
年
間
の
統
計
教
育
の
経
験
か
ら
､
せ
め
て
基
本

と
な
る
知
識
だ
け
は
実
際
に
手
を
動
か
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
と
の
考
え
を

持

っ
て
い
ま
す
｡
統
計
学
の
実
力
を

つ
け
る
上
で
は
､
自
分
で
計
算
で
き
る
こ

と
が
､
理
解
を
助
け
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
で
す
O
学
習
と
は
積
み
上
げ
る
も

の
で
す
か
ら
､
早
急
に
結
論
だ
け
を
求
め
る
よ
う
な
統
計
解
析
法
の
利
用
は
決

し
て
実
力
と
は
な
り
ま
せ
ん
｡
高
度
な
統
計
解
析
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
､
基
礎

知
識
が
な
い
と
､
パ
ソ
コ
ン
か
ら
出
力
さ
れ
た
計
算
結
果
さ
え
何
の
こ
と
か
さ

っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
､
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

本
書
は
そ
う
し
た
立
場
か
ら
､
基
礎
的
な
計
算
が
で
き
､
統
計
の
理
論
が
分

か
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
上
で
'
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
情
報
処
理
を
行
う
と
い
う
順
序
で
統
計
学
を
じ

っ
く
り
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
O

(著
者

rま
え
が
き
し
よ
り
)

〒11三ItoS!/5/wkf禁k:S,?ikKy.PikBufha3.:.?:,-4 家政教育社 語 .033二33,94455二66…6655



W
蔓
毒
重
責毒
W
J董

h∃
-
-
----
-

V-
V-

-

-タメ-
-

--
-
-

--
-
-
-
-
-
うま言凄
く-
--

-
-
-
1""A-hv･-
i-
-
J八を登-
-
-
召-
月う-

～ゾ-i-
ルル蓬等ハ淳書きヨ-

3--
Ljくて"'-'-
"～L-
-
遥ざ蓬～--
3J-喜
3-
でき-
-享-
-
-
'-
ミ--葦

3-}実-ハ点き-妻
轟々-毒せ萱m

wwmw
…

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

お知らせ 日本ヘルスプロモーション学会

443

第2回学術大会プログラム

期 日:平成16年11月20日(土)～21日(冒)

会 場 :国立国際医療センター 国際医療協力研修センター5階 大会議室

◎都営地下鉄大江戸線｢若松河田｣駅より徒歩5分 ⑳東京メトロ東西線｢早稲田｣駅より徒歩15分

テーマ :ヘルスプロモーションと国際協力

プログラム :

⑳会長講演 ｢ヘルスプロモーションと国際協カーヘルスプロモーションの概念を途上国の国づ

くりに｣ 第2回学術大会会長 建野 正毅 (国立国際医療センター)

⑳特別講演 ｢(仮)ヘルスリテラシーと世界のヘルスプロモーション戦略｣
ドナルド･ナットビーム (シドニー大学教授)

⑳シンポジウムⅠ｢個人 ･組織 ･コミュニティの潜在能力を高めあう試み
一諸外国のヘルスプロモーション活動の現場から-｣

⑳シンポジウムⅡ ｢ヘルスプロモーションにおける 住̀民主体'について考えよう

一健康なまちづくりの実践から-｣

参加費 :一般会員¥2,000 学生会員¥1,000 非会員¥3,000 懇親会費¥4,000(別途)

問い合わせ先 :〒270-1695 千葉県印播郡印藤村平賀学園台1-1 順天堂大学健康社会学研究室内

日本ヘルスプロモーション学会事務局 (担当 高村美奈子 ･助友裕子)

04761981118(teュ/fax)jimukyoku@jshp.net(学会公式ホームページ http://wwwjshp.net/)

お知らせ JKYB健康教育ワークショップ東京2004

趣 旨 :深刻化する児童生徒の心の問題や様々な健康課題の解決に有効なライフスキル教育の理論と具体

的な実践方法を学ぶ.

主 催 :JKYB研究会関東支部

共 催 :JKYB研究会 (本部 神戸大学発達科学部)

後 援 :東京都北区教育委員会

日 時 :平成16年11月27日(土)午前9時～28日(日)午後4時45分

会 場 :東京都北区立 北とぴあ TELO3-5390-1100

JR京浜東北線 王子駅北口下車,営団地下鉄南北線 王子駅 5番出口

講 師:川畑 徹朗,西岡 伸紀,春木 敏,武井 典子

参加費 :5,000円 (テキスト代1,000円は当日徴収)

連絡先 :〒198-0032 青梅市野上町3-2112 平田英一郎

TELO428-22-9344 メールアドレスmihokazusin@tbj.t-com.ne.jp

*ただし電話やメールはお問い合わせのみで,受付はいたしません.
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お知らせ 第26回子どものからだと心 ｡全国研究会議
子どものからだと心の危機の克服をめざして

～人類の智恵を集めて子どもを生き生きさせよう～
-ActiveLiving-

と き 2004.12.ll(土)～12.12(日)
ところ 日本体育大学 (321教室,他)
東京都世田谷区深沢7-1-1 Tel.0315706-0967

主 催 子どものからだと心 ･連絡会議
後 援 東京都 ･東京都教育委員会
〔内 容〕
⑳指定報告 :｢子どものからだと心 白書2004｣

野井 真吾氏 (のい しんご,『子どものからだと心白書』編集委員長,東京理科大学 専
任講師),他

⑳一般報告

◎講 座 :藤森 弘氏 (ふじもり ひろし,子どものからだと心 ･連絡会議 副議長,保養養生学研
究所 所長)

⑳特別講演 :｢子どもを生き生きさせる実践と理論｣
小津 治夫氏 (おざわ はるお,北海道教育大学 釧路校 教授)

⑳シンポジウム :｢子どもが変わった !私の保育 ･教育実践u｣
亀川真都子氏 (かめかわ まつこ,青森県相野保育園 保育士)
土田 豊氏 (とだ ゆたか,海部小学校 ふるさと教員)
松浦 最知氏 (まつうら まち,高知 ･元養護教諭)

⑳研究協議 :｢実感とデータに基づいた "ActiveLiving"の実践｣
〔一般報告の公募 (ポスター発表のみ)〕
一般報告は,どなたでもご報告いただけます.10月30日(土)までに氏名,所属,連絡先,テーマ,報告
要旨 (400字程度)を,E-mail(nois@rs.noda.tus.ac.jp)またはFax.(04-7121-4273)にてご連絡ください.
また,当日は会場で印刷が出来ませんので,必要に応じて各自ご用意ください.
〔日 程〕

12/10(金)

12/ll(土)

12/12(日)

9:00 930 9.45 12:0013,0014●15 1430 15:45

830 9:00 ユ0:1510●30

18●00 20:00

博 絡会談 ･全国委員会 i

16:1517'15 17:30 18:00 20:00

12:00 1300 15●00 15.15 16:00

シンポジウム 連絡会議 ･鎗会

〔費 用〕申し込みは,すべて郵便振込方式です.
⑳参 加 費 ..2日間 (含自書代) 会員8,000円･一般9,000円･学生3,000円

:1日間 (含自書代) 会員5,000円 ･一般6,000円･学生2,000円
◎懇親会費 4,000円
※高校生以下の子どもは参加費無料です.(発言大歓迎‖)

〔申込方法〕
⑳郵便局備えつけの ｢払込書｣にて送金してください.その際は,通信欄に明細をお書きの上,合計金額
を下記の口座宛に送金しください.
【口座番号 ｢00130づ168585｣,加入著名 ｢子どものからだと心 ･全国研究会議｣】
⑳準備の都合上,参加申し込みは11月26日(金)までにお願いします.
⑳白書のみご希望の方は,ブックハウスHD (E-mail:bhhd@mxd.mesh.ne.jp,Fax:03-3372-6250,
Tel:03-3372-6251)まで,氏名,住所,電話番号,冊数をお知らせください.
⑳宿泊は,各自でお申し込みください.
〔その他〕
⑳何かご不明な点がありましたら,下記の事務局までお問い合わせください.
第26国子どものからだと心 ･全国研究会議 事務局 (日本体育大学 学校体育研究室気付)
〒158-8508 東京都世田谷区深沢7-1-1 Tel&Fax:03T570610967
E-mail:nois@rs.noda.tus.ac.jp
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世界に信頼され､実績のあるポータブルで扱いやすい除細動器(RED)0

(=ネルギー出カハoターy)

:;_I-: :-i3---= _:i _-A_定 言 :._i;=:; ･;-I_JI-f
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(エネルギー出力､解析機能は内蔵していません.)

46950 ¥97,000
操作はON/OFF､解析､通電のボタンを押すだけ､膏声とスクリーン表示で

動作手原をガイド｡

群生シナリオ(AHA､ARC)4種.ユ-ザ-プログラム2種を内蔵｡

※写矧まAEDトレ-ナ-に電棲キット(別売品)をセットしたものです｡
※写衆の模擬人体(簡易モデル)は付属していません｡
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憎 では心肺蘇生法教育訓凍実習用
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人工呼硬用携帯マスク<キューマスク>まで
訓顔実習用資機材を豊富に櫛克ておt)まgo

⑳ 蒜 ?轡 願 憲

本 社 〒46D-0002名古屋市中区丸の内3丁∃2番29号
TEL(052)95ト9251 FAX(052)95l-645L3

粟 京 支 店 〒ll4･0024索京都北区西ヶ原1丁巨]9番1胃
TEL(03)391ト2221 FAX(03)3917-2221

大 阪 支 店 〒547･0035大阪市平野区西脇3丁目3番2号
TEL(06)6702-9991 FAX(06)6702-9522

福岡宮茶所 〒812-0007符同市博多区粟比禁4丁自5番7号
TEL(092)47l-1477 FAX(092)47ト0237

★ホームページwww.yagami-inc.co.Jp
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今夏も小児生活習慣病予防教室に参加し,児童

とその保護者に面接した.外遊びをしないで室内

で種々のゲームに興じ,砂糖分の多いジュース類

やスポーツ飲料を飲み,抽濃い食品を好む子が絶

えない.テレビなどの宣伝にたくみに釆ぜられて

いる実態に心が痛んだ.資本の合理性のもとに進

んできた大人にとっての ｢自由｣は,子ども達の

犠牲のうえに今やわが国に氾濫している.

子どもによる凶悪な犯罪やゆがみが強調されて

いるが,子ども達を取り巻くさまざまな環境 (性

情報の氾濫も勿論含む)がいかにからだとこころ

を痛めつけていることか.その刃は,虚栄の豊か

学校保健研究 JpnJSchooIHealth46;2004

後 記

さにおおわれているので,幼い子には判りにくい.

発育 ･発達の途上にあり,次代を背負う子ども

達のために,現代のわが国の ｢自由｣にある程度

の制限を加えることが,場合によっては必要では

ないか.例えばテレビの放映について外国では,

子どもへの影響を配慮して放映時間を制限したり,

むごい殺人場面を見せないようにしている国もあ

る.関連した学会に働きかけて,社会に提起した

り警告することも学会に課せられた大事な使命で

はないか.今や,喫煙に関して学会で社会に提言

した状況に安住している時ではない.

(竹内宏一)
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